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　本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

　一方、日本海沿岸東北自動車道をはじめとする高速交通体系の整備や

地域に根ざした県道の整備は、地域が活発に交流・連携する秋田をめざ

す開発事業の根幹を成すものであります。本教育委員会では、これらの

地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに

鋭意取り組んでおります。

　本報告書は、地方特定道路富根能代線建設工事に先立って、平成21年

度に能代市において実施した前谷地遺跡の発掘調査成果をまとめたもの

であります。調査の結果、平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが

検出され、土師器、須恵器などの遺物も見つかり、当時の人々の生活の

一端が明らかになりました。

　本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

　最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました秋田県山本地域振興局建設部、能代市教育委員会な

ど関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成22年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育委員会

教育長　根　岸　　均　
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例　　言

１　本書は、地方特定道路整備事業一般県道富根能代線に伴い、平成21（2009）年度に発掘調査され

た秋田県能代市荷八田字前谷地206外に所在する前谷地遺跡の発掘調査報告書である。発掘調査の

成果については、既にその一部が公表されているが、本報告書を正式なものとする。

２　本書第３図は、国土地理院発行の１/25,000地形図『能代』（平成14年発行）を、第４図は、秋田

県山本地域振興局建設部提供の１/1,000工事用平面図をもとに作成した。

３　遺跡基本層序と遺構土層図中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色帖2005年版』を使用した。

４　水準測量および方眼杭設置作業は、第一測量設計株式会社に委託した。

５　遺跡空中写真撮影は、株式会社北日本朝日航洋に委託した。

６　自然科学的分析は、放射性炭素年代測定および樹種同定、テフラ分析をパリノ・サーヴェイ株式

会社に委託した。なお、本書ではその分析結果報告を第５章に掲載した。 

７　本書は、第５章を除いて、第４章第２節を長谷川幹子・簗瀬圭二が執筆し、他の執筆と編集は簗

瀬が行った。第５章は各節に執筆機関を示した。

８　本書を作成するにあたり、能代市教育委員会生涯学習課山崎和夫氏から御指導・御助言を賜っ

た。記して感謝申し上げます。

凡　　例

１　本報告書に掲載した平面図（遺構実測図）の方位は、世界測地系平面直角座標第Ｘ系による座標

北を示す。原点（ＭＡ）における座標北と磁北との偏角は西偏９°48′10″である。本文および巻末の

報告書抄録記載の経緯度は世界測地系に基づく。

２　遺構については検出順にその種類を示す略記号と通し番号を付したが、後に遺構ではないと判断

したものは欠番とした。遺構に使用した略記号は以下の通りである。

　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＢ：掘立柱建物跡　ＳＫＩ：竪穴状遺構　ＳＥ：井戸跡　ＳＫ：土坑

　ＳＮ：焼土遺構　ＳＡ：柵列跡　ＳＤ：溝跡　ＳＭ：畦跡（道路状遺構）ＳＸ：性格不明遺構

　ＳＫＰ：柱穴様ピット

３　遺跡基本層位にはローマ数字を、遺構内層位には算用数字を使用した。なお、堆積土の混入物の

表記は種類・構造・直径・量の順で、構造は「塊」状構造、「粒」状構造のように頭文字で示した。

４　遺構実測図および遺物実測図には、それぞれスケールを付して表示した。

５　挿図中に使用したシンボルマーク、スクリーントーンは以下の通りである。これ以外について

は、個々の頁に明示した。

　●：土器　　▲：羽口　　■：土錘　　◆：木製品　　□：石製品

　 ：焼土
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第１章　はじめに

　　第１節　調査に至る経過

　一般県道富根能代線は、能代市と圏内町村を連結する環状道路となっており、同市から藤里町まで

の国道７号を補完する機能も有している。また当該区間は通学路指定に加えバス路線でもあり、沿道

住民の生活道路としても重要な役割を担っているとともに、日本海沿岸東北自動車道の一部として計

画決定され、開通した琴丘能代道路の能代東ＩＣへのアクセス道路の機能も担っている。しかし、当

該区間は幅員狭小（Ｗ＝4.0ｍ）で歩道もないため、通勤通学時の安全が確保されていないうえ、バス

などの大型車のすれ違いが困難な状況となっている。このため、秋田県では早急に地域交通の安全・

円滑化を図り良好な沿道環境を整備するため、当該区間の道路整備を計画した。

　秋田県建設交通部は工事に先立って、この道路整備事業の計画地区内に埋蔵文化財が包蔵されてい

る可能性があることから文化財保護法に基づき、秋田県教育委員会に遺跡調査の依頼をした。これを

受けて秋田県教育委員会では、平成20（2008）年６月20日に計画路線内の能代市荷八田～真壁地間に

ついて分布調査を実施した。その結果、計画路線内に新発見の遺跡である前谷地遺跡が確認された。

　この分布調査を踏まえ、秋田県埋蔵文化財センターでは平成20年10月６日～10月17日まで前谷地遺

跡の確認調査（13,700㎡）を実施し、工事区内の遺跡面積（2,250㎡）を確定した。これを受けて秋田

県教育委員会と秋田県建設交通部で協議した結果、遺跡は記録保存の措置をとることで合意し、秋田

県埋蔵文化財センターで翌年度の発掘調査計画を策定した。以上の経緯に基づき、秋田県埋蔵文化財

センターは、平成21（2009）年６月11日～７月30日まで発掘調査を実施した。

　　第２節　調査要項

遺 跡 名　　　前谷地遺跡（遺跡略号：３ＭＹＴ）

遺 跡 所 在 地　　　秋田県能代市荷八田字前谷地２０６外

調 査 期 間　　　平成21（2009）年６月11日～７月30日

調 査 面 積　　　2,250㎡

調 査 主 体 者　　　秋田県教育委員会

調 査 担 当 者　　　簗瀬　圭二（秋田県埋蔵文化財センター中央調査班　学芸主事）

　　　　　　　　　長谷川幹子（秋田県埋蔵文化財センター中央調査班　調査・研究員）

総 務 担 当 者　　　時田　慎一（秋田県埋蔵文化財センター　中央調査班　主任専門員）

調査協力機関　　　秋田県山本地域振興局建設部　能代市教育委員会

　　　　　　　　　 （職名等は発掘調査当時のもの）

引用・参考文献

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第446集　2009 （平成21） 年
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第２章　遺跡の環境

　　第１節　遺跡の位置と立地

　前谷地遺跡が所在する能代市は、秋田県の北西部の沿岸、およそ北緯40°07′～40°22′、東経139°58

～140°18′に位置し、北側は八峰町・藤里町に、東側は北秋田市・上小阿仁村、南側は三種町に接して

いる（第１図）。その面積は426.740で秋田県で第10位、東西に約30㎞、南北に約35㎞の範囲に広が

る。能代市を構成する地形は、市域の中央を東北地方を縦断する奥羽山脈に源を発する米代川が東西

に流れ日本海に注ぐ。下流部には能代平野が広がり、その両縁部は、徐々に標高が増す広大な台地・

段丘地が広がる。また、北東部は白神山地南縁部を構成し、常盤山地の最高峰は焼山で、この地帯は

険しい地形を示し、深いＶ字谷を形成する。東南部は房住山を主体になだらかな丘陵地である。西部

は、日本海に沿って南北に砂丘が連なり、湖沼が点在する。

　前谷地遺跡のある能代平野の地形の要因は隆起によってできた白神山地などの周りの山地の浸食作

用によって作られた砕屑物が崖下に崩れ落ち、川によって運搬され、平野部に堆積したものである。

堆積岩（第三紀層）の地層は市街地では3,000ｍに及ぶことが明らかになっている。平野を構成する地

形は段丘・沖積低地・砂丘からなる。段丘は高低差によって３つに大別され、山地・丘陵付近にあり

標高の最も高い高位段丘（標高100ｍ前後）、分布域の最も広い中位段丘（同約20～50ｍ）、能代市では

わずかに分布する低位段丘（同約20ｍ）である。沖積低地は標高の高い順に沖積低地３（同約７～14

ｍ）、沖積低地２（同約５～６ｍ）、沖積低地１（同

約４ｍ以下）である。沖積低地２・１は沖積低地３

を米代川が流路を変えながら流下し、東西に広がる

地形を形成している。砂丘は西方の海岸線を南北に

縁取って分布する。なお、第２図の示す範囲には高

位段丘と低位段丘はない。前谷地遺跡は沖積低地３

にある。

　前谷地遺跡は、およそ北緯40°12′37″、東経140

04 05″にあり、ＪＲ奥羽本線東能代駅より米代川を

挟み、北へ約2.4㎞に位置する。遺跡は、能代市荷八

田地区の標高7.6～8.3ｍの沖積地に立地する。遺跡

の北側約0.5㎞には東雲台地があり、その南端は東

西方向に段丘崖が続き、比高は約10ｍである。台地

上には真壁地遺跡や塞ノ神館跡などの縄文時代から

中世までの多くの遺跡が立地する。遺跡の南側には

集落が隣接し、東西方向に県道富根能代線が通って

いる。西側約６㎞には日本海が広がる。

引用・参考文献

二ツ井町町史編さん委員会 『二ツ井町史』 1977（昭和52）年

能代市市史編さん委員会 『能代市史　特別編　自然』 1999（平成12）年 第１図　遺跡位置図
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　　第１節　遺跡の位置と立地



－ 4 －

第２章　遺跡の環境

　　第２節　歴史的環境

　前谷地遺跡は平安時代を主体とする新発見の遺跡である。

　『秋田県遺跡地図（山本版）』によると、旧能代市内では旧石器時代から近世までの遺跡が約224か所

（前谷地遺跡も含む）で確認されている。このうち、前谷地遺跡と周辺遺跡位置図（第３図）に示さ

れた範囲は、東西約6.25㎞、南北約9.18㎞の地域を示している。ここでは、第３図に記載された本遺

跡を取り巻く73遺跡のうち、発掘調査が実施された遺跡を中心に、旧石器時代から中世までの歴史的

な環境を概観する。以下の記述は前谷地遺跡周辺の遺跡一覧（第１表）にある文献を参考にした。

　旧石器時代の遺跡は米代川左岸の縄手下（72）遺跡が確認され、後期旧石器時代（約27,000年前）

に帰属するナイフ形石器や台形石器を主体に掻器、削器、彫刻刀形石器、楔形石器などの器種が出土

した。

　縄文時代の遺跡は米代川右岸に金ヶ沢Ⅱ（５）、落合上大野Ⅰ（９）、落合上大野ⅡＡ・Ｂ・Ｃ（10・

11・12）、落合貝塚（13）、中大野Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（15・16・17）、下大野（18）、上野越（20）、真壁地Ⅰ・

Ⅱ（29・30）、四郎兵衛堤（31）、大野Ⅰ・Ⅱ（34・35）、宇藤台Ⅰ・Ⅱ（36・37）、八森坂Ⅰ・Ⅱ（38・

39）、二林台（41）、小揚場（43）、古館Ⅰ（44）、上台（45）、日影（47）、大内坂Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（49・50・

51）、米代川左岸に相染森（57）、柏子所（58）、柏子所貝塚（59）、古屋布（60）、柏子所Ⅱ（61）、腹

鞁の沢（62）、小友Ⅴ（64）、縄手下遺跡である。縄文時代の遺跡を出土遺物から細分すると、早期は、

宇藤台Ⅰ・Ⅱ遺跡、前期は八森坂Ⅰ・Ⅱ、上台、古館Ⅰ、小友Ⅴ遺跡、中期は落合上大野Ⅰ、落合上

大野ⅡＡ・Ｂ・Ｃ、落合貝塚、中大野Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、柏子所Ⅱ、腹鞁の沢、古屋布、相染森、縄手下遺

跡、後期は真壁地Ⅰ・Ⅱ、四郎兵衛堤、二林台、小揚場、大内坂Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、柏子所Ⅱ、腹鞁の沢遺

跡、晩期は金ヶ沢Ⅱ、下大野、上野越、大野Ⅰ・Ⅱ、柏子所、柏子所貝塚遺跡である。日影遺跡では

石錘等を採集したが時期不明である。

　早期には本遺跡の北東約700ｍ、東雲台地南縁の宇藤台Ⅰ・Ⅱ遺跡があり、土器を採集している。

　前期には八森坂Ⅰ・Ⅱ、上台、古館Ⅰ、小友Ⅴ遺跡があり、発掘調査された八森坂Ⅰ・Ⅱ（八森）

遺跡は宇藤台Ⅱ遺跡の南東に隣接し、円筒下層ａ～ｂ式土器とともに石錘と半円状扁平打製石器が調

査面積に比較して多く出土した。第３図の範囲にはないが、東雲台地北縁にある杉
（註１）（註２）（註３）

沢台遺跡は円筒下

層ａ～ｄ式期の集落跡で、特にｃ式期から出現する大型住居跡が注目され、前期後半の集落のあり方

を検討できる貴重な遺跡として昭和56年に国指定史跡になっている。

　中期には落合上大野Ⅰ、落合上大野ⅡＡ・Ｂ・Ｃ、落合貝塚、中大野Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、腹鞁の沢、古屋

布、相染森、縄手下遺跡がある。発掘調査された腹鞁の沢遺跡では大木８ａ式の土器を伴う楕円形の

竪穴住居跡を１軒、縄手下遺跡では陥し穴状土坑、フラスコ状土坑を検出し、石器ブロックを５か所

で確認した。

　後期には真壁地Ⅰ・Ⅱ、四郎兵衛堤、二林台、小揚場、大内坂Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、柏子所Ⅱ、腹鞁の沢遺

跡がある。本遺跡の北西約1,100ｍの東雲台地南縁にある真壁地Ⅰ（真壁地）では十腰内Ⅰ式に帰属す

る土器を伴う竪穴状遺構や土坑群を検出し、多数の鐸形土製品と三脚石器を出土した。大内坂Ⅱ遺跡

では前入江・十腰内様式期の土器を炉に埋設した不整円形の竪穴住居跡を１軒検出した。腹鞁の沢遺

跡では中期の住居と切り合う小規模な円形の竪穴住居跡を１軒検出した。柏子所Ⅱ遺跡では由利本荘
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市上谷地遺跡についで２例目となる水さらし場遺構を検出し、後期後半から晩期初頭にトチなどの堅

実類のアク抜きを行っていたことが判明した。

　晩期には金ヶ沢Ⅱ、下大野、上野越、大野Ⅰ・Ⅱ、柏子所、柏子所貝塚、柏子所Ⅱ遺跡がある。本

遺跡の北東約800ｍの東雲台地南縁にある大野Ⅱ遺跡では大洞Ｂ～Ｃ１式土器、土偶、亀形土製品を出

土した。浅内台地の北縁にある柏子所貝塚では３次にわたる発掘調査の結果、多数の土器、土製品、

石製品、骨角器、貝製腕輪などが出土する貝塚であるとともに、墓域であり、７基の土坑墓から８体

の人骨を確認した。

　続縄文・弥生時代の遺跡は杉沢野（４）、中大野Ⅲ、金山館（24）、真壁地Ⅰ・Ⅱ、大内坂Ⅱ、柏子

所Ⅱ遺跡があり、いづれも米代川右岸にある。真壁地Ⅰ遺跡とその西側約100ｍにある金山館跡では変

形工字文が施文された土器を出土した。柏子所Ⅱ遺跡では竪穴住居跡を１軒検出した。

　古代の遺跡は米代川右岸に、後野（３）、金ヶ沢Ⅱ、金ヶ沢Ⅳ（６）、街道上Ⅰ・Ⅱ（７・８）、落合

上大野ⅡＡ・Ｂ・Ｃ、中野大野Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、下大野Ⅰ・Ⅱ（18・19）、平影野（21）、トドメキⅠ・Ⅱ

（22・23）、金山館、上野Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ（25・26・27・28）、真壁地Ⅰ・Ⅱ、宇藤台Ⅰ・Ⅱ、中台

（40）、古館Ⅱ（45）、米代川左岸に塩干田（55）、下相染下（56）、柏子所Ⅱ、腹鞁の沢、小友Ⅲ（63）、

苗代沢（65）、中瀬戸沢（67）、四ッ屋台（68）、樋口（69）、大館（71）、縄手下遺跡である。これらは

すべて平安時代の遺跡であり、奈良時代の遺跡は発見されていない。竪穴住居跡を検出した集落跡の

平影野遺跡、金山館跡、上野Ａ遺跡、真壁地Ⅰ遺跡、中台遺跡、大館跡、腹鞁の沢遺跡は地形分布図

（第２図）の中位段丘２・３上にあり、第３図の範囲外にある旧能代市内の遺跡についても同様であ

る。米代川下流域の沖積地で竪穴住居跡を検出した遺跡は本遺跡の約８㎞上流の新富根Ⅰ遺
（註４）

跡（標高

約12ｍ）で１軒、約10.5㎞上流の仙子森遺
（註４）

跡（標高13～15ｍ）で11軒がある。いずれも10～11世紀を

中心とした集落跡である。

　中世の遺跡は米代川右岸に金山館、サト館（32）、塞ノ神館（33）、里館（47）、古館Ⅰ、米代川左岸

に仁井田白山、新山前（54）、腹鞁の沢、小友Ⅲ、苗代沢、大館遺跡である。沖積地の低い段丘上にあ

る仁井田白山遺跡と新山前遺跡以外は地形分布図（第２図）の中位段丘２・３の台地上に立地する。

発掘調査された金山館跡、大館遺跡（大館跡）、腹鞁の沢遺跡は城館跡で、このうち金山館跡、大館跡

は、大規模な空堀や土塁が確認されているが、構築時期を特定する遺物は検出されなかった。両遺跡

は前述したように他の時代の遺構もある複合遺跡であり、中世の遺構とする明確な根拠には欠いてい

るが、大館跡は12の曲輪と多くの陶磁器が出土した檜山城跡、茶臼館跡、国清寺跡とともに檜山安東

氏城館跡として国の史跡に指定されている。

参考文献

註１ 秋田県教育委員会 『藤木遺跡・内村遺跡・桐木田遺跡・杉沢台遺跡・竹生遺跡発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第

80集 1981（昭和56）年

註２ 秋田県教育委員会 『杉沢台遺跡・竹生遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第83集 1981（昭和56）年

註３ 能代市教育委員会 『杉沢台遺跡－農業用設備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』 能代市文化財調査報告書第17集 

2006（平成18）年

註４ 二ツ井町教育委員会 『仙子森遺跡・新大林Ⅰ遺跡・新富根Ⅰ遺跡－二ツ井町富根地区担い手育成基盤整備事業に係る埋蔵

文化財発掘調査報告書－』 二ツ井町埋蔵文化財調査報告書第11集 2003（平成15）年
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第１表　前谷地遺跡周辺の遺跡一覧 （１）

※表中の遺跡地図番号は、『秋田県遺跡地図（山本地区版）』に記載された登録番号である。

番
号

遺跡地
図番号

遺跡名 種
別 遺構・遺物 文献

１ 前谷地 １

２ ２－185 竹生Ⅱ Ａ 土師器 ２

３ ２－ 26 後野 Ａ 土師器片、須恵器片 ３

４ ２－ 22 杉沢野 Ａ 縄文土器（晩期）、弥生式土器、土師器片、須恵器片 ４

５ ２－ 16 金ヶ沢Ⅱ Ａ 土師器片、須恵器片、鉄滓 ３

６ ２－ 18 金ヶ沢Ⅳ Ａ 土師器片、須恵器片 ３

７ ２－ 30 街道上Ⅱ Ａ 土師器片、須恵器片 ３･５

８ ２－ 29 街道上Ⅰ Ａ 縄文土器片 ３･５

９ ２－ 31 落合上大野Ⅰ Ａ 縄文土器（前期、中期、晩期）、続縄文土器片 ３･６

10 落合上大野ⅡＡ

11 ２－ 32 落合上大野ⅡＢ Ａ 縄文土器片、石匙、石斧 ３･６

12 落合上大野ⅡＣ

13 ２－ 33 落合貝塚 Ｂ 縄文土器（前期、中期、晩期）、貝塚 ３･６

14 ２－186 上大野台 Ａ 縄文土器片、弥生式土器片 ２

15 ２－ 34 中大野Ⅰ Ａ 須恵器片、石匙、砥石 ３･７

16 ２－ 35 中大野Ⅱ Ａ 土師器片 ３

17 ２－170 中大野Ⅲ Ａ 縄文土器片、石器、弥生式土器片、土師器、須恵器、鉄滓 ３

18 ２－ 36 下大野Ⅰ Ａ 須恵器、石斧 ３･７

19 ２－ 37 下大野Ⅱ Ａ
竪穴住居跡、土坑、溝跡、土師器、須恵器、土製支脚、土錘、
石器

３･７･８

20 ２－ 38 上野越 Ａ 縄文土器片 ３

21 ２－ 39 平影野 Ａ 製鉄関連遺構、須恵器、フイゴ羽口、鉄滓 ３

22 ２－ 40 トドメキⅠ Ｃ 土師器片、須恵器片 ３・９

23 ２－ 41 トドメキⅡ Ａ 縄文土器片、土師器片、須恵器片 ３

24 ２－ 42 金山館 Ｄ
竪穴住居跡、土坑、井戸、陥し穴状遺構、空堀、縄文土器（前
期）、弥生式土器、石器、土師器、須恵器、中世陶磁器

  ３･５･
10･11

25

２－ 43

上野Ａ

Ａ 縄文土器、弥生式土器、土師器片、須恵器片 ３･４
26 上野Ｂ

27 上野Ｃ

28 上野Ｄ

29 ２－44 真壁地Ⅰ Ａ
竪穴状遺構、平安時代竪穴住居跡、土坑、縄文土器（前期、後
期）、弥生式土器、土師器、土製品（鐸形、円板状他）、石器
（石鏃、石錘他）

３･12

30 ２－ 45 真壁地Ⅱ Ａ 縄文土器片、須恵器片、石鏃 ３･４

31 ２－ 46 四郎兵衛堤 Ａ 縄文土器（後期）、石錘、石匙 ３･４

32 ２－ 47 サト館 Ｄ 空堀、須恵器片 ３･13

33 ２－ 48 塞ノ神館 Ｄ 空堀、土師器片、須恵器片 ３･13

34 ２－ 49 大野Ⅰ Ａ 旧石器、縄文土器、土偶 ３･14･15

35 ２－ 50 大野Ⅱ Ａ 縄文土器 ３･14･15

36 ２－ 51 宇藤台Ⅰ Ａ 縄文土器片 ３･15

37 ２－ 52 宇藤台Ⅱ Ａ ３･15

38 ２－ 53 八森坂Ⅰ Ａ
土坑、縄文土器（前期、晩期）、土師器、須恵器、石器（石
鏃、石斧、石錘）

３･16

39 ２－ 54 八森坂Ⅱ Ａ
土坑、縄文土器（前期、晩期）、土師器、須恵器、石器（石
鏃、石斧、石錘）

３･16
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第２表　前谷地遺跡周辺の遺跡一覧 （２）

番
号

遺跡地
図番号

遺跡名 種
別 遺構・遺物 文献

40 ２－ 55 中台 Ａ
平安時代竪穴住居跡、製鉄炉、縄文土器（中期）、土師器、須
恵器

３･17

41 ２－ 56 二林台 Ａ 縄文土器（中期）、土師器 ３

42 ２－187 林台 Ａ 縄文土器片、石器

43 ２－176 小揚場 Ａ 縄文土器、石器 ３･７

44 ２－ 60 古館Ⅰ Ｄ 空堀、須恵器片、石斧 ３

45 ２－ 61 古館Ⅱ Ａ 土師器片、須恵器片、鉄滓 ３

46 ２－ 59 上台 Ａ 縄文土器片、石器 ３

47 ２－ 58 里館 Ｄ 空堀、土師器片、須恵器片 ３･18

48 ２－ 57 日影 Ａ 石斧 ３

49 ２－ 62 大内坂Ⅰ Ａ 縄文土器片 ３

50 ２－ 63 大内坂Ⅱ Ａ 縄文時代後期：竪穴住居跡、土坑 、弥生土器片 ３･19

51 ２－ 64 大内坂Ⅲ Ａ ３

52 ２－194 鰄渕 Ａ 縄文土器片、珠洲系陶片、鉄滓 ２

53 ２－137 仁井田白山 Ａ 珠洲系陶器（摺鉢） ３･20

54 ２－138 新山前 Ａ 青磁片、石器片、石鏃 ３･21

55 ２－139 塩干田 Ａ 須恵器（壺）、中世陶器（壺） ３･22

56 ２－174 下相染下 Ａ 須恵器 ３･22

57 ２－143 相染森 Ａ
フラスコ状土坑、土坑、溝跡、縄文土器片、トランシェ様石
器、須恵器、石器（石皿、石鏃）

６･23

58 ２－140 柏子所 Ａ 縄文土器片、石匙、石鏃 ３

59 ２－141 柏子所貝塚 Ｂ

土坑墓（人骨埋葬）８基、縄文土器（後期、晩期）鉢、壺、皿
等、土製品（耳飾、紡錘車等）、貝類（コタマガイ、イシガ
イ、ヤマトシジミ、ベンケイガイ、サルボウ等）、獣骨（シ
カ、イノシシ、クマ、オットセイ、ウサギ）、魚骨、石槍、石
斧、石鏃、石棒、土偶他

  ３･６･
  24･25･
26･27

60 ２－142 古屋布 Ａ 縄文土器片、須恵器片 ３

61 ２－198 柏子所Ⅱ Ａ 縄文土器片、土師器片 28･29･30

62 ２－135 腹鞁の沢 Ａ
縄文時代：竪穴住居跡、縄文土器（中期、後期）、石器（石
匙、石錘、石槍、石斧他）平安時代：竪穴住居跡、堀立柱建物
跡、土坑、土師器、須恵器、珠洲系陶器

３･31･32

63 ２－131 小友Ⅲ Ａ
フラスコ状土坑、竪穴住居跡、縄文土器片、土師器片、須恵器
片、珠洲系陶器片、青磁片、緑釉陶器、紡錘車

３･33

64 ２－133 小友Ⅴ Ａ 石器片 ３

65 ２－114 苗代沢 Ａ 縄文土器片、須恵器片、土師器片、中世陶器片、石器片 ３･13

66 ２－171 新田沢 Ａ 縄文土器、石器 ３

67 ２－172 中瀬戸沢 Ａ 土師器、須恵器 ３

68 ２－113 四ツ屋台 Ａ 縄文土器片、須恵器片、土師器片 ３

69 ２－199 樋口 Ｅ 捨て場、井戸跡、土師器、須恵器、木製品（檜扇） 29･34･35

70 ２－200 岩ノ目 Ａ 縄文土器片、土師器片、須恵器片 29･34

71 ２－103 大館（田床内） Ｄ
掘立建物柱跡、竪穴住居跡、竪穴、空堀、柵列、石組遺構、土
塁、土師器、須恵器、鉄製品

  ３･37･
38･39

72 ２－201 縄手下
Ｃ
Ｆ

旧石器時代：石器製作址、縄文時代：陥し穴、フラスコ状土
坑、平安時代：掘立柱建物跡、炭窯、土師器、須恵器

29･34･36

73 ２－169 獺野 Ａ 中世陶器 ３･40･41

※種別欄はＡ（遺物包含層）、Ｂ（貝塚）、Ｃ（集落跡）、Ｄ（館跡）、Ｅ（祭祀場）、Ｆ（狩猟場）
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　　第２節　歴史的環境

文献番号

１　秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第446集　2009（平成21）年

２　能代市史編さん室　『年報能代市史研究』　４　1996（平成８）年

３　能代市史編さん委員会　『能代市史　資料編　考古』　1995（平成７）年 

４　秋田県教育委員会　『秋田県遺跡分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第79集　1981（昭和56）年

５　秋田県教育委員会　『秋田県遺跡分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第70集　1980（昭和55）年

６　秋田県教育委員会　『秋田県史・考古編』　1960（昭和35）年

７　大槻久馬・冨樫泰時　「能代市周辺の遺跡について」『秋田考古学』　第32号 1975（昭和50）年

８　能代市教育委員会　『下大野Ⅱ遺跡緊急発掘調査報告書』　1999（平成11）年

９　能代市教育委員会　『トドメキⅠ遺跡－市立東雲中学校グラウンド整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－』　能代市

埋蔵文化財調査報告書第14集　2003（平成15）年

10　鷹巣農林高校郷土史研究部　『能代市金山チャシ発掘報告』　1957（昭和32）年

11　能代市教育委員会　『金山館発掘調査報告書』　1985（昭和60）年

12　秋田県教育委員会　『真壁地・蟻ノ台遺跡発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第102集　1982（昭和57）年

13　秋田県教育委員会　『秋田県の中世城館』　秋田県文化財調査報告書第86集　1981（昭和56）年

14　奈良修介・豊島昴　『秋田県の考古学』　吉川弘文館　1967（昭和42年）

15　秋田県教育委員会　『秋田県遺跡分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第60集　1979（昭和54）年

16　秋田県教育委員会　『八森坂遺跡・南山の上遺跡・サシトリ台遺跡－能代・山本地区広域農道建設に伴う発掘調査報告

書』　秋田県文化財調査報告書第37集　1976（昭和51）年

17　秋田県教育委員会　『中台遺跡発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第50集　1978（昭和53）年

18　若松鉄四郎　「能代市山本郡の城館跡」『能代山本地方史研究』　創刊号　1982（昭和57）年

19　秋田県教育委員会　『大内坂Ⅱ遺跡発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第51集　1978（昭和53）年

20　能代市史編さん室　『年報能代市史研究』　３　1985（昭和60）年

21　能代市史編さん室　『年報能代市史研究』　２　1983（昭和58）年　

22　能代市　『能代市史稿』　1956（昭和31）年

23　能代山本地方史研究会　『能代山本地方史研究』　２号　1983（昭和58）年

24　秋田県教育委員会　「柏子所貝塚略報」『教育秋田』　第76号　1955（昭和30）年

25　大和久震平　「柏子所貝塚出土の人骨について」『秋田考古学』　第９号　1958（昭和33）年

26　秋田県教育委員会・能代市教育委員会　『柏子所貝塚』　1957（昭和32）年 

27　秋田県教育委員会・能代市教育委員会　『柏子所貝塚　第２次・第３次発掘調査報告書』　秋田県文化財調査　報告書第８

集　1966（昭和41）年

28　秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第324集　2001（平成13）年

29　秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第342集　2002（平成14）年

30　秋田県教育委員会　『柏子所Ⅱ遺跡－一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書ⅩⅣ－』　秋田県文

化財調査報告書第398集　2005（平成17）年

31　秋田県教育委員会　『腹鞁の沢遺跡、桐木田遺跡、蒲沼遺跡発掘調査概報』　秋田県文化財調査報告書第94集　1982（昭和

57）年

32　秋田県教育委員会　『腹鞁の沢遺跡発掘調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第97集　1982（昭和57）年

33　東北電力株式会社・能代市教育委員会　『小友Ⅲ遺跡　東北電力（株）北奥線新設工事に係る埋蔵文化財調査報告書』　

1996（平成８）年

34　秋田県教育委員会　『遺跡詳細分布調査報告書』　秋田県文化財調査報告書第365集　2003（平成15）年

35　秋田県教育委員会　『樋口遺跡－一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書ⅩⅧ－』　秋田県文化財

調査報告書第411集　2006（平成18）年

36　秋田県教育委員会　『縄手下遺跡－一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書ⅩⅦ－』　秋田県文化

財調査報告書第410集　2006（平成18）年

37　能代市教育委員会　『大館遺跡発掘調査報告書』　1978（昭和53）年

38　下田時也　「山本郡内における館跡一般」『秋田考古会々誌』　３巻１号　1934（昭和９）年

39　河田駒雄　『檜山郷土史稿』　第１集　1957（昭和32）年

40　能代市教育委員会　『能代市の文化財』　1990（平成２）年

41　日本陶磁協会　『陶説』　274号　1976（昭和51）年
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　　第１節　遺跡の概観

　前谷地遺跡は、前述したようにＪＲ奥羽本線東能代駅より米代川を挟み、北へ約2.4㎞に位置する。

遺跡は、能代市荷八田地区の標高7.6～8.3ｍの沖積地に立地する。遺跡の北側約0.5㎞には東雲台地が

あり、その南端は東西方向に段丘崖が続き、比高は約10ｍである。台地上には真壁地遺跡や塞ノ神館

跡などの縄文時代から中世までの多くの遺跡が立地する。遺跡の南側には集落が隣接し、東西方向に

県道富根能代線が通っている。今回発掘調査の対象になったのは南北方向に約18ｍ、東西方向に約144

ｍの範囲で、近年は水田として利用され、調査開始前は雑草が繁茂する荒れ地となっていた。発掘調

査に先立って行われた道路整備事業の計画地内の試掘調査結果から、今回の調査範囲は周辺の沖積地

より若干標高が高く現在の荷八田地区の集落に続く地形にあるものと推測される。

　　第２節　調査の方法

　１　発掘調査

　調査は確認調査の成果に基づき表土の除去を重機によって行った。水田の造成により、旧表土は失

われており、Ⅱ層まで除去した。Ⅲ層上面までの粗掘り、遺構精査は移植ベラ・ジョレン等を使用し

て人力で作業を行った。

　調査はグリッド法で行った。対象範囲全域に方眼杭を打設するため、調査区内に任意の１点を選定

して、これをグリッドの原点ＭＡ50（世界測地系平面直角座標第Ｘ系Ｘ＝23958.000  Ｙ＝－65410.000）

の基準杭とした。基準杭の座標北方向に南北基線、これに直交するラインを東西基線とし、両基線を

延長して当該区内に４×４ｍメッシュのグリッドを組み、その交点に方眼杭を打設した。方眼の原点

を通る南北線をＭＡ、同じく東西線を50とし、南北線はアルファベットの符号を西に向かって昇順と

なるよう、東西線は数字の符号を北に向かって昇順となるよう、それぞれ付した。なお、南北線に付

した２文字のアルファベットはＡ～Ｔまでの20文字の繰り返しとなっている。この方眼によって画す

る４ｍ四方の区画は、その南東隅を通る南北線の符号と東西線の符号とを組み合わせて、ＭＡ50グリ

ッドのように呼ぶこととした。調査対象全域にグリッドを設定することにより、計画的な調査と同時

に遺構の平面的な位置の把握に努めた。

　遺構は、検出順に01からの通し番号を付して遺構種別を表す記号と組み合わせて呼称した。また、

最終的に遺構でないと判断されたものについては欠番とした。遺構の掘削は、原則として半截または

十字に土層ベルトを残し、２分割法、４分割法による精査を行った。調査の記録は、平面図・土層断

面図及び写真で記録化した。平面図・土層断面図は原則として１/20の縮尺で作成し、遺構細部の図面

を必要とする際には１/10の縮尺で作成した。遺物の取り上げについては、基本的に遺構外遺物には出

土グリッド・層位・出土年月日を、遺構内遺物には出土遺構名・遺構内層位・出土年月日をそれぞれ

チャック付きポリ袋もしくは耐水性荷札に記入し、取り上げた。なお遺構内およびその周辺の遺物に
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ついては、適宜出土地点の位置を記録した。発掘調査時の写真撮影は、遺構の検出状況・断ち割り状

況・完掘状況の順で撮影し、適宜遺物の出土状況、遺構細部の拡大撮影などを加えた。また、広範囲

の撮影、俯瞰状況での撮影にはローリング・タワーを使用した。さらに、調査完了時の全景撮影とし

てラジコン・ヘリコプターを使用しての空中写真撮影を行い、写真は35㎜判のモノクロ・カラーリバ

ーサル・６×７判のリバーサルフィルムとTIFF及びJ－PEGデータでCD－ROMに保存している。写真撮

影は、35㎜判を使用した。フィルムはモノクロ・カラーリバーサルを併用し、デジタルカメラでの撮

影も行った。

　２　室内整理

　各遺構は、現場で作成した図を第１原図とし、これを基に平面図と断面図の組み合わせた図を第２

原図とした。第２原図の一部はスキャニングし、Adobe社「Photoshop CS3」・Adobe社「Illustrator  

CS3」を使用し、トレース作業を行った。

　遺物は、洗浄・注記後、報告書に記載する遺物の選別を行い、その後基本的に１/１で実測図を作成

し、報告書に記載するにあたっては適宜縮尺を変えトレースした。図にはスケールを入れて示してい

る。また、土器片などは拓影図の作成を合わせて行い、これらの作業後、35㎜一眼レフカメラによる

写真撮影を行った。

　　第３節　調査の経過

　発掘調査は、６月11日～７月30日まで実施した。なお、調査区の本調査に先立ち、５月26日～29日

までバックホー、キャリアダンプによる表土除去、６月１日～５日までグリッド杭打設を行った。各

週ごとの調査経過については、以下のとおりである。

【第１週】６月11日～６月12日

　発掘調査（粗掘り）を東区西端から開始した。コンテナハウスヤード周辺では、発掘機材の機材庫

搬入・整頓、作業棟間に屋根をかけ、ヤード進入路にロープ張りなどの環境整備を行った。調査区周

辺では、周辺の草刈りや看板設置などの整備を行った。また、ヤードから調査区までの作業用通路に

歩み板やむしろを敷くなどした。

【第２週】６月15日～６月19日

　西調査区の水中ポンプによる水抜きと調査区境界の畦と溝の清掃。東調査区の東西方向に伸びる調

査区境界の南端と北端に掘られた幅およそ１ｍの工事用の溝とその周辺の粗掘り、精査を行った。東

調査区ＬＰ48グリッド付近に南北方向に長軸を持つ２ｍ×１ｍ、深さ10㎝ほどの楕円形の土坑が２基

並んで検出された。軸方向、規模をほぼ同じくする土坑が東区南側境界畦断面から調査区南端で数基

検出された。

【第３週】６月22日～６月26日

　東調査区の粗掘りを終了。西調査区は水抜きを継続しながら、比較的ぬかるんでいない低い箇所か

ら粗掘りを開始。平面プランでは確認が困難であったが、北側は境界外に延び、遺構全体は判然とし

ないが、工事用の溝断面の観察によって、粒子の細かい白い帯状の堆積物（火山灰？）を床面付近に
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持つ遺構（ＳＫＩ19）を確認した。床面付近には他に薄い板状の炭化材や須恵器破片なども確認でき

た。楕円形の土坑は浅いものが多いが、円形の土坑は深さが80㎝ほどあった。24日、能代市史編さん

室職員２名、見学のため来跡。

【第４週】６月29日～７月３日

　東調査区は土坑等の精査を進めた。西調査区は水抜きをしながら、粗掘りを進め、遺構検出作業を

行った。西調査区１か所で壁面を土層観察用に清掃し、写真撮影と図面作成を行った。ＳＥ20は深さ

が１ｍほどあり、木製の移植ベラ（未製品？）のようなものと幅約３㎝で長さ15㎝ほどの広葉樹の樹

皮が、ＳＥ39からは箸の一部や直径１㎝ほどの種が２個出土した。ＳＥ38は深さが1.2ｍほどあり、底

面付近から２段の井筒曲物が出土し、井戸跡の可能性が考えられる。２日、能代市教育委員会生涯学

習課山崎和夫氏、地域住民２名見学のため来跡。２・３日、袴田学芸主事調査応援に来跡。

【第５週】７月６日～７月10日

　東調査区は土坑、竪穴状遺構等の精査を進めた。西調査区は水抜きをしながら粗掘りを進め、遺構

検出作業を行った。週後半の降雨予報に備えて、水没する調査範囲から検出遺構の精査も開始した。

西調査区の南西端に竪穴状遺構（ＳＫＩ203）を検出した。上面は水田造成で大きく削平され、壁面の

残りは数㎝ほどである。西調査区西側の直径約50㎝の柱穴様ピット（ＳＢ224Ｐ３）から、完形の土師

器坏２個が正位で隣接して出土した。８日、能代市史編さん室職員１名見学のため来跡。６・７日、

袴田学芸主事調査応援に来跡。

【第６週】７月13日～７月17日

　週末の降雨により、調査区全域が水没していたため、水中ポンプによる排水をしながら、東調査区

の精査を進めた。西調査区も排水をしながら精査を進め、粗掘りは終了した。東調査区の竪穴状遺構

（ＳＫＩ19）はカマドを持つ竪穴住居跡（ＳＩ19）であった。煙道部には複数の土器の破片があり、

須恵器壺を破壊して投入したものと思われる。また、薄い炭化材が住居内に散乱し、焼けた痕跡と考

えられる。

【第７週】７月218日～７月24日

　今週も週末の降雨により、調査区全域が水没していたため、水中ポンプ、エンジンポンプによる排

水をしながら精査を進めた。西調査区の径約30㎝のピット内から直径約17×11㎝の柱材が検出され

た。22・23日、県立能代工業高校生徒１名発掘作業体験に来跡。

【第８週】７月27日～７月30日

　週前半には調査区の空撮を行い、後半には撤収に向けてのコンテナハウス周辺の片付けと残った遺

構の精査および図面等の最終チェックを行う。28日、荷八田自治会15名遺跡見学、空中写真撮影を実

施。29日、荷八田自治会６名遺跡見学。30日、文化財保護室立会いのもと、能代山本振興局佐々木道

路班長と現場引き渡しについて協議。全発掘調査完了。
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　　第１節　基本層序

　前谷地遺跡は、前述したように標高7.6～8.3ｍの沖積地に立地する。今回発掘調査の対象になった

のは南北方向に約18ｍ、東西方向に約144ｍの範囲で、近年は水田として利用され、調査開始前は雑草

が繁茂する荒れ地となっていた。

　遺跡の基本層序（第４・５図）は、調査区全域の層厚と周辺の開発による地下水位の変化によって

多少の違いはあるが、ほぼ共通している。Ⅰ層は混入物で細分したが、シルト質の水田表土・耕作土

である。Ⅱ層は昭和39年頃に行われた基盤整備によって盛土された水田の基盤土である。東調査区の

基本土層（Ａ－Ｂ）では重機のバケットやキャタピラによる撹乱の跡を覆うようにほぼ水平に赤く酸

化した薄い盛土層が、西調査区の基本土層（Ｅ－Ｆ）では粘土質の地山塊を多量に含む盛土層が観察

される。遺構構築時の表土・遺物包含層は水田造成時の削平を受け、完全に失われている。

　　第Ⅰａ層　黒褐色シルト土（10ＹＲ3/2）　  水田表土・耕作土　層厚120～210㎝

　　第Ⅰｂ層　黒褐色シルト土（10ＹＲ3/2）　  耕作土、炭化物・火山灰粒を含む　層厚０～110㎝

　　第 Ⅱ 層　にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4）～黄褐灰色土（10ＹＲ5/6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  水田造成（基盤整備）による盛土　層厚５～120㎝

　　第 Ⅲ 層　黄褐灰色粘土（10ＹＲ5/6）    　  地山土

第４図　基本土層図
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　　第２節　検出遺構と出土遺物

　調査の結果、前谷地遺跡で検出した遺構は、竪穴住居跡１軒、掘立柱建物跡２棟、竪穴状遺構３基、

井戸跡４基、土坑77基、焼土遺構８基、柵列跡７列、溝跡３条、畦跡（道路状遺構）３条、性格不明

遺構１基、柱穴様ピット65基である。遺構内出土遺物は土師器1251点（12.14㎏）と須恵器68点（2.35

㎏）が大多数を占める。土師器の器種は坏（内黒土師器を含む）511点（3.10㎏）・甕739点（8.48㎏）・

鍋１点（0.11㎏）・器種不明小片（0.45㎏）である。須恵器の器種は坏４点（0.06㎏）・壺14点（0.97

㎏）・甕50点（1.31㎏）・器種不明小片（0.01㎏）である。土師器坏３点を除いて破片である。この他

に、土製品、木製品、石製品、鉄製品、羽口、鉄滓などが出土した。遺構は出土遺物の年代と出土木

材・炭化材の放射性炭素年代測定の結果から、平安時代から中世に帰属すると推定できる。

　１　竪穴住居跡

ＳⅠ19（第10図、図版１・２）

　ＬＭ49・50、ＬＬ48・49・50、ＬＫ49グリッドに位置し、工事用側溝断面で確認した。ＳＫ68、Ｓ

Ｘ18と重複し、ＳＫ68、ＳＸ18に切られる。他の遺構と重複し、北西側は工事用側溝により上面が失

われ、さらに調査区外に延びるため全体形状は不明であるが、平面形規模は全長が残る南西壁で6.08

ｍ、この壁に直交する南東壁残存値2.84ｍ、北西壁残存値1.60ｍである。各壁の検出面からの深さは

0.20～0.48ｍで、ほぼ垂直に立ち上がる。南西壁を基準としてＮ－55°－Ｗを主軸とする。床面は掘形

底面の地山上面を利用しており、全体的にはほぼ平坦で、床標高は7.30～7.40ｍである。残存部床面

積は約13.5㎡である。住居にはカマド付近を除き壁溝が巡り、上場幅0.12～0.30ｍ、下場幅0.04～

0.16ｍ、床面からの深さ0.12～0.32ｍの断面台形状である。

　堆積土は６層に分かれ、１・４～６層は地山土由来の灰黄褐～にぶい黄橙色土、２層は十和田ａ火

山灰（第５章２節参照）が周囲から流入して厚く堆積した層、３層は炭化物粒・材を多量に含む黒色

土である。１層は周囲からの流入土、４・５層は全体に均質で人為的な埋め戻し土、６層は壁板裏込

めの残存土である。

　床面から８基のピットを確認した。規則的な配列が認められないが、南東の隅角にあるＰ１は主柱

穴の、比較的壁溝に近いＰ２・Ｐ７・Ｐ８は壁板を保持する補助壁柱穴の可能性が考えられる。

　カマドは南東壁の中央より南西よりの位置に設置されているものと考える。カマドの軸方向はＮ－

56°－Ｗで住居壁に対してほぼ直交している。カマド構築材と煙道部の上面は工事用側溝で失われ、遺

存しない。全体形状は不明であるが、規模は前庭部末端から煙道部先端までの最大長2.20ｍ、煙道部

残存最大幅0.43ｍ、住居外壁から煙道部先端まで1.27ｍ、標高は前庭部火床上面で7.38～7.40ｍ、煙

道部先端最深部7.16ｍである。煙道部底面は先端の南東方向に緩やかに下傾し、先端の壁はオーバー

ハングし、残存する開口部まで急に内傾して立ち上がる。

　カマドの堆積土は９層に分かれ、３～５層は煙道部上部の構築材崩落による内壁の焼土塊を含む褐

～暗赤褐色土、２層は燃焼行為による炭化物粒・材、焼土塊を多量に含む黒褐色土、１層は地山土に、

炭化物粒・材、焼土粒・塊や遺物を多量に含む人為的な堆積土である。６層はカマド機能時の火床面

で焼土や炭化物等の掻き出し面であり、カマド構築材の崩落土と混淆した層と考える。７層は煙道部
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　　第２節　検出遺構と出土遺物
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　　第２節　検出遺構と出土遺物

内壁で最大厚約３㎝の焼土化した暗赤褐色土である。８層は火床面で長径0.65ｍ、短径0.63ｍの略円

形の被熱範囲、９層は火床面下部で長径0.80ｍ、短径0.65ｍほどの楕円形の被熱範囲を有し、ともに

固く締まる。

　遺物は、住居跡内から土師器坏32点（344.9ｇ）・甕29点（311.8ｇ）・鍋１点（112.7ｇ）、内黒土師

器坏１点（8.4ｇ）、須恵器甕１点（245.0ｇ）が出土した。このうち土師器坏（第41図１・２）は５層

から出土し、１は外面の摩滅が著しいが完形に復元できた。住居跡内各柱穴の遺物はＰ１から土師器

甕１点（37.6ｇ）・須恵器壺１点（148.7ｇ）、Ｐ２から土師器坏11点（49.3ｇ）・甕３点（33.8ｇ）、Ｐ

４から土師器坏10点（115.1ｇ）・甕４点（40.3ｇ）、Ｐ６から土師器坏１点（0.9ｇ）・須恵器坏１点

（1.2ｇ）、Ｐ７から土師器坏１点（1.6ｇ）が出土した。このうち土師器甕口縁～胴部片（第41図３）

はＰ１・Ｐ４の堆積土、住居跡（５層）出土の破片が接合した。土師器坏（第41図４）はＰ４の開口

部、ほぼ住居跡床面で伏せた状態で出土した。カマド内から土師器坏１点（5.4ｇ）・甕８点（167.8

ｇ）、須恵器壺４点（491.9ｇ）が出土した。このうち須恵器壺４点は接合（第10図）し、底部～胴部

（第41図５）で外面に自然釉がかかるが、胴部には夥しいクレーター状の剥離痕が認められる。

　カマド煙道部から重なり合った薄い板状炭化材や比較的大きい土器片が出土した。板状炭化材の残

存状況から、煙道部を壊した後の原位置での燃焼行為によるものと考えられる。カマド煙道部の炭化

材の放射性炭素年代測定結果によると、暦年較正年代は西暦691～877年である（第５章第１節参照）。

また、３層の炭化物粒・材の広がりは４層の十和田ａ火山灰の流入後の窪地を利用した焼成行為によ

るものと考えられる。

　本遺構は出土遺物と流入した十和田ａ火山灰（西暦915年降下）の堆積状況から平安時代に帰属する

と考える。

　２　掘立柱建物跡

ＳＢ216ａ～ｄ（第11図）

　ＭＥ53・54、ＭＦ・ＭＧ53・54・55グリッドに位置する。Ⅲ層上面において炭化物粒や焼土粒を含

む黒褐色土またはオリーブ黒色土主体の小型円形プランを多数検出したうち、堆積土に類似性が認め

られ、平行かつ等間隔の並びが抽出できたため、掘立柱建物跡として復元した。復元された建物は４

棟で、これらは主軸方向を若干ずつ違えるものの、ほぼ同位置で重複する。また、４棟のうち３棟ま

では、柱間またはその一部に溝を伴う構造である。さらに、建物内部の北西部床面からＳＮ211が検出

され、被熱赤変部は掘形を有し、建物同様４時期あることがわかった。ＳＮ211についての詳細は別項

に記述するが、鍛冶炉の可能性があり、建物に付属する施設であると想定される。

　本遺構の時期はｄ期出土柱材の放射性炭素年代測定結果によると、暦年較正年代は西暦694～883年

である（第５章第１節参照）。出土遺物と年代測定結果から平安時代に帰属すると考えられ、上述の事

項から鍛冶工房の建て替えの可能性を推定する。古いものから順にＳＢ216ａ、同ｂ、同ｃ、同ｄとし

て個別に記述する。

ＳＢ216ａ（第12・16図）

　ＭＦ54・55、ＭＧ53・54・55グリッドに位置する。ＳＢ216の変遷の中で最初期の建物にあたる。Ｐ
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３はｃ期Ｐ３・ｄ期Ｐ４と重複し、これらの遺構に切られる。桁行方向北東列の溝は、ＳＮ211ｄ期被

熱赤変部・ＳＡ218・ＳＫＰ396と重複し、これらの遺構に切られる。北西側は工事用側溝により失わ

れ、柱穴の検出は５基に止まるが、桁行２間×梁行２間の建物跡が想定でき、建物規模は桁行、梁行

ともに約4.4ｍである。建物の方位は南西列の柱筋でＮ－47°－Ｗである。

　柱間寸法は桁行方向で南西列がＰ１－２間2.05ｍ、Ｐ２－３間2.38ｍである。北東列は対応する柱

穴の検出がないため不明である。梁行方向では南東列がＰ３－４間2.10ｍ、Ｐ４－５間2.30ｍであ

る。北西列は対応する柱穴の検出がないため不明である。柱穴平面は円形を基調とし、直径0.33～

0.40ｍ、確認面から底面までの深さ0.18～0.30ｍ、底面標高は7.12～7.21ｍである。柱穴の堆積土は

すべて単層であり、旧表土由来の黒褐色土または暗褐灰色粘土を主体とする。明確な柱痕跡は確認で

きなかった。設置された柱は、建物廃絶の際に抜去されたものと推測する。

　また、桁行方向北東列の柱筋で溝跡を検出した。この溝はＰ５から北西方向に柱筋に沿って伸延

し、平面形は直線状である。北西側は工事用側溝のため不明だが、規模は残存部の全長3.06ｍ、幅0.16

～0.22ｍ、確認面から底面までの深さ0.0７～0.10ｍである。堆積土は柱穴と同様である。

　遺物はＰ２から土師器甕２点（18.4ｇ）、Ｐ３から土師器坏３点（7.0ｇ）が出土した。いずれも埋

め戻しの際の混入と考えられる。

　内部施設としてＳＮ211ａを付属すると考える。

ＳＢ216ｂ（第13図）

　ＭＥ53・54、ＭＦ53・54・55、ＭＧ54・55グリッドに位置する。ＳＢ216の変遷の中で２番目に古い

建物になる。Ｐ１はｃ期Ｐ９と、Ｐ２はｃ期Ｐ２と、Ｐ６はｃ期Ｐ７と、Ｐ７はｃ期Ｐ８とそれぞれ

重複し、これらの遺構に切られる。北西側は工事用側溝により失われ、さらに調査区外に延びると推

測される。西側はＳＫ221と重複するため、その位置での柱穴の検出はない。検出された７基の柱穴か

ら、桁行３間×梁行２間の建物が想定でき、建物規模は桁行約8.4ｍ、梁行約4.7ｍである。建物の方

位は南西列の柱筋でＮ－45°－Ｗである。

　柱間寸法は桁行方向で南西列がＰ２－３間2.95ｍ、Ｐ３－４間2.87ｍで、北東列はＰ７－６間2.90

ｍである。梁行方向では南東列がＰ４－５間2.26ｍ、Ｐ５－６間2.45ｍである。北西列は対応する柱

穴の検出がないため不明である。柱穴は円形平面を基調とし、直径0.35～0.50ｍ、確認面からの深さ

0.22～0.34ｍ、底面標高は7.08ｍ～7.14ｍである。柱穴の堆積土はすべて単層であり、旧表土由来の

黒褐色土またはオリーブ黒色土を主体とする。明確な柱痕跡は確認できなかった。ａ期同様、設置さ

れた柱は建物廃絶の際に抜去されたものと推測する。

　また、梁行方向南東列、Ｐ５・Ｐ６の柱間に溝を検出した。上面を撹乱され残存状況は良くないが、

柱筋に沿い平面形は直線状である。規模は残存部の全長1.45ｍ、幅0.25ｍ、確認面からの深さ0.08ｍ

である。堆積土は柱穴と同様に単層で、一括の人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物はＰ２から土師器坏１点（3.4ｇ）・甕２点（9.8ｇ）、内黒土師器坏１点（4.8ｇ）、羽口４点

（18.9ｇ）、Ｐ６から土師器坏２点（42.6ｇ）が出土した。羽口には溶解物の着付したものもある。埋

め戻しの際の混入と考えられる。

　内部施設としてＳＮ211ｂを付属すると考える。
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ＳＢ216ｃ（第14図）

　ＭＥ53・54、ＭＦ53・54・55、ＭＧ54・55グリッドに位置する。ＳＢ216の変遷の中で３番目に古い

建物になる。Ｐ１はＳＫ221と、Ｐ４はｄ期Ｐ５とそれぞれ重複し、これらの遺構に切られる。Ｐ２は

ｂ期Ｐ２と、Ｐ７はｂ期Ｐ６と、Ｐ８はｂ期Ｐ７とそれぞれ重複し、これらの遺構を切る。北側は工

事用側溝により失われ、さらに調査区外に延びると推測される。検出された９基の柱穴から、桁行３

間×梁行３間の建物が想定でき、建物規模は桁行約7.6ｍ、梁行約5.2ｍである。建物の方位は南西列

の柱筋でＮ－32°－Ｗである。

　柱間寸法は桁行方向で南西列が北からＰ１－２間2.35ｍ、Ｐ２－３間2.45ｍ、Ｐ３－４間2.80ｍ、

北東列はＰ８－７間2.68ｍである。梁行方向では南東列がＰ４－５間1.45ｍ、Ｐ５－６間1.60ｍ、Ｐ

６－７間2.18ｍで、北西列はＰ１－Ｐ９間1.60ｍである。柱穴は円形平面を基調とし、直径0.33～

0.48ｍ、確認面からの深さ0.23～0.38ｍ、底面標高は7.02ｍ～7.12ｍである。柱穴の堆積土は旧表土

由来の黒褐色土またはオリーブ黒色を主体とする。Ｐ３は柱痕跡を確認し、２層に分層した。Ｐ３以

外は明確な柱痕跡は確認できなかった。ａ・ｂ期同様、設置された柱は、建物廃絶の際に抜去された

ものと推測するが、Ｐ３は柱根が残っていたか、または抜去時に柱設置時の裏込め土は残り、柱根埋

設部だけが再度埋め戻されたものと考えられる。

　遺物はＰ２から土師器坏１点（10.1ｇ）・甕１点（17.3ｇ）・溶解物付着羽口３点（10.0ｇ）、Ｐ４か

ら土師器坏４点（62.8ｇ）が出土した。このうちＰ４出土の土師器坏（第41図６）は体部に判読不明

の墨書を有する。

　内部施設としてＳＮ211ｃを付属すると考える。また、ＳＫ215はＳＮ211ｂと重複し、これを切る

が、本遺構の建て替えであるＳＢ216ｄ期の柱穴および柱間の溝との重複関係では、これに切られる。

このことからＳＫ215はＳＢ216ｃ期に伴う遺構である可能性が考えられる。

ＳＢ216ｄ（第15・16図、図版２）

　ＭＥ54、ＭＦ・ＭＧ53・54・55グリッドに位置する。ＳＢ216の変遷の中で最終期の建物にあたる。

Ｐ１はＳＫ215と、Ｐ４はａ期Ｐ３と、Ｐ５はｃ期Ｐ４とそれぞれ重複し、これらの遺構を切る。桁行

方向北東列の溝は、ＳＫＰ394と重複し、これを切り、ＳＤ217・ＳＡ218・ＳＫＰ315・393と重複し、

これらに切られる。北側は工事用側溝により失われるが、検出された９基の柱穴から、桁行３間×梁

行２間の建物が想定でき、建物規模は桁行約5.7ｍ、梁行約4.9ｍである。建物の方位は南西列の柱筋

でＮ－37°－Ｗである。

　柱間寸法は桁行方向で南西列がＰ２－３間1.85ｍ、Ｐ３－４間2.05ｍ、Ｐ４－５間1.85ｍで、北東

列はＰ９－８間1.92ｍ、Ｐ８－７間1.94ｍである。梁行方向では南東列がＰ５－６間2.45ｍ、2.45ｍ

で、北西列はＰ２－１間2.58ｍである。柱穴は円形平面を基調とし、直径0.36～0.45ｍ、確認面から

の深さ0.29～0.44ｍ、底面標高は6.96ｍ～7.08ｍである。柱穴の堆積土はすべて旧表土由来の黒褐色

土を主体とする。Ｐ１・２・４・５・８については柱痕跡を確認し、２層に分層したが、その他は明

確な柱痕跡を確認できなかった。Ｐ３は柱材（第41図７）が遺存していた。

　ｄ期の建物も一部の柱間に溝を伴う。検出された溝は柱筋を通り、平面形はほぼ直線状である。桁

行方向南西列のＰ２－３間の溝は連続しない。これが本来的な形状によるものか、底面の深さが一様
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でなかったために深い箇所のみが検出されたものかは不明である。Ｐ２側の溝は全長0.58ｍ、幅0.20

ｍ、深さ0.12ｍで、Ｐ３側の溝は全長0.34ｍ、幅0.20ｍ、深さ0.10ｍである。同じく、桁行方向北東

列の柱筋に検出された溝跡は、北西側を工事用側溝により失い、また南東側でＳＫＰ315と重複するた

め全体形状は不明であるが、残存部の全長は2.98ｍ、幅0.18～0.20ｍ、確認面からの深さ0.14～0.16

ｍである。梁行方向北西列の溝は北東側を工事用側溝により失うが、残存部の全長3.52ｍ、幅0.14～

0.24ｍ、確認面からの深さ0.12～0.20ｍである。

　遺物は溝部から土師器坏１点（14.5ｇ）・甕３点（33.1ｇ）、Ｐ１から土師器甕３点（31.8ｇ）・須恵

器甕１点（41.2ｇ）、Ｐ４から土師器甕３点（56.6ｇ）、Ｐ８から土師器坏１点（19.9ｇ）・甕２点（54.3

ｇ）・須恵器壺１点（39.3ｇ）、Ｐ９から土師器坏１点（3.4ｇ）が出土した。Ｐ８から出土した須恵器

壺頸部はＳＫＰ314およびⅡ層グリッド出土破片と接合（第42図８）した。

　内部施設としてＳＮ211ｄを付属すると考える。

ＳＢ224（第17・18図、図版２）

　ＭＯ・ＭＰ54・55・56、ＭＱ54・55グリッドに位置する。Ⅲ層上面において地山土塊や炭化物粒を

含む黒色土または褐色土主体（一部は黄灰色にグライ化する）の小型円形プランを多数検出したう

ち、堆積土に類似性が認められ、平行かつ等間隔の並びが抽出できたため、掘立柱建物跡として復元

した。ＳＡ225・226と重複するが、直接的な切り合い関係にないため、新旧関係は不明である。南側

は工事用側溝により失われるが、検出された10基の柱穴から、桁行２間×梁行１間の規模で、東西両

側に庇が付く建物が想定できる。、母屋は桁行4.78ｍ、梁行2.96ｍで、庇部分を含めるとそれぞれ約

4.78ｍ、5.68ｍである。建物の方位は南西列の柱筋でＮ－35°－Ｗである。

　柱間寸法は桁行方向で南西列がＰ１－２間2.38ｍ、Ｐ２－３間2.40ｍ、北東列はＰ４－５間2.40ｍ

である。庇部分の南西列はＰ６－７間2.40ｍ、北東列はＰ８－９間2.40ｍ、Ｐ９－10間2.50ｍである。

梁行方向では北西列でＰ1－４間2.98ｍ、南東列は対応する柱穴を検出できなかったため不明である。

庇の幅は南西・北東側とも1.36ｍである。柱穴は円形平面を基調とし、直径0.30～0.60ｍ、確認面か

らの深さは母屋部分で0.28～0.37ｍ、庇部分で0.20～0.26ｍである。底面標高は母屋部分で7.11～

7.24ｍ、庇部分で7.17ｍ～7.26ｍである。堆積土はＰ３を除いて単層であり、明確な柱痕跡は確認で

きなかった。設置された柱は建物廃絶の際に抜去されたものと推測する。Ｐ３は４層に分層でき、４

層は裏込め土、３層は柱抜去直後の柱穴壁面等の崩落土、２層は人為的な埋め戻し土、１層はその後

の自然の流入土と考える。なお、２層中にほぼ完形（第42図９・10）の土師器坏２点が正位の状態で

残置されていた。建物廃絶の際の儀礼の可能性を示すものと考える。

　遺物はＰ３から土師器坏30点（618.0ｇ）・甕５点（91.3ｇ）・器種不明小片（15.5ｇ）が出土した。

このうち、上述した９は楕円形の口唇径を有する。10は口縁部の内外面にタール状の付着物が認めら

れ、灯明皿への転用が考えられる。この他に土師器坏（第42図11）が１／２程度に復元できたが、他

の小片とともに埋め戻す際に混入した可能性が高いと考えられる。

　ＳＢ224はＳＢ216ｃ期と主軸方向をほぼ同じくするため、これと同時期に存在していた可能性が考

えられる。しかし、建物の構造としては両面に庇が付くなどの大きく異なる点があり、同様の性格を

持っていたとは想定し難い。本遺構は住居の可能性が考えられる。
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　３　竪穴状遺構

　３基検出した。楕円形が１基、方形が２基である。遺構の時期は出土遺物などから平安時代に帰属

すると考える。性格の詳細は不明である。

ＳＫⅠ59（第18図、図版２）

　ＬＢ・ＬＣ42・43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ58と重複し、同遺構に切られる。

当初は土坑として調査を進めたが、底面壁際に溝が巡り、床面で柱穴を検出したことから竪穴状遺構

とした。遺構西側上面は重複遺構により失われるが、平面形規模は長径2.32ｍ、短径2.00ｍの楕円形

で、確認面からの深さ0.28ｍである。長軸の方位はＮ－48°－Ｗである。周壁は北西から南西にかけて

はやや緩やかに、他は急角度で立ち上がる。床面は掘形底面の地山上面を利用しており、若干の凹凸

を有するもののほぼ平坦で、標高は7.14ｍである。東隅のみ、半円形に一段高く地山が掘り残された

箇所があり、この高まりは、幅0.64ｍ、奥裄0.46ｍ、建物床面からの高さ0.10～0.18ｍで、壁際から

建物中心部へスロープ状に傾斜する。床面積は約2.2㎡である。また、高まりの両端で壁際で検出され

た溝が途切れることから、建物の入口の可能性もあると考えられる。

　堆積土は５層に分かれ、１（挿図２層）・３～５層（挿図４～６層）は旧表土由来の黒褐色土を主体

とし、地山土塊を多く含む。２層（挿図３層）は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。また、

４層中には十和田ａ火山灰起源と思われる軽石・砂粒の少量の混入が認められた。１～５層は人為的

な埋め戻し土と考える。

　壁溝は上場幅0.06～0.10ｍ、下場幅0.04～0.08ｍ、床面からの深さ0.08～0.12ｍの断面台形状であ

る。堆積土は建物の５層土と同じであり、壁板などの痕跡は確認されないため、廃絶時に抜去し、埋

め戻されたと考えられる。

　柱穴は床面から４基検出した。平面形はいずれも略円形で、直径0.21～0.28ｍ、床面からの深さ

0.08～0.17ｍである。堆積土は建物本体・溝と同様で、地山土塊を多量に含む旧表土由来の黒褐色土

を主体とする。柱痕跡は確認されず、廃絶時に柱を抜去した後、一括に埋め戻したと推測する。

　遺物は土師器坏３点（7.8ｇ）・甕８点（16.8ｇ）・器種不明小片（2.5ｇ）、鉄製品（鉄釘：錆化）１

点（11.5ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　本遺構の時期は堆積土中の十和田ａ火山灰起源と思われる軽石・砂粒の混入と出土遺物から平安時

代に帰属すると考える。性格は簡易な上屋付きの施設が考えられるが、調査区内に類例がなく、また

周辺に関連付けられる遺構がないので推論の域を出ない。

ＳＫⅠ203（第19図、図版２）

　ＭＮ53・54、ＭＯ54グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。なお、東側に本遺構と平行する柵

列跡（ＳＡ219）のプランも併せて確認した。重複する遺構はない。南西隅は工事用側溝により失われ

るが、平面形規模は北西壁3.02ｍ、北東壁3.36ｍ、南東壁残存部2.00ｍ、南西壁残存部2.78ｍで長方

形と推定される。各壁の確認面からの深さは僅かに0.05ｍ程度で、残存状況は極めて悪い。長軸の方

位はＮ－14°－Ｗである。各壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がる。床面はほぼ平坦で、固く締まり、標

高は7.38ｍである。床面積は推定で8.8㎡である。残存部の状況から壁溝は全周するものと推測され、
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幅0.10～0.15ｍ、床面からの深さ0.08～0.10ｍである。堆積土は溝部も含め単層であり、旧表土由来

の黒褐色土を主体とする。地山土塊を多量に含み、壁板の痕跡などは確認されないため、廃絶時に抜

去し、埋め戻されたと考えられる。

　柱穴は床面および遺構周辺からも検出されなかった。

　遺物は土師器坏23点（80.6ｇ）・甕７点（28.8ｇ）・器種不明小片（22.5ｇ）、内黒土師器坏２点（4.2

ｇ）・須恵器甕１点（21.7ｇ）・器種不明小片（0.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられ

る。

　本遺構の時期は出土遺物から平安時代に帰属すると考える。カマドなどの施設を検出しなかったた

め、住居跡とする根拠に乏しく、竪穴状遺構とした。

ＳＫⅠ209（第19図、図版２）

　ＭＡ・ＭＢ49・50グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。南側は工事用

側溝により失われ、さらに調査区外に延びるため全体形状は不明であるが、調査区外の壁の断面観察

と残存部から竪穴状遺構の一部と判断した。平面形規模は残存部からの推定で長径2.90ｍ、短径2.72

ｍの隅丸方形と推定され、確認面からの深さ0.15ｍである。長軸の方位はＮ－28°－Ｗである。周壁は

緩やかに外傾し、壁溝は検出されない。床面は若干の凹凸はあるがほぼ平坦で、固く締まり、標高は

7.38～7.44ｍである。調査区内床面積は約4.2㎡である。堆積土は３層に分かれ、１層は旧表土由来の

黒褐色土を、２・３層は地山土に類似し、それぞれ褐色・灰黄褐色土を主体とする。いずれも人為的

な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕１点（59.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　本遺構の時期は出土遺物から平安時代に帰属すると考える。遺構床面および周辺から柱穴を検出し

なかったため、性格は不明である。

　４　井戸跡

　４基検出した。このうち、ＳＥ38は丸く掘り下げた土坑に井筒曲物を２段に積み上げて設置した構

造である。他の遺構は構造物は確認できなかったが、曲物設置の際の裏込め土の堆積が認められるこ

とから曲物の抜去などが行われた可能性が考えられる。また、他の土坑より底面標高が低く、底面の

一部に確認された丸いグライ化の跡はＳＥ38と同様に曲物の内部に水が溜まったことによるものと考

えられるなど、類似性を認め、井戸跡とした。井戸跡の構築時期はＳＥ38の井筒曲物の放射性炭素年

代測定の暦年較正結果では西暦1051～1224年を示し、平安時代末期～中世初頭である。なお、遺構内

出土遺物は10世紀の土師器や須恵器を中心とし、中世の遺物は出土していない。

ＳＥ09（第20図、図版２）

　ＬＩ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.48ｍ、

短径1.36ｍの略円形である。確認面からの深さは0.70ｍ、底面標高は6.86ｍである。長軸の方位はＮ

－56°－Ｅを主軸である。底面はほぼ平坦でグライ化し、周壁は外傾して立ち上がる。堆積土は９層に

分かれ、１～４・６・８層が遺構構築時の旧表土由来の黒褐色土を、５・７・９層が地山土由来の黄
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褐～灰黄褐色土を主体とする。１～８層が井戸廃棄後の人為的堆積で、このうち３層は土坑内での焼

成行為による炭化物層、他の層は炭化物・焼土粒を含み、遺構周辺での焼成行為後の埋め戻し土と考

える。遺構内に曲物は遺存しないが、９層は曲物を設置した際の裏込め土と考える。

　遺物は土師器坏３点（6.8ｇ）・甕３点（18.1ｇ）・器種不明小片（22.8ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。１・２層には10㎝前後の礫の混入が顕著であり、井戸の廃棄儀礼に関連して

投入された可能性が考えられる。

ＳＥ20（第20図、図版３）

　ＬＲ49・50グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

1.36ｍ、短径1.24ｍの略円形である。確認面からの深さは1.00ｍで、底面標高は6.50ｍである。長軸

の方位はＮ－10°－Ｅを主軸である。底面はほぼ平坦でグライ化し、周壁は垂直に立ち上がり、開口部

付近で外傾する。堆積土は５層に分かれ、１～４層は遺構構築土の表土由来の黒褐～オリーブ黒色土

を、５層は地山土由来の黄褐色土を主体とする。１～３層は井戸廃棄後の人為的堆積であり、層界は

不明瞭で土質は類似しており、一括の人為的な埋め戻し土、４層は井戸機能時の水性堆積と考える。

遺構内に曲物は遺存しないが、５層は曲物を設置した際の裏込め土と考える。

　遺物は土師器坏13点（37.2ｇ）・甕26点（469.7ｇ）、内黒土師器坏１点（68.9ｇ）、須恵器甕１点

（37.2ｇ）、木製品１点、樹皮１点が出土した。このうち内黒土師器坏（第42図12）は２層から出土し

た。木製品と樹皮は４層から出土した。篦（第42図13）は表面を粗く削り成形し、基部には円形の穿

孔がある。先端の断面は加工痕が認められず、使用時に欠損した可能性があるが、全体的に使用痕が

乏しく未成品の可能性も考えられる。樹皮（図版７－14）は長さ約40㎝、幅約３㎝で篦の直下から丸

くまかれた状態で出土した。樹皮は広葉樹の桜か樺皮の可能性が高く、曲物の綴じ材の材料と考えら

れる。４層出土遺物以外は埋め戻しの際に混入した可能性が高いと考えられる。１層には10㎝前後の

礫の混入が顕著で、なかには被熱を受け、数個に割れた礫もあり、井戸の廃棄儀礼に関連して投入さ

れた可能性が考えられる。

ＳＥ38（第21図、図版３）

　ＬＨ・ＬＩ46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

1.40ｍ、短径1.32ｍの略円形である。確認面からの深さは1.22ｍで、底面標高は6.36ｍである。長軸

の方位はＮ－12°－Ｗである。底面はほぼ平坦で井筒曲物の内側を中心にグライ化し、周壁は垂直に立

ち上がり、中位から外傾する。堆積土は11層に分かれ、１・３～８層は旧表土由来の黒褐～オリーブ

黒色土を、２・９～11層は地山土由来のにぶい黄褐～暗灰褐色土を主体とする。１～７層は井戸廃棄

後の一括の人為的な埋め戻し土、８層は井戸機能時の水性堆積と考える。９～11層は２段に井筒曲物

を設置した際の裏込め土と考える。

　遺物は井筒曲物の他に、土師器坏３点（9.2ｇ）・甕10点（47.5ｇ）が出土した。土器は埋め戻しの

際の混入と考えられる。２段の井筒曲物は杉材を使い、薄く伸ばした樹皮を綴じ材とする。下位の井

筒曲物（第43図15）は直径約62.2㎝、幅約29.5㎝で、厚さが約３～5.5㎜で内面に柾目にほぼ直交する

切り込みが全面に、外面には斜めに不規則な切り込みが一部にある。内面は黒色に塗布されている。
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井筒曲物の下端の全周に底板を取り付けた際の孔があり、底板を取り外した後に井戸の構造材として

転用したと考えられる。上位の曲物は厚さが１㎜に満たないもので、内面に柾目にほぼ直交する切り

込みが全面に認められたが、下位の井筒曲物ような表面の加工は認められない。

ＳＥ39（第21図、図版３）

　ＬＧ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ80と重複し、同遺構に切られる。平面形規

模はＳＫ80と重複し、東側は水道管埋設のため失われ、全体形状は不明であるが、長径1.80ｍ、短径

残存部1.28ｍの略円形である。確認面からの深さは0.84ｍで、底面標高は6.76ｍである。長軸の方位

はＮ－８°－Ｅである。底面は中央付近が僅かに凹み、凹みを中心に直径約80㎝の円形にグライ化す

る。周壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は８層に分かれ、１・２・４～６層は遺構構築時の旧表土

由来の黒～灰色土主体、３・７・８層が地山土由来のにぶい黄褐色土を主体とする。１～５層が井戸

廃棄後の人為的な堆積で、このうち２層は土坑内での焼成行為による炭化物層、他の層は炭化物粒・

灰・焼土粒を含み、遺構周辺での焼成行為後の埋め戻し土と考える。６層は井戸機能時の水性堆積と

考える。遺構内に曲物は遺存しないが、７・８層は曲物を設置した際の裏込め土と考える。

　遺物は土師器坏３点（6.8ｇ）・甕３点（18.1ｇ）・器種不明小片（22.8ｇ）、木製品、桃核が出土し

た。このうち須恵器坏（第43図16）は５層から出土し、口縁～口唇部にかけてタール状の付着物が認

められ、灯明皿への転用が考えられる。土器は埋め戻しの際に混入した可能性が高いと考えられる。

杭状木製品（第43図17）、箸状木製品、桃核は井戸機能時の水性堆積土である６層から出土した。杭状

木製品は曲物を安定させるための構造材の可能性が考えられる。また、箸状木製品、桃核は井戸の廃

棄儀礼に関連して投入された可能性が考えられる。

　５　土　坑

　77基検出した。東調査区で検出された69基のうち、底面標高が７ｍ程度の比較的深い土坑２基（Ｓ

Ｋ26・35）以外は浅い土坑である。ＳＫ26・35は井戸跡とした４基より、若干底面標高が高いが、井

戸跡の可能性が考えられる。浅い土坑はさらに平面形が（長）楕円形と略円形の２種類に分類できる

が、性格は不明である。遺構は出土遺物から10世紀を中心とする平安時代に帰属すると考える。

ＳＫ01（第22図、図版３）

　ＬＯ・ＬＰ47・48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は

長径2.58ｍ、短径2.00ｍの不整楕円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.48ｍであ

る。長軸の方位はＮ－25°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや

急に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶ

い黄褐色土を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏６点（17.4ｇ）、甕16点（350.3ｇ）、器種不明小片（16.0ｇ）が出土した。埋め戻し

の際の混入と考えられる。
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ＳＫ02（第22図、図版３）

　ＬＯ48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ17と重複し、同遺構に切られる。北西側は

ＳＫ17と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.78ｍ、短径残存部0.96ｍ

の楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.46ｍである。長軸の方位はＮ－80°－Ｅ

である。底面は中央部が凹み、やや起伏がある。周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単層（挿図３

層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏３点（6.4ｇ）・甕６点（33.1ｇ）・器種不明小片（6.2ｇ）、須恵器壺１点（29.2ｇ）

が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。また、堆積土中の礫は人為的に投入したものと考え

る。

ＳＫ03（第23図、図版４）

　ＬＭ45・46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＫ04と重複

し、同遺構に切られる。東側の一部はＳＫ04と重複し、南側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査

区外へ延びるため、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部2.28ｍ、短径残存部1.60ｍで、

残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.06～0.18ｍで、底面標高は7.40ｍである。

長軸の方位はＮ－６°－Ｅである。底面は南東側が深く、北東側と段差がある、ほぼ平坦な２面を有す

る。周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層（挿図４層）は旧表土由来の黒褐

色土を、２層（挿図５層）は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、いずれも人為的な埋め戻し

土と考える。

　遺物は土師器坏１点（3.3ｇ）・甕２点（21.5ｇ）・器種不明小片（2.5ｇ）が出土した。埋め戻しの

際に混入した可能性が高いと考えられる。

ＳＫ04（第23図、図版４）

　ＬＬ・ＬＭ45・46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＫ

03・06と重複し、これらの遺構を切る。南側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査区外へ延びるた

め、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部3.62ｍ、短径残存部2.94ｍで、残存部から長

楕円形と推測される。確認面からの深さは0.16～0.32ｍで、底面標高は7.28ｍである。長軸の方位は

Ｎ－24°－Ｗである。底面は北西寄りの一部で深くなり、段差を持つ。周壁は北西でやや急に、他は概

ね緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層（挿図１層）は旧表土由来の黒褐色土を、２層

（挿図２層）は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏５点（24.5ｇ）・甕10点（61.2ｇ）・器種不明小片（25.7ｇ）、内黒土師器坏１点（2.4

ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ05（第23図、図版４）

　ＬＬ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ06と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径0.84ｍ、短径0.75ｍの略円形である。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.48ｍである。

長軸の方位はＮ－30°－Ｅである。底面は多少の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急に
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立ち上がる。堆積土は単層（挿図３層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土

と考える。

　遺物は出土しなかった。

　

ＳＫ06（第23図、図版４）

　ＬＬ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＫ04・05と重複

し、これらの遺構に切られる。西側はＳＫ04、東側の一部はＳＫ05と重複し、南側上面が工事用側溝

で失われ、さらに調査区外へ延びるため、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部2.46ｍ、

短径残存部1.04ｍで、残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.20ｍで、底面標高は

7.44ｍである。長軸の方位はＮ－２°－Ｅである。底面は多少の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、

周壁はやや急に立ち上がる。堆積土は単層（挿図６層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為

的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕２点（3.6ｇ）・器種不明小片（2.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられ

る。

ＳＫ07（第22図、図版４）

　ＬＨ・ＬＩ44グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はないが、上面に溝状の撹

乱を受ける。平面形規模は長径2.64ｍ、短径1.24ｍの長楕円形である。確認面からの深さは0.16ｍで、

底面標高は7.40ｍである。長軸の方位はＮ－40°－Ｗである。底面は中央部でやや凹み、周壁はやや緩

やかに立ち上がる。堆積土は単層で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、旧表土・炭化物

粒・焼土粒を含む人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕２点（20.2ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ08（第24図、図版４）

　ＬＣ41、ＬＤ40・41グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＤ

10と重複し、同遺構に切られる。中央部上面はＳＤ10と重複し、南西側上面が工事用側溝で失われ、

さらに調査区外へ延びるため、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部3.40ｍ、短径3.14

ｍで、残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.20ｍで、底面標高は7.34ｍである。

長軸の方位はＮ－45°－Ｅである。底面は多少の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は北西でほ

ぼ垂直に、北東・南東では緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分かれ、１・３層（挿図２・４層）

は旧表土由来の黒褐色土を、２層（挿図３層）は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。１層

は礫を含む人為的な埋め戻し土、２層は壁面の崩落土、３層は混入物が僅かであり自然流入土と考え

る。

　遺物は土師器坏３点（6.5ｇ）・甕６点（46.1ｇ）・器種不明小片（8.7ｇ）、須恵器甕１点（14.8ｇ）

土錘１点（83.1ｇ）が出土した。底面直上で出土した土錘（第43図18）は完形品であるが、土器と同

様に埋め戻しの際の混入と考えられる。
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ＳＫ11（第24図）

　ＬＣ・ＬＤ41・42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は

長径1.96ｍ、短径1.36ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.06～0.16ｍで、底面標高は7.38ｍで

ある。長軸の方位はＮ－79°－Ｗである。底面は中央部北寄りで深く、段差を持つ。周壁は中位までが

緩やかに、平坦部から開口部まではやや急に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来

の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と

考える。

　遺物は土師器甕１点（14.5ｇ）、須恵器甕１点（8.3ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えら

れる。

ＳＫ12（第25図）

　ＬＨ43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。重複する遺構はな

い。南西側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査区外へ延びるため、全体形状は不明であるが、平

面形規模は長径残存部1.98ｍ、短径残存部1.48ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの

深さは0.14ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ－42°－Ｅである。底面は南西側でやや深

くなり、周壁は南西でほぼ垂直、北東で緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色

土を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ13（第25図）

　ＬＧ・ＬＨ43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。重複する遺

構はない。南側上面が工事用側溝で失われ、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.90

ｍ、短径1.56ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.24ｍで、底面標高は7.28

ｍである。長軸の方位はＮ－11°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁

はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層が旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土

由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ14（第25図）

　ＬＧ42・43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。重複する遺構

はない。南側上面が工事用側溝で失われ、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径2.14ｍ、短径

残存部1.52ｍで、残存部から略円形と推測される。確認面からの深さは0.18ｍで、底面標高は7.32ｍ

である。長軸の方位はＮ－43°－Ｗである。底面は南東寄りの一部で深く、西側に平坦部を有する。周

壁は急角度に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１・２層とも旧表土由来の黒褐色土を主体とす

る。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。
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ＳＫ15（第25図）

　ＬＦ・ＬＧ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＫ16と重

複し、同遺構に切られる。東側はＳＫ16と重複し、南側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査区外

へ延びるため、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部2.04ｍ、短径残存部1.16ｍで、残

存部から略円形と推測される。確認面からの深さは0.20ｍで、底面標高は7.40ｍである。長軸の方位

はＮ－10°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上

がる。堆積土は２層に分かれ、１・２層（挿図３・４層）とも旧表土由来の黒褐色土を主体とする。

いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ16（第25図）

　ＬＦ42グリッドに位置する。第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。ＳＫ15と重複

し、同遺構を切る。南側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査区外へ延びるため、全体形状は不明

であるが、平面形規模は長径残存部2.48ｍ、短径1.60ｍで、残存部から長楕円形と推測される。確認

面からの深さは0.22ｍで、底面標高は7.40ｍである。長軸の方位はＮ－14°－Ｅである。底面は若干の

凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層

は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な

埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ17（第22図、図版３）

　ＬＯ48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ02と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径2.14ｍ、短径2.00ｍの略円形である。確認面からの深さは0.14ｍで、底面標高は7.44ｍである。

長軸の方位はＮ－55°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は緩やかに

立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶい黄

褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（1.4ｇ）・甕９点（59.7ｇ）・器種不明小片（15.5ｇ）、敲石１点（182.3ｇ）が

出土した。このうち、敲石（第43図19）は２か所に円錐形の凹みを有する。埋め戻しの際の混入と考

えられる。

ＳＫ21（第26図、図版４）

　ＬＱ48・49グリッドに位置し、第Ⅲ層上面および工事用側溝底面・断面で確認した。重複する遺構

はない。南西側上面が工事用側溝で失われ、さらに調査区外へ延びるため、全体形状は不明であるが、

平面形規模は長径残存部3.84ｍ、短径1.52ｍで、残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深

さは0.20ｍで、底面標高は7.30ｍである。長軸の方位はＮ－34°－Ｅである。底面は北東側が若干深い

が、ほぼ平坦であり、周壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主

体とし、人為的な埋め戻し土と考える。
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　遺物は土師器甕３点（21.5ｇ）、羽口１点（5.1ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ22（第26図、図版４）

　ＬＰ・ＬＱ48・49グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ77・78と重複し、これらの遺構

を切る。平面形規模は長径1.52ｍ、短径1.14ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.14ｍで、底面

標高は7.34ｍである。長軸の方位はＮ－14°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦で

あり、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は

地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ23（第26図）

　ＬＬ・ＬＭ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

0.72ｍ、短径0.66ｍの略円形である。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸

の方位はＮ－81°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に

立ち上がる。堆積土は単層で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、旧表土・炭化物粒・焼土

粒を含む人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ24（第27図）

　ＬＬ46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.44ｍ、

短径1.08ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.14ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位は

Ｎ－61°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、地山土に

類似する灰黄褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕２点（7.6ｇ）・器種不明小片（0.8ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられ

る。

ＳＫ25（第27図）

　ＬＬ46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.05ｍ、

短径0.72ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.15ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位は

Ｎ－42°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は南側でやや急に、他は緩やかに立ち上がる。堆積

土は単層で、地山土に類似する灰黄褐色土塊を主体とし、炭化物粒を少量含む人為的な埋め戻し土と

考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ26（第27図、図版４）

　ＬＮ50グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＭ82と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径1.16ｍ、短径1.07ｍの略円形である。確認面からの深さは0.52ｍで、底面標高は7.04ｍである。



－ 36 －

第４章　調査の記録

長軸の方位はＮ－52°－Ｗである。底面はほぼ平坦でグライ化し、周壁は概ね垂直に立ち上がる。堆積

土は６層に分かれ、１・３・５・６層は地山土由来のにぶい黄褐色土を、２・４層は旧表土由来の黒

褐色土を主体とする。１～４層は人為的な埋め戻し土と考える。特に２層は炭化物粒・焼土粒を多量

に含むが、被熱層がなく、遺構周辺での焼成行為後の埋め戻し土と考える。５・６層は壁面上部の崩

落土と考えるが、井戸の構築材である曲物を設置した際の裏込め土の可能性も考えられる。

　遺物は土師器甕３点（56.0ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　本遺構は底面がグライ化し、ＳＥ20がほぼ真西15.8ｍにあることから、井戸跡の可能性が考えられ

る。

ＳＫ27（第27図）

　ＬＮ・ＬＯ50グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。南西側を確認調査

時のトレンチにより失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.52ｍ、短径残存部0.79

ｍ、残存部から略円形と推測される。確認面からの深さは0.16ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸

の方位はＮ－64°－Ｗである。底面は中央部が若干深いもののほぼ平坦であり、周壁は北東側で緩やか

に、他は急角度に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１・２層とも地山土由来のにぶい黄褐色土塊

を主体とし、２層は礫を含む。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏２点（8.7ｇ）・甕６点（22.2ｇ）・器種不明小片（1.3ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。

ＳＫ29（第27図）

　ＬＭ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.70ｍ、

短径0.60ｍの略円形である。確認面からの深さは0.21ｍで、底面標高は7.30ｍである。長軸の方位は

Ｎ－56°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は北東側で緩やかに、他は急角度に立ち上がる。堆

積土は２層に分かれ、１・２層とも地山土由来の灰黄褐～にぶい黄褐色土塊を主体とし、いずれも人

為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（7.4ｇ）・甕１点（8.2ｇ）、溶解物付着羽口１点（115.3ｇ）が出土した。埋め

戻しの際の混入と考えられる。溶解物付着羽口の出土から周辺に鍛冶炉等の施設があった可能性が考

えられる。

ＳＫ30（第28図）

　ＬＰ47グリッドに位置し、ＳＭ82上面で確認した。ＳＭ82と重複し、同遺構を切る。南西側が工事

用側溝で失われ、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部0.82ｍ、短径0.69ｍで、残存部

から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.09ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ

－23°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土

由来の黒褐色土を主体にし、礫を含む。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕２点（8.5ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。
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ＳＫ31（第28図）

　ＬＰ47グリッドに位置し、ＳＭ82上面で確認した。ＳＭ82と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径0.88ｍ、短径0.65ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.07ｍで、底面標高は7.44ｍである。

長軸の方位はＮ－９°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は

単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体にし、礫を含む。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（1.3ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ32（第28図）

　ＬＭ48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.66ｍ、

短径0.48ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸の方位は

Ｎ－35°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、地山

土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。旧表土・炭化物粒・焼土粒を多く含む人為的な埋め戻し土

と考える。

　遺物は土師器甕口縁部１点（53.3ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ33（第28図）

　ＬＫ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.98ｍ、

短径0.81ｍの略円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.42ｍである。長軸の方位は

Ｎ－51°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は緩やかに立ち上がる。

堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ34（第29図）

　ＬＫ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ61・79・ＳＮ114と重複し、これらの遺構を

切る。平面形規模は長径1.32ｍ、短径1.26ｍの不整楕円形である。確認面からの深さは0.26ｍで、底

面標高は7.32ｍである。長軸の方位はＮ－24°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は底面から中

位までをやや急角度に立ち上がり、中位から開口部までは緩やかに外傾する。堆積土は２層に分か

れ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも

人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏２点（6.9ｇ）・甕４点（24.1ｇ）・器種不明小片（5.8ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。

ＳＫ35（第28図、図版４）

　ＬＫ46・47グリッドにあり、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.02

ｍ、短径0.84ｍの略円形である。確認面からの深さは0.44ｍで、底面標高は7.14ｍである。長軸の方

位はＮ－69°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は西側で緩やかに、他はやや急角度で立ち上が

る。堆積土は３層に分かれ、１・３層は地山土由来のにぶい黄褐色土を、２層は旧表土由来の黒色土
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を主体とする。堆積土には炭化物粒・焼土粒を多量に含むが、被熱層がなく、遺構周辺での焼成行為

後の埋め戻し土と考える。１層は約16㎝の円礫と被熱を受けて数個に割れた約14～28㎝の角礫が混入

する。

　遺物は須恵器甕１点（299.0ｇ）が出土した。大型の破片であり、埋め戻しの際に故意に投入した可

能性が高いと考えられる。

　本遺構は堆積土がＳＥ39と、礫の投入の仕方はＳＥ20に類似し、底面標高が周辺の他の土坑より比

較的低く、井戸跡の可能性が考えられる。

ＳＫ36（第29図）

　ＬＪ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ37と重複し、同遺構に切られる。南東側は

ＳＫ37と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.84ｍ、短径1.18ｍの楕円

形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸の方位はＮ－30°－Ｗであ

る。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は単層（挿図２層）で、地山土

由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ37（第29図）

　ＬＪ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ36と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径1.12ｍ、短径0.80ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.48ｍである。

長軸の方位はＮ－37°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は単

層で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ40（第30図、図版５）

　ＬＧ・ＬＨ45・46グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ71・76と重複し、これらの遺

構に切られる。南西側はＳＫ71と北側はＳＫ76と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面

形規模は長径1.78ｍ、短径残存部1.04ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは

0.12ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸の方位はＮ－16°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するも

ののほぼ平坦であり、周壁は北西側で緩やかに、他は急角度に立ち上がる。堆積土は単層（挿図10層）

で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（12.5ｇ）・甕３点（49.3ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ41（第30図、図版５）

　ＬＨ44・45、ＬＩ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ73・74・75と重複し、ＳＫ75

に切られ、ＳＫ73・74を切る。南西側はＳＫ75と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面

形規模は長径2.68ｍ、短径1.24ｍ、残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.18ｍで、

底面標高は7.40ｍである。長軸の方位はＮ－41°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有し、南東側で僅か
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に深く、周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層（挿図５層）は旧表土由来の

黒褐色土を、２層（挿図６層）は地山土に類似する褐色土を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し

土と考える。

　遺物は土師器坏２点（12.1ｇ）・甕２点（7.0ｇ）・器種不明小片（3.1ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。

ＳＫ42（第30図、図版５）

　ＬＨ45・46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ71・72・74と重複し、これらの遺構に

切られる。東側はＳＫ71、南東側はＳＫ72、南側はＳＫ74と重複により失うため全体形状は不明であ

るが、平面形規模は長径2.12ｍ、短径残存部1.38ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面から

の深さは0.15ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ－62°－Ｅである。底面は若干の凹凸を

有するもののほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分かれ、１層（挿図

11層）・２層（挿図12層）は旧表土由来の黒褐色土を、３層（挿図13層）は地山土由来のにぶい黄褐色

土塊を主体とする。２・３層は人為的な埋め戻し土、１層は自然流入土と考える。

　遺物は土師器坏１点（2.3ｇ）・器種不明小片（3.3ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられ

る。

ＳＫ43（第29図）

　ＬＥ44・45、ＬＦ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ44と重複し、同遺構を切る。

平面形規模は長径0.72ｍ、短径0.57ｍの長方形である。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は

7.52ｍである。長軸の方位はＮ－45°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、

壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。人為的な埋め

戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ44（第29図）

　ＬＥ44・45、ＬＦ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ43・45と重複し、ＳＫ43に切

られ、ＳＫ45を切る。南東側はＳＫ43と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は

長径1.18ｍ、短径0.89ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.48ｍである。

長軸の方位はＮ－86°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は北側で急

に、他は緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層（挿図２層）は旧表土由来の黒褐色土を、

２層（挿図３層）は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考

える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ45（第29図）

　ＬＥ・ＬＦ44・45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ44・ＳＤ46・ＳＭ81と重複し、
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ＳＫ44に切られ、ＳＤ46・ＳＭ81を切る。平面形規模はＳＫ44と重複により失うため全体形状は不明

であるが、長径1.38ｍ、短径0.94ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.13ｍで、底面標高は7.48

ｍである。長軸の方位はＮ－86°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上が

る。堆積土は単層（挿図４層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。人為的な埋め戻し土と考え

る。

　遺物は土師器坏２点（6.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ47（第31図）

　ＬＤ44グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.92ｍ、

短径0.60ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位は

Ｎ－58°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに立ち上が

る。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。混入物は少量で自然流入土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ48（第31図）

　ＬＥ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ49と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径1.02ｍ、短径0.88ｍの略円形である。確認面からの深さは0.16ｍで、底面標高は7.40ｍである。

長軸の方位はＮ－81°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は東側でほ

ぼ垂直に、他は緩やかに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層が旧表土由来の黒褐色土を、２層

が地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕１点（2.9ｇ）・器種不明小片（0.2ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられ

る。

ＳＫ49（第31図）

　ＬＥ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ48・50、ＳＫＰ111と重複し、ＳＫ48・50に

切られ、ＳＫＰ111を切る。北東側はＳＫ48と北西側はＳＫ50と重複により失うため全体形状は不明で

あるが、平面形規模は長径残存部0.82ｍ、短径0.76ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面か

らの深さは0.12ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ－90°－Ｅである。底面はほぼ平坦で

あり、周壁は北側でやや急角度に、他は緩やかに立ち上がる。堆積土は単層（挿図４層）で、旧表土

由来の黒褐色土を主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ50（第31図）

　ＬＥ42・43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ49と重複し、同遺構を切る。西側は水

道管埋設により失われ、全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.88ｍ、短径残存部1.12ｍで、

残存部から不整楕円形と推測される。確認面からの深さは0.16ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸

の方位はＮ－18°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は北側で緩やか
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に、他はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層（挿図３層）で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を

主体とする。人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ51（第31図）

　ＬＥ44・45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＤ46・ＳＭ81と重複し、これらの遺構を

切る。平面形規模は長径0.92ｍ、短径0.86ｍの略円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標

高は7.48ｍである。長軸の方位はＮ－75°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であ

り、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層

は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕２点（10.4ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ52（第31図）

　ＬＥ44グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.80ｍ、

短径0.56ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位は

Ｎ－32°－Ｅである。底面は北東側でやや深く傾斜し、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単層で、

旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ53（第32図）

　ＬＥ44グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ54と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径1.34ｍ、短径0.88ｍの長楕円形である。確認面からの深さは0.14ｍで、底面標高は7.44ｍである。

長軸の方位はＮ－63°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急角

度に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶ

い黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器器種不明小片（1.9ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ54（第32図）

　ＬＥ44グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ53と重複し、同遺構に切られる。南西側は

ＳＫ53と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.10ｍ、短径0.70ｍで、残

存部から略円形と推測される。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.52ｍである。長軸の方位

はＮ－54°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は単層（挿図

３層）で、旧表土由来の暗褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ55（第32図）

　ＬＤ・ＬＥ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ56・70と重複し、これらの遺構を切
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る。平面形規模は長径1.82ｍ、短径1.42ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.09ｍで、底面標高

は7.42ｍである。長軸の方位はＮ－78°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であ

り、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、

人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕１点（4.5ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ56（第32図）

　ＬＤ・ＬＥ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ55と重複し、同遺構に切られる。北

東側はＳＫ55と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.12ｍ、短径

0.92ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.38ｍである。

長軸の方位はＮ－77°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は南側が急に、他は概ね緩やかに立ち

上がる。堆積土は単層（挿図２層）で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、人為的な埋め戻

し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ57（第32図）

　ＬＣ・ＬＤ43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

1.20ｍ、短径0.92ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.42ｍである。長軸

の方位はＮ－20°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は概ねやや緩や

かに立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の暗褐色土を、２層は地山土由来のにぶ

い黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ58（第18図、図版２）

　ＬＣ43グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫＩ59と重複し、同遺構を切る。平面形規模

は長径1.46ｍ、短径1.08ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.34ｍである。

長軸の方位はＮ－90°－Ｅである。底面は東側でやや深いもののほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に

立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の暗褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（2.5ｇ）・甕３点（14.2ｇ）・器種不明小片（1.8ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。

ＳＫ60（第32図、図版５）

　ＬＪ47・48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ63と重複し、同遺構に切られる。南東

側はＳＫ63と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径0.72ｍ、短径0.56ｍで

残存部から略円形と推測される。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.52ｍである。長軸の方

位はＮ－23°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層（挿

図２層）で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。
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　遺物は出土しなかった。

ＳＫ61（第29図）

　ＬＫ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ34と重複し、同遺構に切られる。北側はＳ

Ｋ34と重複し、南側上面を撹乱により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部

0.92ｍ、短径0.86ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は

7.48ｍである。長軸の方位はＮ－52°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は緩やかに立ち上が

る。堆積土は単層（挿図３層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。地山土塊、炭化物粒・焼土

粒を含む人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ63（第32図、図版５）

　ＬＩ・ＬＪ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ60と重複し、同遺構を切る。平面形

規模は長径0.52ｍ、短径0.40ｍの略円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.48ｍで

ある。長軸の方位はＮ－39°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや急角度に立ち上がる。堆

積土は単層で、地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とし、炭化物粒を含む人為的な埋め戻し土と考

える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ65（第33図）

　ＬＦ45・46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。西側は水道管埋設に

より失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.08ｍ、短径残存部0.64ｍで、残存部から

楕円形ないし略円形と推測される。確認面からの深さは0.16㎝で、底面標高は7.44ｍである。長軸の

方位はＮ－11°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は急角度に立ち上がる。堆積土は単層で、旧

表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（3.4ｇ）・甕３点（18.0ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ66（第33図）

　ＬＦ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。南西側は水道管埋設によ

り失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.44ｍ、短径1.08ｍで、残存部から不

整形であると推測される。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸の方位はＮ

－29°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は急角度に立ち上がる。堆

積土は単層で、旧表土由来の暗褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（1.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ67（第33図）

　ＬＣ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。南西側は確認調査時のト
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レンチにより失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径2.12ｍ、短径1.00ｍで、残存部か

ら長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.22ｍで、底面標高は7.38ｍである。長軸の方位はＮ

－58°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は東側で緩やかに、他はほぼ急角度に立ち上がる。堆

積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器甕３点（14.0ｇ）・器種不明小片（0.6ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えら

れる。

ＳＫ68（第40図）

　ＬＬ48・49、ＬＫ49グリッドにあり、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＩ19、ＳＸ18と重複し、これらの

遺構を切る。北側は工事用側溝により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部

1.45ｍ、短径1.40ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.11ｍで、底面標高は

7.35ｍである。長軸の方位はＮ－11°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、

周壁は西側で緩やかに、他はほぼ急角度に立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主

体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏５点（16.4ｇ）・甕11点（54.8ｇ）・器種不明小片（4.6ｇ）、須恵器甕１点（86.8ｇ）

が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ69（第33図）

　ＬＨ43・44グリッドにあり、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。南側は工事用側溝によ

り上面を失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径1.60ｍ、短径1.42ｍで、残存部から楕

円形と推測される。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ－19°

－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁は北東側で急に、他は概ね緩や

かに立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ70（第32図）

　ＬＤ42グリッドに位置し、第Ⅲ層上面およびＳＫ55底面で確認した。ＳＫ55と重複し、同遺構に切

られる。南側上面はＳＫ55と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部

1.26ｍ、短径残存部0.84ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.22ｍで、底面

標高は7.18ｍである。長軸の方位はＮ－47°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに

立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ71（第30図、図版５）

　ＬＨ45・46グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ40・42・72と重複し、ＳＫ72に切ら

れ、ＳＫ40・42を切る。南西側はＳＫ72と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模

は長径2.22ｍ、短径1.04ｍで、残存部から長楕円形と推測される。確認面からの深さは0.16ｍで、底
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面標高は7.44ｍである。長軸の方位はＮ－30°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦

であり、周壁は北西側が緩やかに、他はやや急角度に立ち上がる。堆積土は単層（挿図７層）で、地

山土に類似する灰黄褐色土塊を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（3.0ｇ）・甕３点（86.3ｇ）、須恵器器種不明小片（0.6ｇ）が出土した。埋め

戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ72（第30図、図版５）

　ＬＨ45グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ42・71・73・74と重複し、これらの遺構

を切る。平面形規模は長径2.04ｍ、短径1.94ｍの略円形である。確認面からの深さは0.22ｍで、底面

標高は7.32ｍである。長軸の方位はＮ－25°－Ｅである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦で

あり、周壁は東側でやや急に、他は緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分かれ、１・２層が旧表土

由来の黒褐色土を、３層が地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し

土と考える。

　遺物は土師器坏４点（4.9ｇ）・甕10点（57.8ｇ）・器種不明小片（4.7ｇ）、頁岩の平基石鏃未成品１

点（4.0ｇ）、黒曜石の剥片１点（5.7ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ73（第30図、図版５）

　ＬＨ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ41・72・74と重複し、ＳＫ41・72に切られ、

ＳＫ74を切る。北東側の一部はＳＫ72と南東側上面はＳＫ41と重複により全体形状は不明であるが、

平面形規模は長径1.46ｍ、短径残存値1.36ｍで、残存部から略円形と推測される。確認面からの深さ

は0.24ｍで、底面標高は7.32ｍである。長軸の方位はＮ－45°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有する

もののほぼ平坦であり、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は１層（挿図８層）が旧表土由来の黒褐

色土を、２層（挿図９層）が地山土に類似する褐色土を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と

考える。

　遺物は土師器坏１点（1.1ｇ）・甕２点（15.4ｇ）・器種不明小片（0.6ｇ）が出土した。埋め戻しの

際の混入と考えられる。

ＳＫ74（第30図、図版５）

　ＬＨ45グリッドに位置する。第Ⅲ層上面において、複数基が重複する土坑群のうちの１基として確

認した。ＳＫ41・42・72・73と重複し、ＳＫ41・72・73に切られ、ＳＫ42を切る。西側と東側の一部

を残して重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.68ｍ、短径残存部

1.24ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.44ｍである。

長軸の方位はＮ－61°－Ｗである。底面は一部を除き失われるが、残存部ではほぼ平坦であり、周壁は

やや急に立ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考

える。

　遺物は出土しなかった。

　調査の過程で断面図を作成しなかったため、挿図には平面図と土層注記のみを記載する。
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ＳＫ75（第30図、図版５）

　ＬＨ・ＬＩ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ41と重複し、同遺構を切る。中央上

面が溝状に撹乱を受けるが、平面形規模は長径1.52ｍ、短径0.60ｍの長楕円形である。確認面からの

深さは0.16ｍで、底面標高は7.36ｍである。長軸の方位はＮ－57°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有

するもののほぼ平坦であり、周壁はやや急に立ち上がる。堆積土は単層（挿図４層）で、旧表土由来

の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ76（第30図、図版５）

　ＬＨ46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ40と重複し、同遺構を切る。平面形規模は

長径0.56ｍ、短径0.46ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.52ｍである。

長軸の方位はＮ－38°－Ｅである。底面は丸みを帯び、周壁はやや急角度で立ち上がる。堆積土は単層

で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

　調査の過程で断面図を作成しなかったため、挿図には平面図と土層注記のみを記載する。

ＳＫ77（第26図、図版４）

　ＬＱ48・49グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ22・78と重複し、ＳＫ22に切られ、Ｓ

Ｋ78を切る。東側はＳＫ22と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径推定値

1.16ｍ、短径0.82ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は

7.42ｍである。長軸の方位はＮ－74°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は北側が緩やかに、他

はやや急角度で立ち上がる。堆積土は単層（挿図３層）で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為

的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ78（第26図、図版４）

　ＬＰ48・49、ＬＱ49グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ22・77と重複し、これらの遺

構に切られる。西側はＳＫ77と南西側はＳＫ22と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面

形規模は長径残存部1.62ｍ、短径1.34ｍで、残存部から楕円形と推測される。確認面からの深さは

0.10ｍで、底面標高は7.38ｍである。長軸の方位はＮ－84°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するも

ののほぼ平坦であり、周壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は単層（挿図４層）で、旧表土由来の黒褐

色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ79（第29図）

　ＬＫ47グリッドに位置し、ＳＫ34精査中、同遺構壁面で確認した。ＳＫ34・ＳＮ114と重複し、ＳＫ

34に切られ、ＳＮ114を切る。遺構上面はＳＫ34と重複により失うため全体形状は不明であるが、平面
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形規模は長径0.54ｍ、短径0.42ｍで、残存部は楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標

高は7.48ｍである。長軸の方位はＮ－1°－Ｗである。底面は丸みを有し、周壁は緩やかに立ち上がる。

堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

　調査の過程で断面図を作成しなかったため、挿図には、平面図と土層注記のみを記載する。

ＳＫ80（第33図）

　ＬＧ45グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＥ39と重複し、同遺構を切る。東側は水道管

埋設により失うため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.70ｍ、短径残存部0.44ｍ

で、残存部から楕円形ないしは略円形と推測される。確認面からの深さは0.20ｍで、底面標高は7.36

ｍである。長軸の方位はＮ－21°－Ｗである。底面はほぼ平坦であり、周壁は急角度に立ち上がる。堆

積土は２層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体

とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。 

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ201（第34図、図版５）

　ＭＧ53グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.91ｍ、

短径1.84ｍの略円形である。確認面からの深さは0.17～0.32ｍで、底面標高は7.14ｍである。長軸の

方位はＮ－72°－Ｗである。底面は東側の一部で深くなるが、４層下の撹乱によるものと考えられる。

周壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は６層に分かれ、１・３層は旧表土由来の黒褐色土を、２・４

～６層は地山土に類似する灰黄褐～褐灰色土を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏28点（84.4ｇ）・甕23点（134.3ｇ）・器種不明小片（14.0ｇ）、須恵器甕２点（19.9

ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ202（第34図、図版５）

　ＭＬ55・56グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

2.70ｍ、短径2.36ｍの不整楕円形である。確認面からの深さは0.16ｍで、底面標高は7.18ｍである。

長軸の方位はＮ－５°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するがほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに

立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１・２層とも旧表土由来の黒褐色土を主体とする。いずれも人

為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏７点（47.3ｇ）・甕９点（300.0ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ204（第34図）

　ＭＮ・ＭＯ57グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

1.56ｍ、短径1.48ｍの略円形である。確認面からの深さは0.18ｍで、底面標高は7.26ｍである。長軸

の方位はＮ－21°－Ｗである。底面は丸みを有し、周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分

かれ、１・２層は旧表土由来の黒褐色土を、３層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を主体とする。２
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層土には十和田ａ火山灰起源と思われる軽石・砂粒の混入が認められた。いずれも人為的な埋め戻し

土と考える。

　遺物は２・３層中から土師器坏72点（322.3ｇ）・甕83点（1237.9ｇ）・器種不明小片（36.9ｇ）、内

黒土師器坏３点（24.7ｇ）、須恵器甕１点（5.7ｇ）、土製支脚２点（41.7ｇ）、羽口１点（75.6ｇ）が

出土した。このうち、土師器坏（第43図20）は底部切り離しが回転糸切りである。遺物の検出は２層

土が主である。遺物の数量が遺跡内の他の土坑と比較して多いことから、意図的な廃棄の可能性が考

えられる。

　埋土中に十和田ａ火山灰起源と思われる軽石・砂粒の混入が認められるため、遺構の埋没時期が10

世紀前半以降であると考える。

ＳＫ207（第34図）

　ＭＱ55・56グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。西側は調査区外に延

びるため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部1.00ｍ、短径0.94ｍで、残存部から楕円

形と推測される。確認面からの深さは0.22ｍで、底面標高は7.22ｍである。長軸の方位はＮ－88°－Ｅ

である。底面はほぼ平坦であり、周壁は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分かれ、１・３層

は旧表土由来の黒褐色土を主体とし、炭化物粒・焼土粒を含む。遺構周辺での焼成行為後の人為的な

埋め戻し土と考える。２層は土坑内での焼成行為による炭化物層である。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ208（第35図、図版５）

　ＭＢ・ＭＣ51グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

1.08ｍ、短径1.00ｍの略円形である。確認面からの深さは0.20ｍで、底面標高は7.40ｍである。長軸

の方位はＮ－23°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は東側で緩やかに、他は急角度に立ち上が

る。堆積土は２層に分かれ、１・２層とも旧表土由来の黒褐色土を主体する。いずれも人為的な埋め

戻し土と考える。

　遺物は出土しなかった。

ＳＫ210（第35図）

　ＭＦ54グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。直接的な切り合い関係はないが、ＳＢ216と重複

する。平面形規模は長径0.80ｍ、短径0.64ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標

高は7.28ｍである。長軸の方位はＮ－20°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は概ね急角度に立

ち上がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏６点（41.7ｇ）・甕27点（422.6ｇ）・器種不明小片（7.5ｇ）、羽口７点（789.6ｇ）

が出土した。このうち、羽口（第43図21）は外面の一部に磁着しない溶解物が付着し、装着部先端破

片と考える。ＳＫ221出土の羽口（第44図26）と同一個体の可能性がある。埋め戻しの際の混入と考え

られる。

　ＳＢ216との新旧関係は不明であるが、本遺構からは羽口片が出土することから、関連する遺構の可
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能性が考えられる。

ＳＫ212（第35図）

　ＭＦ52グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.72ｍ、

短径1.44ｍの不整楕円形である。確認面からの深さは0.12ｍで、底面標高は7.38ｍである。長軸の方

位はＮ－25°－Ｗである。底面は若干の凹凸を有するもののほぼ平坦であり、周壁はほぼ垂直に立ち上

がる。堆積土は単層で、旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏１点（2.5ｇ）・甕10点（53.7ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＫ215（第15・16図）

　ＭＦ・ＭＧ55グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＢ216ｄ・ＳＮ211ｂと重複し、ＳＢ216

ｄに切られ、ＳＮ211ｂを切る。南西側はＳＢ216ｄと重複により遺構の一部を失うが、平面形規模は

長径1.35ｍ、短径1.04ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.16ｍで、底面標高は7.18ｍである。

長軸の方位はＮ－47°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁は南東側が緩やかに、他はほぼ急角度

に立ち上がる。堆積土は２層に分かれ、１層（挿図２層）は地山土に類似する暗褐灰色土を、２層（挿

図３層）は旧表土由来の黒褐色土を主体とする。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。

　遺物は土師器坏２点（3.2ｇ）・甕37点（605.6ｇ）、羽口２点（11.0ｇ）、砥石１点（119.1ｇ）が出

土した。このうち、土師器甕胴～口縁部（第43図22）は胴部上位にヘラ書きの記号「九」？が認めら

れる。砥石（第44図23）は４面の砥面を有する。

　隣接するＳＮ211ａ～ｄはＳＢ216ａ～ｄに付属した鍛冶遺構である可能性があり、本遺構はこれら

の遺構と関連する土坑である可能性が考えられる。重複関係から構築時期はｃ期である。

ＳＫ221（第35図）

　ＭＧ・ＭＨ54・55グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＢ216ｂ・ｃと重複し、これらの遺

構を切る。平面形規模は長径1.68ｍ、短径1.28ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.18～0.46ｍ

で、底面標高は6.86ｍである。長軸の方位はＮ－78°－Ｅである。底面は西側が深く、東側と段差があ

り、ほぼ平坦な２面を有する。周壁は西側が概ね垂直に、他は急角度に立ち上がる。堆積土は６層に

分かれ、１層は地山土由来のにぶい黄褐色土塊を、２～６層は旧表土由来の黒～黒褐色土を主体とす

る。５層は炭化物粒・焼土粒を、６層は炭化物粒を多量に含む。いずれも人為的な埋め戻し土と考え

る。

　遺物は土師器坏４点（71.5ｇ）・甕20点（296.3ｇ）、羽口４点（227.3ｇ）が出土した。このうち、

土師器甕胴～口縁部（第44図24・25）はいずれも胴部外面がケズリ調整である。羽口（第44図26）は

残存部の外形面が70度の角度で２側面を作る。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　５～６層土中において羽口片を検出していることから、隣接するＳＢ216ａ～ｄの鍛冶工房として

の可能性を高くすると考える。また、最下層に炭化物粒を多く含むことから、ＳＫ221自体が製鉄や製

錬炉の防湿を目的とした下部構造である可能性を指摘できる。
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　６　焼土遺構

　掘形の認められる焼土遺構については遺跡内から椀形鍛冶滓や羽口を検出するため、鍛冶炉の炉底

基部の可能性が考えられる。出土遺物から平安時代に帰属するものと考える。

ＳＮ28（第36図、図版１）

　ＬＮ48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径1.36ｍ、

短径1.04ｍの楕円形である。確認面からの深さは0.08ｍで、底面標高は7.52ｍである。長軸の方位は

Ｎ－８°－Ｅである。堆積土は３層に分かれ、１層は旧表土由来の黒褐色土を、２・３層は地山土を主

体とし、このうち、２層は褐色に被熱赤変し、硬化が認められる。

　遺物は羽口１点（50.7ｇ）、礫１点（248ｇ）が出土した。このうち、羽口（第44図27）は最大内径

1.8㎝で、鍛冶炉のものである可能性が考えられる。確認面検出の礫は鍛造の痕跡は認められず、鉄床

石などの可能性は低い。

ＳＮ107（第36図、図版１）

　ＬＬ48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.42ｍ、

短径0.40ｍの略円形である。確認面からの深さは0.14ｍで、底面標高は7.44ｍである。長軸の方位は

Ｎ－71°－Ｅである。堆積土は４層すべてが地山土を主体する。このうち１・２層は、それぞれ暗赤褐

色・にぶい赤褐色に被熱赤変し、硬化が認められる。３・４層は１・２層と同様に掘形底面に充填さ

れた地山土のうち被熱の及ばなかったものと考える。

　遺物は２層から土師器坏４点（10.4ｇ）が出土した。

ＳＮ112（第36図、図版１）

　ＬＯ49グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。。平面形規模は長径0.48

ｍ、短径0.42ｍの略円形である。確認面からの深さは0.10ｍで、底面標高は7.48ｍである。長軸の方

位はＮ－82°－Ｅである。堆積土は４層がすべて地山土を主体する。このうち１・３層はいずれも赤褐

色に被熱赤変する。掘形底面に充填された地山土のうち、２層に赤変がみられないことから、１・３

層には時期差があると考えられる。

　遺物は２層土から土師器15坏点（67.6ｇ）、内黒土師器坏１点（49.5ｇ）が出土した。このうち、内

黒土師器坏（第44図28）は底部切り離しが回転糸切りである。

ＳＮ114（第36図、図版１）

　ＬＫ47グリッドに位置し、第Ⅲ層上面およびＳＫ34底面で確認した。ＳＫ34・79と重複し、これら

の遺構に切られる。西側はＳＫ34と南側はＳＫ79との重複により上面を失うため全体形状は不明であ

るが、平面形規模は長径0.42ｍ、短径0.40ｍで、残存部から不整楕円形と推測される。確認面からの

深さは0.16ｍで、底面標高は7.40ｍである。長軸の方位はＮ－46°－Ｅである。堆積土は２層に分か

れ、１層は暗赤褐色に被熱赤変し、炭化物粒、再結合滓が多量に混入する。２層は旧表土に類似する

黒色土を主体にし、多量の炭化物粒、焼土粒が混入する。いずれも人為的な埋め戻し土と考える。
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　遺物は土師器坏１点（11.2ｇ）・甕６点（45.2ｇ）・器種不明小片（1.1ｇ）、再結合滓22点（596.9

ｇ）が出土した。

ＳＮ115（第37図）

　ＬＰ49・50グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径

0.18ｍ、短径0.17ｍの略円形である。確認面からの深さは0.04ｍで、底面標高は7.10ｍである。長軸

の方位はＮ－23°－Ｅである。堆積土は単層で、暗赤褐色に被熱赤変し、硬化が認められる。この地点

で何らかの焼成行為が行われたものと考える。

　遺物は羽口１点（21.3ｇ）、鉄滓３点（133.7ｇ）が出土した。

ＳＮ211（第16図、図版１）

　ＭＦ54・55グリッドに位置する。ＳＢ216の北西部床面、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＢ216の建物跡

は溝を伴う構造であったため、当初は竪穴住居跡を想定し、ＳＮ211についてはその住居跡のカマドで

ある可能性を考えて調査を進めたが、検出した焼土範囲をカマドの燃焼部とするには位置や掘り込み

により更新を繰り返されるなどＳＩ19のカマドとは異なる点が認められた。出土遺物に溶解物の付着

する羽口や礫が含まれ、また、遺跡内からは椀形鍛冶滓が検出されることから鍛冶炉の可能性が高い

と判断した。被熱赤変部やそれに伴う掘形がそれぞれ重複し、４時期あることがわかったため、古い

ものから順にＳＮ211ａ・同ｂ・同ｃ・同ｄとして記述する。

　ＳＮ211ａはＳＮ211ｃの掘形と重複し、同遺構により切られる。重複遺構により全体形状は不明で

あるが、平面形規模は長径1.02ｍ、短径0.58ｍで、残存部は不整長楕円形である。確認面からの深さ

は0.10ｍ、底面標高は7.28ｍである。長軸の方位はＮ－46°－Ｅであり、ＳＢ216ａ期の桁行方向北東

列の溝に直交する。底面はほぼ平坦であり、周壁の立ち上がりはやや急角度である。堆積土は３層に

分かれ、１・２層（挿図８・９層）が旧表土由来の黒褐色土を主体とし、人為的な埋め戻し土と考え

る。３層（挿図10層）は地山土に類似する黄褐色粘土を主体とし、旧表土・炭化物粒・焼土粒を含む。

掘形底面に貼りつけられた土と考える。遺物は土師器甕１点（2.1ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混

入と考えられる。ａ期には被熱赤変部が認められない。後述するｂ～ｄ期と同様に建物内部の鍛冶炉

を想定した場合、炉底は残滓の掻き出しや作り替えの際に壊され埋め戻されたと仮定しても、建物の

柱間に伴う溝上に位置する点でｂ～ｄ期のものと異なる。長軸方向が建物の溝と直交することからカ

マドの煙道部である可能性も考えられる。

　ＳＮ211ｂはＳＮ211ｃ・ＳＫ215と重複し、これらの遺構に切られる。重複遺構により全体形状は不

明であるが、平面形規模は長径残存部0.82ｍ、短径0.78ｍで、残存部から略円形と推測され、中央部

上面に楕円形の被熱赤変部を有する。確認面からの深さは0.08ｍ、底面標高は7.28ｍである。長軸の

方位はＮ－42°－Ｅである。底面はほぼ平坦であり、周壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に

分かれ、１・２層（挿図５・６層）が地山土に類似する粘土質土を主体とする。いずれも掘形底面に

貼り付けられた土と考えられるが、このうち１層は褐色に被熱赤変する。３層（挿図７層）は掘形底

面に堆積した旧表土由来の黒褐色土と考えられる。遺物は土師器坏２点（3.8ｇ）・甕４点（40.8ｇ）、

羽口５点（98.7ｇ）が出土した。遺構上面は水田耕作時の削平や、重複遺構により失われるが、鍛冶
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炉の炉底基部と推測される。

　ＳＮ211ｃはＳＮ211ａ・ｂ・ｄと重複し、ＳＮ211ａ・ｂを切り、ＳＮ211ｄに切られる。平面形規

模は長径0.90ｍ、短径0.70ｍの楕円形で、上面西寄りの位置に楕円形の被熱赤変部を有する。確認面

からの深さは0.12ｍ、底面標高は7.24ｍである。長軸の方位はＮ－68°－Ｗである。底面はほぼ平坦で

あり、周壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は３層に分かれ、１・３層（挿図２・４層）が地山土

に類似する粘土質土を主体とする。いずれも掘形底面に貼り付けられた土と考えられるが、このうち

上面の１層は赤褐色に被熱赤変する。間層である２層（挿図３層）は旧表土由来の黒褐色土を主体と

し、人為的な埋め戻し土と考えられる。遺物は主に２層土中から土師器坏２点（7.1ｇ）・甕14点

（260.4ｇ）、羽口７点（220.4ｇ）、礫１点（900.0ｇ）が出土した。埋め戻しの際に混入したと考えら

れる。遺構上面は水田耕作時の削平や、重複遺構により失われるが、鍛冶炉の炉底基部と推測される。

　ＳＮ211ｄはＳＢ216ａ・ＳＮ211ｃと重複し，これらの遺構を切る。平面形規模は長径0.45ｍ、短径

0.36ｍの楕円形である。確認面から最大厚0.08ｍで灰褐色に被熱赤変する。長軸の方位はＮ－6°－Ｅ

である。断面観察の結果、掘形は認められなかった。遺物は確認面で羽口５点（96.2ｇ）が出土した。

羽口片は接合でき、外径約７㎝、内径約2.5㎝で鍛冶炉の羽口と推測される。

ＳＮ408（第37図）

　ＭＧ54グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で確認した。重複する遺構はない。平面形規模は長径0.28ｍ、

短径0.24ｍの略円形である。確認面から最大厚0.07ｍで暗赤褐色に被熱赤変する。長軸の方位はＮ－

45°－Ｅである。断面観察の結果、掘形は認められなかった。

　遺物は出土しなかった。

ＳＮ409（第37図）

　ＭＧ54グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で確認した。ＳＢ216と重複するが、直接的な切り合い関係

にないため新旧関係は不明である。平面形規模は長径0.24ｍ、短径0.23ｍの略円形である。確認面か

ら最大厚0.05ｍで暗赤褐色に被熱赤変する。長軸の方位はＮ－15°－Ｅである。ＳＮ408同様、断面観

察の結果、掘形は認められなかった。　

　遺物は出土しなかった。

　７　柵列跡

　７条検出した。いずれも区画のための柵列や目隠し塀などの施設の可能性が考えられる。出土遺物

から平安時代に帰属するものと考える。

ＳＡ205（第38図、図版５）

　ＭＫ55・56、ＭＬ56グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒を含む黒褐色土主体の小

型円形プランと帯状のプランとして確認した。Ｐ２がＳＡ214Ｐ10と重複し、同遺構に切られる。

　本遺構は２基の柱穴と溝から構成される。北側は上面の削平により失われているが、残存部は全長

6.76ｍで、Ｎ－18°－Ｗを主軸とする。柱穴は２基とも楕円形で、Ｐ１は長径0.44ｍ、短径0.36ｍ、Ｐ
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２は長径0.44ｍ、短径0.32ｍである。確認面からの深さはそれぞれ0.36ｍ、0.32ｍで、底面標高は7.02

ｍ、7.08ｍである。柱間寸法は1.08ｍである。溝部の平面形は直線状で、全長5.28ｍ、幅0.15～0.25

ｍ、確認面からの深さは0.08～0.10ｍである。

　堆積土は柱穴・溝ともに単層であり、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。柱痕跡や塀板の痕跡は

認められず、設置された柱などは廃絶の際に抜去されたと推測する。

　遺物は溝部から土師器坏２点（4.3ｇ）甕１点（4.9ｇ）、須恵器甕１点（2.0ｇ）、Ｐ１から土師器甕

３点（51.1ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

ＳＡ214（第37図、図版５）

　ＭＪ54、ＭＫ54・55、ＭＬ55、ＭＭ55・56グリッドに位置する。第Ⅲ層上面において、地山土塊・

炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色土主体の小型円形プランが直線状に並び、また、それらを結ぶ様に帯

状のプランが北西から南東に続いていることを確認できたため、柵列跡とした。検出した柱穴は全部

で14基ある。Ｐ10がＳＡ205Ｐ２と重複し、同遺構を切る。堆積土は柱穴・溝ともに単層であり、旧表

土由来の黒褐色土を主体とする。柱痕跡や塀板の痕跡は認められず、設置された柱などは廃絶の際に

抜去されたと推測する。柱間寸法は遺構南東側で狭まり、不規則になる。Ｐ11以東では柱間に伴う溝

は形状が不明瞭になり、軸線から若干はずれる。また、Ｐ４の南東直近に規模・堆積土とも類似の柱

穴を検出し、これをＰ５とした。Ｐ５には柱間に伴う溝を検出していないが、これを基準とした軸線

を想定した場合、Ｐ12～14がほぼ直線上に並ぶ。柱穴の直接的な重複関係はないものの、ＳＡ214には

作り替えの可能性があることが指摘できる。以下、古いものをＳＡ214ａ、新しいものをＳＡ214ｂと

して記述する。

　ＳＡ214ａはＰ１～４・６～９・11・13の10基の柱穴と溝から構成される。Ｐ13は軸線上から若干

はずれるが、柱間寸法などから古い時期に含めることとした。残存部は全長10.84ｍで、Ｎ－64°－Ｗ

を主軸とする。柱間寸法は北西側のＰ１から1.30ｍ、1.18ｍ、1.05ｍ、1.23ｍ、1.32ｍ、1.03ｍ、1.28

ｍ、1.30ｍ、1.15ｍである。1.3ｍを基準としたものが一部不規則になったものと推測される。柱穴は

円形平面を基調とし、直径0.24～0.44ｍ、確認面からの深さは0.20～0.32ｍである。底面標高は7.01

～7.16ｍである。溝部の平面形は直線状で、幅0.15～0.20ｍ、確認面からの深さは0.16～0.18ｍであ

る。

　遺物はＰ９から土師器甕１点（11.8ｇ）、Ｐ11から土師器甕１点（92.5ｇ）が出土した。このうち、

Ｐ11出土の土師器甕胴部（第44図30）は外面には平行・格子タタキ、内面には平行・格子当て具痕が

残る。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　ＳＡ214ｂはＰ５～８・10・12・14の７基の柱穴と一部溝から構成される。Ｐ６・７・８は古い時

期の柱穴を再利用したと考えられ、そのためａ期に比べやや不規則な柱配置になっている。また、柱

穴の検出はなかったが、Ｐ14より東にも溝が続くことが確認できるため、柵列はこれより南東へ展開

していくことが想定される。残存部は全長8.75ｍで、Ｎ－68°－Ｗを主軸とする。柱間寸法は北西側の

Ｐ５から1.30ｍ、1.35ｍ、1.05ｍ、1.55ｍ、1.50ｍ、1.28ｍである。ａ期同様、1.3ｍを基準としたも

のが一部不規則になったものと推測される。柱穴は円形平面を基調とし、直径0.24～0.30ｍ、確認面

からの深さは0.20～0.25ｍで、底面標高は7.10～7.16ｍである。溝部の平面形は直線状で、幅0.15ｍ、



－ 54 －

第４章　調査の記録

確認面からの深さは0.10～0.12ｍである。

　ｂ期の柱穴からは遺物は出土しなかった。

　ａ・ｂ期ともに区画のための柵列と想定できるが、西調査区で検出された他の柵列とは主軸方向が

若干異なる。本遺構と重複関係にあるＳＡ205がＳＡ219とほぼ平行し、またＳＡ223とほぼ直交するこ

とから、これらの遺構より新しい時期に帰属すると考えられる。

ＳＡ218（第38図）

　ＭＥ・ＭＦ54グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒・焼土粒を含む黒褐色の小型

円形プランと帯状のプランとして確認した。ＳＢ216・ＳＫＰ393と重複し、ＳＫＰ393に切られ、ＳＢ

216を切る。

　本遺構は２基の柱穴と溝から構成される。溝部の東側は工事用側溝により失われ、西側上面は削平

により不明瞭であるが、残存部は全長5.52ｍで、Ｎ－80°－Ｅを主軸とする。柱穴は円形平面を基調と

し、直径0.30～0.32ｍ、確認面からの深さは0.35～0.42ｍで、底面標高は6.94～7.02ｍである。柱間

寸法は3.76ｍである。溝部は直線状で、幅0.25～0.40ｍ、確認面からの深さは0.14ｍである。堆積土

は柱穴・溝とも単層であり、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。明確な柱痕跡や塀板の痕跡は認め

られず、設置された柱などは廃絶時に抜去されたと推測する。

　遺物は溝部から土師器坏１点（2.7ｇ）・甕２点（5.1ｇ）、Ｐ１から土師器甕１点（12.8ｇ）、Ｐ２か

ら土師器坏３点（21.6ｇ）・甕３点（10.7ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　重複関係からＳＢ216廃絶以降の遺構であることは確実であり、検出遺構の中では比較的新しい時

期に帰属すると考えられる。

ＳＡ219（第19図、図版２）

　ＭＭ54、ＭＮ54・55グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒を含む黒褐色土主体の

小型円形プランと帯状のプランとして確認した。また、西側に隣接するＳＫＩ203とほぼ平行すること

も併せて確認した。重複する遺構はない。

　本遺構は２基の柱穴と溝から構成される。溝部の南北両端は上面の削平により不明瞭であるが、残

存部は全長3.70ｍで、Ｎ－14°－Ｗを主軸とする。柱穴はＰ１が楕円形で直径0.42ｍ、短径0.30ｍ、Ｐ

２が略円形で直径0.32ｍ、短径0.30ｍである。確認面からの深さはそれぞれ0.21ｍ、0.23ｍで、底面

標高は7.18ｍ、7.20ｍである。柱間寸法は1.90ｍで、溝部は直線状で、幅0.14～0.25ｍ、確認面から

の深さは0.02～0.16ｍである。堆積土は柱穴・溝とも単層であり、旧表土由来の黒褐色土を主体とす

る。明確な柱痕跡や塀板の痕跡は認められず、設置された柱などは廃絶時に抜去されたと推測する。

　遺物は出土しなかった。ＳＫＩ203と主軸方向ををほぼ同じくし、これに付随する区画のための柵列

や目隠し塀などの施設が考えられる。

ＳＡ223（第38図）

　ＭＫ・ＭＬ54グリッドに位置する。第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒を含む黒褐色の帯状プランと

して確認した。範囲確認調査においてすでに確認されていたが、本調査時には残存状況は極めて悪
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く、その両端部を失っていたため、柱穴の検出は２基のみであるが、本遺構の残存状況や他遺構との

類似性などから柵列跡とした。重複する遺構はない。

　本遺構は２基の柱穴と溝から構成され、残存部は全長6.40ｍで、Ｎ－87°－Ｅを主軸とする。柱穴は

円形平面を基調とし、直径0.24～0.28ｍ、確認面からの深さは0.10～0.12ｍである。底面標高は7.30

～7.32ｍである。柱間寸法は1.00ｍである。溝部の平面形は直線状で、幅0.15～0.20ｍ、確認面から

の深さは0.06㎝である。堆積土は柱穴・溝とも単層であり、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。柱

痕跡や塀板の痕跡は認められず、設置された柱などは廃絶の際に抜去されたものと推測する。

　遺物は出土しなかった。

　本遺構はＳＡ205やＳＡ219とほぼ直交することから、これらの遺構と時期差のないものと考える。

ＳＡ225（第39図）

　ＭＯ54・55、ＭＰ54グリッドに位置する。西調査区西端の第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒・焼土

粒を含む小型円形プランを多数検出したうち、堆積土に類似性が認められ、直線状に並ぶ柱穴５基に

ついて柵列跡ととした。ＳＢ224と重複するが、直接的な切り合い関係にないため、新旧関係は不明で

ある。

　本遺構は５基の柱穴構成され、南西－北東方向に直線状に並ぶ。全長は5.5ｍで、柱間寸法は南西側

のＰ１から1.6ｍ、1.4ｍ、1.2ｍ、1.3ｍで、規則性は認められない。Ｎ－63°－Ｅを主軸とする。柱穴

は円形平面を基調とし、直径0.25～0.37ｍ、確認面からの深さは0.16～0.24ｍである。底面標高は

7.06～7.10ｍである。堆積土はすべて単層であり、地山土由来の褐灰色土を主体とする。明確な柱痕

跡は認められず、設置された柱は廃絶の際に抜去されたと推測する。

　遺物はＰ４から土師器坏２点（3.5ｇ）・器種不明小片（0.2ｇ）、Ｐ５から土師器坏１点（5.7ｇ）が

出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　本遺構はＳＡ226とほぼ平行に並ぶことから、時期差のないものと考える。

ＳＡ226（第39図）

　ＭＰ55、ＭＱ54・55グリッドに位置する。西調査区西端の第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒・焼土

粒を含む小型円形プランを多数検出したうち、堆積土に類似性が認められ、直線状に並ぶ柱穴５基に

ついて柵列跡とした。ＳＢ224と重複するが、直接的な切り合い関係にないため、新旧関係は不明であ

る。

　本遺構は５基の柱穴で構成され、南西－北東方向に直線状に並ぶ。全長は5.2ｍで、柱間寸法は南西

側のＰ１から1.7ｍ、0.9ｍ、1.4ｍ、1.2ｍで、規則性は認められない。Ｎ－62°－Ｅを主軸とする。柱

穴は円形平面を基調とし、直径0.20～26ｍ、確認面からの深さは0.16～20ｍである。底面標高は7.28

～7.37ｍである。堆積土はすべて単層であり、旧表土由来の黒褐色土を主体とする。明確な柱痕跡は

認められず、設置された柱は廃絶の際に抜去されたと推測する。

　遺物はＰ３から土師器坏破片１点（2.1ｇ）が出土した。埋め戻しの際の混入と考えられる。

　本遺構はＳＡ225とほぼ平行に並ぶことから、時期差のないものと考える。



－ 56 －

第４章　調査の記録

　８　溝　跡

　３条検出した。出土遺物から平安時代に帰属するものと考える。性格の詳細は不明である。

ＳＤ10（第24図、図版４）

　ＬＣ41、ＬＤ40・41グリッドに位置し、第Ⅲ層およびＳＫ08上面で褐色の帯状プランとして確認し

た。ＳＫ08と重複し、同遺構を切る。北西側が上面の削平、南東側が調査区外へ延びるため全体形状

は不明であるが、平面形規模は残存部全長3.76ｍ、幅0.48～0.64ｍで、ほぼ直線状である。確認面か

らの深さは0.08～0.12ｍで、Ｎ－44°－Ｗを主軸とする。断面形は鍋底型で、底面標高は北西側で7.48

ｍ、南東側で7.42ｍと南東方向へやや傾斜する。堆積土は単層で、地山土由来の褐色土を主体とし、

自然流入土と考える。

　遺物は土師器坏７点（20.2ｇ）・甕２点（9.9ｇ）が出土した。周辺からの流れ込みと考えられる。

ＳＤ46（第39図）

　ＬＥ44・45グリッドに位置する。第Ⅲ層およびＳＭ81上面で地山土塊・黒色土を含むにぶい黄褐色

の帯状プランとして確認した。ＳＫ45・51・ＳＭ81と重複し、ＳＫ45・51に切られ、ＳＭ81を切る。

他の遺構と重複により全体形状は不明であるが、平面形規模は残存部全長3.26ｍ、幅0.28～0.34ｍ

で、ほぼ直線状である。確認面からの深さは0.10～0.12ｍで、Ｎ－52°－Ｗを主軸とする。底面はほぼ

平坦であり、顕著な高低差はみられない。底面標高は北西側で7.50ｍ、南東側で7.49ｍである。壁は

急角度に立ち上がる。堆積土は２層とも地山土由来のにぶい黄褐色土を主体とする。１層は人為的な

埋め戻し土、２層は地山土塊の混入が少なく、溝機能時の自然堆積土と考える。

　遺物は出土しなかった。

　ＳＭ81と主軸方向をほぼ同じくし、重複することから、ＳＤ46単独の遺構というよりは畦跡（道路

状遺構）であるＳＭ81の一部としての土側溝のような機能を担っている可能性が考えられる。

ＳＤ217（第38図）

　ＭＥ54・55、ＭＦ・ＭＧ54グリッドに位置し、第Ⅲ層上面で地山土塊・炭化物粒・焼土粒を含む黒

褐色の帯状プランとして確認した。ＳＢ216、ＳＫＰ393・396と重複し、ＳＫＰ393・396に切られ、Ｓ

Ｂ216を切る。東側が工事用側溝により失われ、西側も形状は不明瞭であるが、平面形規模は残存部全

長6.36ｍ、幅0.12～0.16ｍで、緩やかなカーブを描き、やや弓なりである。確認面からの深さは0.10

～0.15ｍで、Ｎ－86°－Ｅを主軸とする。断面形はＵ字型で、底面は一部溝の途切れる中央部で高く、

両端で低い。底面標高は中央部で7.28ｍ、東端で7.37ｍ、西端で7.36ｍである。壁はやや急角度で立

ち上がる。遺構上面は水田耕作のため削平され、一部途切れる箇所があるため断面観察は２か所で行

ったが、堆積土に差異はなく単層である。旧表土由来の黒褐色土を主体とした、人為的な埋め戻し土

である。

　遺物は出土しなかった。

　本遺構の性格は区画溝の可能性が高いと考えられる。遺構の時期はＳＢ216ａ～ｄが廃絶された後

であることは確実であるが、隣接するＳＡ218との新旧は直接的な切り合い関係がないため不明であ
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る。

　９　畦跡（道路状遺構）

　地山土に炭化物粒・材や旧表土由来の黒褐土粒が僅かに混入した調査区外に延びる３条の帯状プラ

ンを確認し、溝跡を想定した。しかし、工事用側溝断面には溝跡とする掘り込みは認められなかった。

溝跡の底面付近と捉えることも可能と考えられるが、ここでは畦跡（道路上遺構）と想定する。

ＳＭ81（第６図）

　ＬＢ43、ＬＣ43・44、ＬＤ44、ＬＥ44・45、ＬＦ45・46グリッドに位置し、第Ⅲ層上面において北

西－南東方向に緩く蛇行する溝状プランを確認した。ＳＫ45・51・65、ＳＤ46と重複し、これらのす

べての遺構に切られる。北西側は水道管埋設、南東側は工事用側溝で失われ、さらに調査区外に延び

るため全体形状は不明であるが、平面形規模は残存部全長約21.3ｍ、幅約0.5～1.0ｍ、Ｎ－55°－Ｗを

主軸とする。標高はＬＣ43グリッドから北に２ｍで7.57ｍ、ＬＦ46グリッドから西に２ｍで7.61ｍで

ある。ＳＩ19とほぼ平行し、ＳＭ82にほぼ直交する。

　本遺構の時期はＳＫ45・51・65、ＳＤ46より古い。

ＳＭ82（第６図）

　ＬＮ49・50、ＬＯ49・50、ＬＰ47～49、ＬＱ47・48グリッドに位置し、第Ⅲ層上面において北東－

南西方向に直線状の溝状プランを確認した。ＳＫ26・30・31と重複し、これらのすべての遺構に切ら

れる。両端は工事用側溝で削平され、さらに調査区外に延びるため全体形状は不明であるが、平面形

規模は残存部全長約14.7ｍ、幅約2.5～2.8ｍ、Ｎ－44°－Ｅを主軸とする。標高はＬＯ50グリッドで

7.52ｍ、ＬＱ48グリッドで7.59ｍである。主軸方向はＳＩ19とほぼ平行し、ＳＭ81とほぼ直交する。

　本遺構の時期はＳＫ426・30・31より古い。

ＳＭ83（第６・７図）

　ＬＰ51、ＬＱ・ＬＲ50・51、ＬＳ～ＭＡ51、ＭＢ・ＭＣ50・51グリッドに位置するが、ＬＲ51西3.4

ｍ～ＬＴ51グリッド間は北東－南西方向に流れ、調査区を東西に二分する灌漑用水路によって破壊さ

れる。第Ⅲ層上面において東－西方向に緩やかなＳ字状の溝状プランを確認した。重複する遺構はな

い。両端は工事用側溝で失われ、さらに調査区外に延びるため全体形状は不明であるが、残存部の平

面形規模は東調査区側全長約9.6ｍ、幅約1.2～1.5ｍ、西調査区側全長約15.9ｍ、幅約1.3～1.5ｍ、両

端を結ぶ軸方向はＮ－83°－Ｅである。標高は北東端7.51ｍ、南西端7.62ｍである。

　10　性格不明遺構

ＳＸ18（第40図、図版５）

　ＬＪ・ＬＫ・ＬＬ48・49グリッドにあり、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫ68・ＳＩ19と重複し、ＳＫ

68に切られ、ＳＩ19を切る。ＳＫ68に切られ、北側は工事用側溝で失われ、さらに調査区外に延びる

ため全体形状は不明であるが、平面形規模は長径残存部5.44ｍ、短径残存部3.36ｍの長楕円形であ
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る。確認面からの深さは0.36ｍで、底面標高は7.26ｍである。Ｎ－46°－Ｗを主軸とする。底面は南側

が凹み、やや起伏がある。周壁はやや急に立ち上がる。堆積土は１・２層（挿図２・３層）が表土由

来の黒褐色土を、３層（挿図４層）は地山土由来のにぶい黄褐色土を主体とする。１～３層は人為的

な埋め戻し土と考える。特に２・３層の層界は不明瞭で土質は類似しており、一括の人為的な埋め戻

し土と考える。

　遺物は土師器坏116点（419.2ｇ）・甕205点（1,715.9ｇ）・器種不明小片（217.9ｇ）、内黒土師器８

点（32.0ｇ）、須恵器甕６点（46.1ｇ）、羽口１点（1.9ｇ）、鉄製品１点（24.8ｇ）、陶磁器２点（1.6

ｇ）が出土した。埋め戻しの際に混入した可能性が高いと考えられる。

　本遺構の時期は２層下位から１㎝弱の２片の近世陶磁器が出土していることから、近世以降の可能

性がある。当初は３層を貼り床とする竪穴状遺構を想定したが、柱穴様ピットや壁溝が認められず、

また、調査区内に類似の遺構がなく、性格は不明である。

　11　柱穴様ピット

　柱穴様ピットは第Ⅲ層上面で確認した。これらのピット群のうち、掘立柱建物跡や柵列跡などの柱

穴として想定できなかったものは65基検出した。これらは規則的な配列が認められないが、規模と堆

積土が比較的類似する。これらの埋没時期は出土遺物から周辺の掘立柱建物跡と時期差のないものと

考えられる。なお、柱穴様ピットの位置については柱穴様ピット配置図（第８・９図）を、ピット個々

の規模、出土遺物については、柱穴様ピット観察表（第３・４表）を参照していただきたい。

　12　出土遺物

　遺構内遺物については各遺構の記述で触れているものもあるが、選別された出土遺物の特徴につい

ては、遺構内出土遺物観察表（第５表）、遺構外出土遺物観察表（第６表）を参照していただきたい。

（１）縄文時代の遺物

　平基石鏃の未製品、黒曜石の剥片、敲石は平安時代に帰属する土坑から出土した。本遺跡には縄文

時代の遺構がないことから、他からの転位と考えられる。

（２）平安時代の遺物

　土師器（37.313㎏）、須恵器（27.078㎏）、土製支脚片３点（0.050㎏）、土錘22点、砥石１点、木製

品は井筒曲物、箆、杭状木製品、箸状木製品、桃核２点、鍛冶関連遺物は羽口片48点（1.819㎏）、鉄

製品２点（0.036㎏）、鉄滓31点（2.564㎏）、炉壁２点（0.030㎏）が出土した。

（３）中世の遺物

　珠洲系陶器片８点（0.327㎏）が出土した。

（４）近世以降の遺物

　銭貨は天保通宝が、陶磁器は肥前産を主とする陶磁器片（1.130㎏）が出土した。
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　　第２節　検出遺構と出土遺物

第３表　柱穴様ピット観察表 （１）
※「長径」は柱穴の中心を通過する最大値を計測した。重複などにより全体の半分以上が失われている場合、残存部からの推定値を＜　＞付きで記入した。
※「短径」は長径に直交するラインで最大値を計測した。重複がある場合は長径の項と同様に記入した。
※「出土遺物」には遺物の種類を「土」師器、「須」恵器のように、頭文字で省略して示し、器種ごとの総点数と総重量を記入した。

番号 グリッド 平面形
長径

（㎝）
短径

（㎝）
深さ

（㎝）
底面標高
（ｍ）

土色 土性 しまり 粘性 混入
重複関係
新＞旧

出土遺物
［接合状況］

挿図

111 LE42 略円形 38 36 28 7.28  黒褐色（10YR2/3） SiL 3 3 地塊：φ1～5㎜3% ＜SK49 － 第32図

303 ML55 楕円形 38 24 13 7.22  黒褐色（10YR3/2） SiL 3 3 炭粒：φ5～10㎜7% － －

311 ME53 楕円形 32 24 33 7.09  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ1～30㎜10%
炭粒：φ1～5㎜3%

－ 土・甕１（13.2ｇ）

313 ME54 楕円形 27 25 14 7.29 

１黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ1～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜1%

－ 内黒・坏１（3.2ｇ）

２黒褐色（2.5Y3/2） SiL 3 3
地塊：φ1～10㎜3%
炭粒：φ1～5㎜1%

314 ME54 楕円形 43 33 15 7.25  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

＜SKP315

土・坏５（51.5ｇ）
土・甕９（148.6ｇ）
須・壺１（21.8ｇ）
［第５表８参照］

第42図８

315 ME54 略円形 34 32 20 7.20  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ1～30㎜10%
炭粒：φ1～5㎜3%

＞SB216d・
SKP314

土・坏２（16.1ｇ）
土・甕２（34.2ｇ）

319 MF54 略円形 31 28 11 7.31  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜1%

－ －

320 ME53 楕円形 38 33 20 7.25  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ1～30㎜10%
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

327 MG57 略円形 46 42 28 7.19  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜1%

－
椀形鍛冶滓１
（290.0ｇ）

第44図32

328 MG57 略楕円形 28 26 18 7.29  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜1%

－
土・甕１（2.4ｇ）
須・甕１（12.6ｇ）

329 MG57 楕円形 40 34 15 7.31  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4 地塊：φ5～10㎜10% － －

330 MG57 楕円形 38 31 21 7.26  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜1%

－ －

331 MH52 隅丸方形 37 35 15 7.31  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4 地塊：φ5～10㎜5% － －

332 MH53 楕円形 45 36 15 7.30  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

333 MH52 略円形 47 43 27 7.18  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4 地塊：φ5～10㎜10% － 須・甕２（21.4ｇ）

334 MI53 楕円形 56 41 28 7.11  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%

－
須・甕７（166.8ｇ）
［第５表33参照］

335 MI53 隅丸方形 32 30 16 7.26  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜2%

－ 須・甕１（38.8ｇ）

336 MI52 楕円形 83 63 21 7.21  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜10%
炭粒：φ1～5㎜3%

＞SKP337 須・坏１（7.6ｇ）

337 MI52 略円形 65 <46> 21 7.18  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜5%

＜SKP336
土・坏３（1.7ｇ）
須・甕20（97.0ｇ）

338 MO55 略円形 30 28 14 7.25  褐灰色（10YR4/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

－ －

344
MO54・
　55

略円形 26 24 16 7.27  褐灰色（10YR4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

－ －

345 MO54 略円形 26 17 27 7.23  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

348 MQ54 楕円形 28 24 14 7.36  褐灰色（10YR4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

－ －

349 MQ55 略円形 38 32 22 7.24  褐灰色（10YR4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%　
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

350 MQ55 楕円形 43 28 14 7.30  褐灰色（10YR4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

－ －

353 MP55 略円形 19 18 19 7.30  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 4 3
地塊：φ5㎜10%
炭粒：φ1～5㎜5%

－ －

355 MP55 略円形 23 22 17 7.29  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
地塊：φ1～5㎜7%
炭粒：φ1～5㎜3%

－ 土・坏１（3.6ｇ）

357 MP55 略円形 19 19 21 7.25  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5㎜5% 
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

360
MP54・
　55

楕円形 28 26 26 7.23 

１黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5% 
炭粒：φ5～10㎜3%
焼粒：φ5㎜3% － －

２暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ10～20㎜10%
炭粒：φ5～10㎜3%

361 MP55 略円形 21 19 14 7.34  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
地塊：φ5～20㎜15%
炭粒：φ5㎜2%

－ －

362 MP55 楕円形 28 24 30 7.31  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%
炭粒：φ1～5㎜3%
焼粒：φ1～5㎜1%

－ －

364 MP54 略円形 22 20 16 7.33  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%　
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －

365 MP54 略円形 19 19 9 7.34  黒褐色（10YR3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%　
炭粒：φ1～5㎜3%

－ －
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第４章　調査の記録

第４表　柱穴様ピット観察表 （２）

番号 グリッド 平面形
長径

（㎝）
短径

（㎝）
深さ

（㎝）
底面標高
（ｍ）

土色 土性 しまり 粘性 混入物
重複関係
新＞旧

出土遺物
［接合状況］

挿図

366 MQ54 略円形 21 17 16 7.34  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5% 
炭粒：φ3㎜2%

－ －

368 MQ55 略円形 24 21 16 7.30  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ －

369 MQ55 略円形 18 17 14 7.32  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 4
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ3㎜2%

－ －

372 MP55 楕円形 18 14 23 7.21  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%黒
土：斑状5%炭粒：φ1
～5㎜3%

－ －

373
MP・　
MQ55

楕円形 23 18 26 7.20  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ1～5㎜10%黒
土：斑状7%

－ －

374 MP55 略円形 20 19 19 7.25  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ 土・坏１（2.6ｇ）

375 MP55 略円形 22 20 22 7.22 黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
地塊：φ5～20㎜15%
黒土：斑状5%炭粒：φ
5㎜2%

－ －

376 MP56 略円形 24 24 21 7.26
１黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3

地塊：φ5㎜5%炭粒：
φ1～5㎜2% － －

２暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4 黒土：斑状5%

377 MP55 略円形 17 15 15 7.34  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 4 4
地塊：φ5㎜5%炭粒：
φ1～5㎜5%

－ －

379 MQ56 楕円形 21 18 31 7.14  黄灰色（2.5Y4/1） HC 4 4
地塊：φ1～5㎜3%炭
粒：φ5～10㎜7%

－ －

380 MP56 略円形 16 15 28 7.31  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5㎜5%炭粒：
φ1～5㎜2%

－ －

381 MP56 略円形 20 18 21 7.19  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5㎜5%炭粒：
φ1～5㎜2%

－ －

382 MP56 略楕円形 22 18 11 7.26  褐灰色（10YR4/1） HC 3 4
地塊：φ5㎜5%炭粒：
φ1～5㎜3%

－ －

383 MP56 略円形 18 16 20 7.36  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ1～5㎜10%黒
土：斑状7%

－ －

384 MO55 略円形 18 17 15 7.32  黒褐色（10YR3/1） SiL 4 2～3
地塊：φ1～5㎜2%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ 土・坏２（11.7ｇ）

385 MO55 略円形 20 18 13 7.36  暗灰黄色（2.5Y4/2） HC 3 4
地塊：φ1～5㎜10%黒
土：斑状20%

－ 土・坏１（1.7ｇ）

386 MO55 略円形 22 20 20 7.28  黒褐色（10YR3/1） SiL 3 3
地塊：φ1～5㎜2%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ －

388
MP54・
　55

略円形 20 20 12 7.34  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
地塊：φ5～20㎜15%
炭粒：φ5㎜2%

－ －

389
MO54・
　55

略円形 18 17 19 7.25  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 4
地塊：φ1～5㎜2%黒
土：斑状5%炭粒：φ1
～5㎜3%

－ 土・甕１（6.0ｇ）

390 MO54 略円形 24 22 14 7.32  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～10㎜7%

－ －

391 MO54 略円形 23 20 17 7.34  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ －

392 MO54 楕円形 16 11 13 7.38  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ 土・甕１（6.6ｇ）

393
MF54・
　55

略円形 41 40 16 7.24  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
黒土：斑状5%炭粒：φ
1～5㎜3%

＞SB216d・
SA218・
SD217

土・甕１（7.0ｇ）

394
MF54・
　55

略円形 30 27 18 7.21  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

＜SB216d 土・甕１（17.9ｇ）

396 MF54 楕円形 31 25 23 7.16  黒褐色（2.5Y3/2） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

＞SB216a・
SD217・
SKP397

－

397
MF54・
　55

略円形 26 24 14 7.25  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
黒土：斑状5%炭粒：φ
1～5㎜3%

＜SKP396 －

400 MG54 略円形 20 19 23 7.16  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
黒土：斑状10%炭粒：
φ1～5㎜5%焼粒：φ1
～5㎜1%

－ －

401 MG54 楕円形 31 26 19 7.21  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
黒土：斑状10%炭粒：
φ1～20㎜15%

－ －

405 MG54 略円形 35 34 20 7.19  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

－ －

406 MG54 楕円形 44 28 13 7.26  黒褐色（2.5Y3/1） SiL 3 3
地塊：φ5～10㎜5%炭
粒：φ1～5㎜3%

＞SKP407 －

407 MG54 略円形 41 36 14 7.27  黄灰色（2.5Y4/1） HC 3 3
黒土：斑状5%炭粒：φ
1～5㎜3%

＜SKP406 土・甕１（7.7ｇ）

411
MI・　
MJ54

隅丸方形 31 30 15 7.27 黒褐色（2.5Y3/1） SiL 4 3
地塊：φ5～10㎜20%
炭粒：φ1～5㎜10%

－ 須・壺７（388.5ｇ）
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第２節　検出遺構と出土遺物

E第41図３

第41図5

第41図４
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第10図　ＳⅠ19・ＳⅠ19カマド

SⅠ19

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土

しまり4  粘性2  黒色土斑状に5％

炭化物粒・材φ1～10㎜10％混入

２  灰黄褐 （10ＹＲ6/2） シルト質粘土

しまり3  粘性1  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

３  黒色 （10ＹＲ2/1） シルト質土

しまり3  粘性2  地山土塊φ1～30㎜3％

炭化材φ1～5㎜40％混入

４  灰黄褐 （10ＹＲ5/2） シルト質粘土

しまり4  粘性2  地山土塊φ10～30㎜10％

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～10㎜10％混入

５  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性3  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入

６  にぶい黄橙色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性3  黒褐色土粒～塊φ1～10㎜10％

炭化物粒・材φ1～10㎜5％  板材・杉皮混入

P1

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜10％

黒色土斑状に10％　炭化物粒φ1～30㎜5％混入

P2

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜20％  黒色土斑状に2％

炭化物粒φ1～10㎜5％混入

２  黒色 （10ＹＲ2/1） シルト質土  しまり3  粘性3

炭化物粒φ1～10㎜30％  焼土粒φ1～10㎜3％混入

P3

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ10～20㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜1％

焼土塊φ1～5㎜1％混入

P4

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2 

地山土塊φ10～50㎜20％  黒色土斑状に10％

焼土塊φ1～10㎜5％混入

P5

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり3  粘性2  地山土塊φ1～10㎜5％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P6

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～30㎜20％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～20㎜5％  焼土塊φ1～10㎜1％混入

P7

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～10㎜10％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～10㎜3％混入

P8

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり3  粘性2  地山土塊φ1～10㎜7％

黒色土斑状に3％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

SⅠ19カマド

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） 粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～30㎜30％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～10㎜20％  焼土塊φ1～10㎜5％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり5  粘性1

地山土塊φ5～10㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜10％

炭化材30％  焼土塊φ1～30㎜20％混入

３  暗赤褐色 （5ＹＲ3/4） シルト質粘土  しまり5  粘性1

地山土塊φ5～30㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜10％

焼土塊φ10～30㎜20％混入

４  暗赤褐色 （5ＹＲ3/3） シルト質粘土  しまり5  粘性1

地山土塊φ10～30㎜10％  黒色土斑状に1％

焼土塊φ10～50㎜20％  丸礫φ150㎜混入

５  褐色 （10ＹＲ4/4） シルト質粘土  しまり4  粘性3

炭化物粒φ1～10㎜20％  焼土塊φ1～10㎜10％混入

６  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～50㎜20％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～10㎜10％  焼土粒・塊φ1～10㎜10％混入

７  暗赤褐色 （5ＹＲ3/2） シルト質粘土  しまり5  粘性1

[煙道部壁面被熱]

８  明赤褐色 （5ＹＲ5/6） シルト質粘土  しまり5  粘性1

[火床面]

９  にぶい黄褐色 （10ＹＲ6/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

[火床面下部被熱]
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第２節　検出遺構と出土遺物
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SB216a

P1  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P2  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P3  １  暗灰黄色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり4  粘性4  地山土塊φ1～10㎜5％  黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

P4  １  暗灰黄色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり4  粘性4  地山土塊φ1～10㎜5％  黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

P5  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜2％  焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

溝部  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

SB216b

P1  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜1％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P2  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ5～50㎜10％  黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～3㎜3％混入

P3  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～30㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

P4  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～30㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P5  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～30㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

P6  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

P7  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

溝部  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ10～30㎜40％  黒色土斑状に2％  炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

SB216c

P1  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性4  地山土塊φ1～30㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

P2  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～50㎜30％  黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜3％  焼土粒φ1～10㎜5％混入

P3  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜20％混入

          ２  灰オリーブ色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり4  粘性4  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P4  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～50㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜10％  焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

P5  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～50㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

P6  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％  焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

P7  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

P8  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～50㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P9  １  オリーブ黒色 （5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性4  地山土塊φ1～50㎜40％混入

SB216d

P1  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ10～20㎜30％  焼土粒φ1～5㎜3％混入

          ２  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜15％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

P2  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ10～20㎜7％混入

          ２  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

P3  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

P4  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～20㎜10％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

          ２  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜20％  黒色土斑状に20％  炭化物粒φ1～20㎜3％混入

P5  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜5％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

          ２  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ1～30㎜20％混入

P6  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

P7  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

P8  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜10％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

          ２  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～50㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

P9  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ5～30㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

溝部  １  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ5～20㎜5％  炭化物粒φ5～20㎜10％  焼土粒φ1～10㎜3％混入
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　　第２節　検出遺構と出土遺物
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第４章　調査の記録
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　　第２節　検出遺構と出土遺物
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第４章　調査の記録
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　　第２節　検出遺構と出土遺物
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第16図　SB216a ・ SB216d ・ SN211a～d ・ SK215

１  灰褐色 （7.5ＹＲ4/2） 粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  黒色土斑状に2％

炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  赤褐色 （5ＹＲ4/8） 粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～10㎜2％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

３  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～30㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

４  暗褐灰色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり4  粘性4

炭化物粒φ1～10㎜3％混入

５  褐色 （7.5ＹＲ4/3） 粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～10㎜2％混入

６  灰褐色 （7.5ＹＲ4/2） 粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～10㎜5％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜7％  焼土粒φ1～5㎜3％混入

７  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜3％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

８  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～20㎜10％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

９  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～5㎜2％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

10  黄褐色 （2.5Ｙ5/3） 粘土  しまり4  粘性4

地山土塊φ1～30㎜5％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満  焼土粒φ1～5㎜1％混入

11  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜5％  炭化物粒φ5～20㎜10％

焼土粒φ1～10㎜3％混入

２  暗褐灰色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ20～50㎜30％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜5％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～20㎜15％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ5～10㎜20％  焼土粒φ5～10㎜10％混入

５  褐色 （7.5ＹＲ4/3） 粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～5㎜φ3％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

６  灰褐色 （7.5ＹＲ4/2） 粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～10㎜φ5％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜7％  焼土粒φ1～5㎜3％混入

７  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜φ3％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜3％  焼土粒φ1～5㎜1％混入
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第17図　SB224

P1

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜15％  黒色土斑状に5％  炭化物粒φ5㎜2％混入

P2

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ5㎜1％混入

P4

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

P5

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜7％  黒色土斑状5％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

P6

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～5㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P7

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～10㎜10％  黒色土斑状5％　炭化物粒φ1～5㎜2％

焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

P8

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～5㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

２  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～20㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P9

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～10㎜10％  黒色土斑状5％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P10

１  暗灰黄色 （2.5Ｙ4/2） シルト質粘土  しまり4  粘性4

地山土塊φ1～5㎜20％  黒色土斑状に5％混入
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第18図　SB224P3 ・ SKⅠ59 ・ SK58

１  黄灰色 （2.5Ｙ4/2） 粘土  しまり3  粘性4

黒色土斑状に2％混入

２  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり2  粘性1

地山土塊φ1～30㎜20％混入

３  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～30㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜5％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

４  黄灰色 （2.5Ｙ4/1） シルト質粘土  しまり4  粘性4

地山土塊φ5～30㎜40％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  暗褐色 （10ＹＲ3/3） シルト質土  しまり4  粘性2地山土塊φ20～30㎜40％  黒色土斑状に3％炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ10～20㎜5％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性3  地山土塊φ10～20㎜5％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ10～50㎜10％混入

５  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ10～50㎜40％  軽石・砂粒φ5㎜1％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

６  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ10～50㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜20％混入
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第19図　SKⅠ203 ・ 209 ・ SA219

SKⅠ203

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～50㎜30％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～10㎜3％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

SA219溝部

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～10㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） 

シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜2％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） 

シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜20％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ5～20㎜5％  黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  褐色 （10ＹＲ4/4） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ10～30㎜10％  黒色土斑状に1％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） シルト質粘土  しまり4  粘性2  地山土塊φ10～50㎜20％ 

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ5～10㎜5％混入
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第20図　SE09 ・ 20

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり5  粘性2

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜5％

焼土粒φ1～10㎜3％  礫φ80～120㎜5％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～30㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜5％

焼土粒φ1～10㎜5％  礫φ100～120㎜10％混入

３  黒色 （10ＹＲ2/1） 炭化物層  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～5㎜5％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～30㎜30％  炭化物粒φ1～3㎜5％

焼土粒φ1～10㎜5％混入

５  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり2

粘性2  黒色土斑状10％  炭化物粒φ1～10㎜3％

焼土粒φ1～10㎜3％混入

６  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜10％

焼土粒φ1～10㎜5％混入

７  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり2

粘性2  地山土塊φ1～30㎜10％  黒色土斑状5％混入

８  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～30㎜25％　炭化物粒φ1～10㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

９  灰黄褐色 （10ＹＲ6/2） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜40％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～10㎜30％  炭化物粒φ1～10㎜3％

礫φ30～200㎜20％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～50㎜30％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～20㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

４  オリーブ黒色 （7.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性4

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物φ1～20㎜20％混入

木製品・樹皮検出

５  黄褐色 （2.5Ｙ5/4） シルト質粘土  しまり5  粘性4

地山土塊φ10～50㎜20％  黒褐色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入
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第21図　SE38 ・ 39

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性1  地山土塊φ1～20㎜20％

炭化物粒φ1～10㎜5％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

黒色土斑状に30％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ10～50㎜30％

黒色土斑状に20％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ5～50㎜40％

黒色土斑状に5％混入

５  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ10～50㎜30％

黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

６  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～50㎜30％

黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

７  黒色 （2.5Ｙ2/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ5～20㎜10％

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

８  オリーブ黒色 （7.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～5㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜5％  木片・植物遺骸微量混入

９  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～50㎜30％  黒褐色土斑状に20％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

10  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜30％  黒褐色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

11  暗灰褐色 （2.5Ｙ5/2） 粘土  しまり4  粘性4  黒色土斑状に5％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2  地山土塊φ1～10㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜20％  灰20％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

２  黒色 （10ＹＲ1.7/1） 炭化物層  しまり3  粘性1  地山土塊φ1～50㎜5％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ20～50㎜30％  黒色土斑状30％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～30㎜30％

炭化物粒φ1～5㎜5％混入

５  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3  地山土塊φ1～100㎜30％

炭化物粒φ1～10㎜3％  木片・植物遺骸少量混入

６  灰色 （5Ｙ4/1） 砂質埴壤土  しまり3  粘性2  地山土塊φ1～10㎜5％

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～5㎜3％  木片・植物遺骸少量混入

杭状木製品・箸状木製品・桃核出土

７  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性3  黒色土斑状5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

８  にぶい黄褐色 （2.5Ｙ5/4） シルト質粘土  しまり3  粘性3  黒色土斑状20％

炭化物粒φ1～10㎜3％混入
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第22図　SK01 ・ 02 ・ 07 ・ 17

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～20㎜30％  炭化物粒φ1㎜1％

焼土塊φ1～3㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり3

粘性3  地山土塊φ1～50㎜30％  黒色土斑状に20％

炭化物粒φ1㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～30㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜1％

礫φ50～200㎜10％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり3

粘性3  黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～20㎜15％  炭化物粒φ1～3㎜3％

礫φ100～200㎜5％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土塊φ10～30㎜10％

炭化物粒φ5～10㎜2％  焼土粒φ1～5㎜1％混入
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第24図　SK08 ・ 11 ・ SD10

１  褐色 （10ＹＲ3/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜2％  礫φ50～100㎜3％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～30㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜2％

焼土粒φ1～10㎜2％  礫φ50～200㎜5％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ10～30㎜20％  黒色土塊φ10～30㎜7％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜3％  黒色土塊φ5～10㎜10％

炭化物粒φ5～20㎜20％混入

SK03・04・05・06

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土塊φ1～10㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4

粘性2  地山土塊φ1～30㎜30％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～30㎜10％  炭化物粒φ～1㎜1％混入

５  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～10㎜5％  黒色土斑状に20％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

６  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～50㎜40％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜5％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり3  粘性3

黒色土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～3㎜1％混入
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第25図　SK12 ・ 13 ・ 14 ・ 15 ・ 16

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜30％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜40％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ10～30㎜20％  黒色土斑状に15％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～20㎜10％  黒色土斑状に10％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜30％混入
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第26図　SK21 ・ 22 ・ 23 ・ 77 ・ 78

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜25％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～50㎜10％  黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜15％  黒色土塊φ5～20㎜5％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～50㎜30％  黒色土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～20㎜10％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～5㎜10％混入
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第27図　SK24 ・ 25 ・ 26 ・ 27 ・ 29

１  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜3％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～20㎜10％  黒色土塊φ1～10㎜5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ2/2） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～5㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜30％

焼土粒φ1～5㎜3％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土塊φ1～30㎜20％

炭化物粒φ1～10㎜3％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～20㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

５  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性4

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

６  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性4

黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

１  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～50㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土塊φ1～20㎜10％

炭化物粒φ～1㎜1％  焼土粒φ～1㎜1％

礫φ50～150㎜3％混入

１  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） 粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～30㎜20％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入  羽口溶解物出土

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ10～30㎜25％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入



－ 81 －

　　第２節　検出遺構と出土遺物

0
1/40

2ｍ

SK30

SK31

SK32

SK33

SK35

LQ48
＋

N2m
＋

E2m

LQ48
＋

N2m
＋

E2m

LQ48

＋
E1m

LQ48

＋
E1m

LN
48

＋
N1

m
＋

E2
mLN
48

＋
N1

m
＋

E2
m

3

2

S

S

S

S S

S
S

S

S

炭化材

S

S

S

S

1
1

1

A

工事用側溝

A
C

D

C
D

B

B

7.8m

1

A

A

B

B

7.8m

LK
47

＋
S1

m
LK

47

＋
S1

m

1

A

A

B

B

7.7m

LL48＋S1m＋E2m

LL48＋S1m＋E2m

1

A

A

B

B

7.8m

A

A B

B
7.8m

7.
8m

第28図　SK30 ・ 31 ・ 32 ・ 33 ・ 35

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜10％  炭化物φ1～5㎜1％  礫φ50～250㎜10％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～30㎜30％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～20㎜10％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～50㎜20％  炭化物φ5～10㎜2％

礫φ50～160㎜5％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ10～100㎜20％  黒色土斑状に20％

炭化物粒φ5～10㎜10％  焼土粒φ1～10㎜10％

礫φ100～300㎜20％混入

２  黒色 （10ＹＲ2/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～10㎜20％

炭化材φ1～30㎜10％  焼土粒φ1～10㎜10％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ50～100㎜30％  黒色土塊φ1～10㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜3％  焼土粒φ1～5㎜5％混入
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第29図　SK34 ・ 36 ・ 37 ・ 43 ・ 44 ・ 45 ・ 61 ・ 79

ＳＫ79 （土層注記のみ） 

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜20％  黒色土塊5～10㎜5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～50㎜30％  炭化物粒φ1～10㎜5％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性4

地山土塊φ50～100㎜30％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ2/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～30㎜20％  炭化物粒φ1～10㎜5％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～20㎜10％  黒色土斑状に30％

炭化物粒φ1～10㎜3％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～50㎜25％  黒色土斑状に20％

炭化物粒φ1～10㎜5％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ30～50㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～30㎜10％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ50㎜20％  黒色土斑状に2％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入
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第30図　SK40 ・ 41 ・ 42 ・ 71 ・ 72 ・ 73 ・ 74 ・ 75 ・ 76

SK74 （土層注記のみ） 

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

SK76 （土層注記のみ） 

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～30㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

２  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～20㎜7％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜10％  黒色土斑状に25％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～20㎜10％混入

５  黒褐色 （10ＹＲ2/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～20㎜15％混入

６  褐色 （10ＹＲ4/4） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土斑状に20％混入

７  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） シルト質粘土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～50㎜40％混入

８  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～20㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

９  褐色 （10ＹＲ4/4） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～20㎜20％  黒色土斑状に10％混入

10  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～20㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

11  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～10㎜5％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

12  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～20㎜20％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

13  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入
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第31図　SK47 ・ 48 ・ 49 ・ 50 ・ 51 ・ 52

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土

しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜3％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～1㎜10％  黒色土粒φ5～10㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊1～10㎜5％  黒色土斑状に1％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊1～10㎜20％  黒色土粒φ1～20㎜10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

４  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～50㎜10％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～10㎜2％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～30㎜10％  黒色土粒φ5～20㎜5％

炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊5～10㎜10％  黒色土粒φ10～30㎜2％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～30㎜10％  黒色土斑状に10％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入
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第32図　SK53 ・ 54 ・ 55 ・ 56 ・ 57 ・ 60 ・ 63 ・ 70

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ30～50㎜7％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性1

地山土塊1～10㎜2％  黒色土斑状に2％混入

３  暗褐色 （10ＹＲ3/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ20～30㎜10％混入

SK70

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土

しまり3  粘性3  地山土塊φ5～50㎜10％

黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

SK55・56

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性1  黒色土斑状に15％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性1  黒色土斑状に25％

炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

１  暗褐色 （10ＹＲ3/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ20～30㎜30％  黒色土斑状に5％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性2  地山土塊φ10～30㎜40％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性2  地山土塊φ5～10㎜30％

黒色土斑状に3％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土

しまり4  粘性2  地山土塊φ5～20㎜40％

黒色土斑状に10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入
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第33図　SK65 ・ 66 ・ 67 ・ 69 ・ 80

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ10～30㎜10％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～30㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～30㎜5％  黒色土斑状に3％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～20㎜30％  黒色土斑状に5％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～20㎜30％  黒色土斑状に3％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  暗褐色 （10ＹＲ3/3） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～20㎜20％  黒色土斑状に3％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入
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第34図　SK201 ・ 202 ・ 204 ・ 207

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ20～30㎜25％  炭化物粒φ5～10㎜10％混入

２  灰黄褐色 （10ＹＲ5/2） 粘土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜2％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～30㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜5％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

４  褐灰色 （10ＹＲ4/1） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ10～30㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜10％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

５  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） 粘土  しまり3  粘性3  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

６  灰黄褐色 （10ＹＲ4/2） 粘土  しまり3  粘性4  黒色土斑状に2％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～10㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物斑状に30％  焼土粒φ1～5㎜1％

火山灰・軽石φ2～3㎜1％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～20㎜20％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～10㎜20％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

２  黒色 （10ＹＲ1.7/1） 炭化物層  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～10㎜3％  焼土塊φ10～50㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ5～50㎜10％

焼土粒φ1～5㎜5％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ2/2） シルト質土  しまり2  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ10～30㎜30％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜7％混入
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第35図　SK208 ・ 210 ・ 212 ・ 221

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ10～50㎜30％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～20㎜5％混入

２  黒色 （10ＹＲ2/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ10～30㎜10％混入

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ5～30㎜30％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜2％混入

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜7％  炭化物粒φ10～30㎜10％

焼土粒φ10～30㎜5％混入

１  にぶい黄褐色 （2.5Ｙ6/4） 粘土  しまり4  粘性4

地山土塊φ20～50㎜10％  黒色土斑状に20％

炭化物粒φ1～10㎜10％  焼土粒φ1～20㎜5％混入

２  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～50㎜15％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜5％  焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

３  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ10～30㎜30％  黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～5㎜1％混入

４  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～20㎜20％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～10㎜5％  焼土粒φ1～5㎜3％混入

５  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

炭化物粒φ10～30㎜30％  焼土粒φ10～20㎜10％混入

６  黒色 （2.5Ｙ2/1） シルト質土  しまり3  粘性2

炭化物粒φ10～20㎜40％混入
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第36図　SN28 ・ 107 ・ 112 ・ 114

１  黒褐色 （10ＹＲ2/3） シルト質土  しまり3  粘性2

地山土塊φ1～5㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

２  褐色 （10ＹＲ4/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜3％  黒色土斑状に5％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4

粘性2  地山土塊φ5～10㎜3％  黒色土斑状3％

炭化物粒φ1～10㎜1％混入

１  暗赤褐色 （5ＹＲ3/2） シルト質粘土  しまり5  粘性1

炭化物粒φ5～10㎜7％混入

２  にぶい赤褐色 （5ＹＲ4/4） シルト質粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ5㎜3％混入

３  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～5㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％混入

４  にぶい黄褐色 （10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4  粘性2

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

１  赤褐色(5ＹＲ4/8） シルト質粘土  しまり4  粘性1

地山土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒φ5～10㎜5％混入

２  にぶい黄褐色(10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～5㎜30％  炭化物粒φ1～5㎜20％  焼土粒φ1～5㎜2％混入

３  赤褐色(5ＹＲ4/8） シルト質粘土  しまり3  粘性1

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ5～10㎜2％混入

４  にぶい黄褐色(10ＹＲ5/4） シルト質粘土  しまり4

粘性2  黒色土斑状に1％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  暗赤褐色 （5ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性なし

炭化物粒φ5～30㎜10％  再結合滓40％混入

２  黒色 （10ＹＲ1.7/1） シルト質土  しまり4  粘性2

地山土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒5～10㎜40％

焼土粒φ5～20㎜7％混入
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第37図　SN115 ・ 408 ・ 409 ・ SA214

１  暗赤褐色 （5ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性1

地山土塊φ1～5㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜10％混入

P1

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜2％  炭化物粒φ1～10㎜2％混入

P2

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜2％  炭化物粒φ1～5㎜1％混入

P3

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜1％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

P4

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～5㎜2％  炭化物粒φ1～5㎜5％混入

P5

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜2％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

１  暗赤褐色 （5ＹＲ3/4） 粘土  しまり4  粘性2

[地山被熱]

P6

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜7％混入

P7

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ5～30㎜30％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P8

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ5～30㎜10％

焼土粒φ1～5㎜2％混入

P9

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜5％混入

１  暗赤褐色 （5ＹＲ3/6） 粘土  しまり4  粘性2

[地山被熱]

P10

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

P11

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

P12

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

P13

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜3％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

P14

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入
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第38図　SA205 ・ 218 ・ 223 ・ SD217

溝部

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P1・2

１  黒褐色 （10ＹＲ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3

地山土塊φ1～10㎜2％  炭化物粒φ1～10㎜1％混入

溝部

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり3  粘性4  地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜7％混入

P1・2

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性3  地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～10㎜7％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

SD217

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

SA218

溝部

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜2％混入

Ｐ1・2

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜10％  炭化物粒φ5～10㎜5％

焼土粒φ5～10㎜2％混入
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第39図　SA225 ・ 226 ・ SD46

SA225

Ｐ1

１  褐灰色 （10ＹＲ4/1） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P2

１  褐灰色 （10ＹＲ4/1） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P3

１  褐灰色 （10ＹＲ4/1） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜5％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P4

１  褐灰色 （10ＹＲ4/1） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜3％  炭化物粒φ1～5㎜2％

焼土粒φ1～5㎜1％未満混入

P5

１  褐灰色 （10ＹＲ4/1） 粘土  しまり3  粘性4

地山土塊φ5～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

SA226

P1

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜5％

焼土粒φ1～3㎜2％混入

P2

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～5㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P3

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/1） シルト質土  しまり3  粘性4

地山土塊φ1～10㎜5％  炭化物粒φ1～5㎜3％混入

P4

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～10㎜7％  炭化物粒φ1～5㎜3％

焼土粒φ1～5㎜1％混入

P5

１  黒褐色 （2.5Ｙ3/2） シルト質土  しまり4  粘性3

地山土塊φ5～10㎜10％  炭化物粒φ1～5㎜5％

焼土粒φ1～3㎜2％混入

１  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～50㎜20％  黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

２  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） シルト質粘土  しまり4  粘性2

地山土塊φ1～30㎜1％  炭化物粒φ1～5㎜1％未満混入
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第40図　SK68 ・ SX18

１  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土

しまり4  粘性1

地山土塊φ10～30㎜10％

黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜5％混入

２  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土

しまり4  粘性2

地山土塊φ1～50㎜40％

黒色土斑状に5％

炭化物粒φ1～5㎜1％混入

３  黒褐色 （10ＹＲ3/2） シルト質土

しまり4  粘性2

地山土塊φ1～20㎜10％

黒色土斑状に3％

炭化物粒φ1～5㎜5％混入

４  にぶい黄褐色 （10ＹＲ4/3） 

シルト質粘土  しまり4  粘性3

地山土塊φ1～20㎜10％

黒褐色土斑状に20％

炭化物粒φ1～5㎜3％混入
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第41図　遺構内出土遺物　（１）
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　　第２節　検出遺構と出土遺物

第
５

表
　

遺
構

内
出

土
遺

物
観

察
表

※
木

・
石

・
土

・
金

属
製

品
の

大
き

さ
は

最
大

長
・

最
大

幅
・

最
大

厚
の

順
。

底
径

の
う

ち
高

台
付

は
高

台
径

。

挿 図
番 号

遺
構

・
グ

リ
ッ

ド
層 位

種
類

・
器

種
残

存
状

態
大

き
さ（

㎝
）

法
量

（
g ）

器
面

調
整

等
色

調
備

　
　

考
口

縁
～

体
部

底
部

口
径

底
径

高
台

器
高

外
面

内
面

41

1
S

I 1
9

土
師

器
　

坏
10

/ 1
0

10
/ 1

0
13

.0
 

5.
5 

4.
9 

13
1 

【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
底

部
：

回
転

糸
切

り
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
橙

橙
外

面
摩

滅
強

。
胎

土
に

粗
い

砂
粒

多
く

含
有

。

2
S

I 1
9

１
土

師
器

　
坏

6/
10

5/
10

（
13

.8
）（

6.
0）

5.
8 

98
  【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

：
回

転
糸

切
り

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

に
ぶ

い
橙

浅
黄

橙
胎

土
に

粗
い

砂
粒

多
く

含
有

。

3
S

I 1
9 

Ｐ
１

土
師

器
　

甕
1/

10
以

下
-

（
14

.3
）

-
-

12
4 

【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
ケ

ズ
リ

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

橙
橙

胴
～

口
縁

部
破

片
。

Ｓ
Ｉ

19
の

柱
穴

Ｐ
１

と
Ｐ

４
、

Ｓ
Ｉ

19
（

５
層

）
か

ら
出

土
し

接
合

。
胴

部
は

頸
部

に
向

け
て

僅
か

に
内

傾
し

、
口

縁
部

は
直

立
気

味
に

外
反

し
、

口
唇

部
は

尖
る

。
胎

土
は

粗
い

砂
粒

多
く

含
有

。

4
S

I 1
9 

Ｐ
４

１
土

師
器

　
坏

4/
10

5/
10

（
13

.6
）（

6.
6）

4.
8 

75
  【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

：
回

転
糸

切
り

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

灰
白

灰
白

Ｐ
４

の
検

出
面

（
住

居
床

面
）

か
ら

伏
せ

た
状

態
で

出
土

。
外

面
摩

滅
強

。

5
S

I 1
9カ

マ
ド

須
恵

器
　

壺
-

10
/ 1

0
-

9.
8 

-
50

3 
【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
→

ケ
ズ

リ
　

底
部

：
ヘ

ラ
ナ

デ
、高

台
【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
オ

リ
ー

ブ
灰

灰
外

面
自

然
釉

。
煙

道
部

内
の

４
点

が
接

合
。

6
S

B
21

6ｃ
期

  Ｐ
４

土
師

器
　

坏
-

10
/ 1

0
-

4.
3 

-
49

  【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
底

部
：

回
転

糸
切

り
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
浅

黄
橙

浅
黄

橙
外

面
体

部
墨

書
、

欠
損

範
囲

が
大

き
く

判
読

不
明

。

7
S

B
21

6ｄ
期

  Ｐ
３

柱
材

-
-

33
.3

 
16

.7
 

10
.8

 
57

9 
-

-
四

角
柱

。

42

8
S

B
21

6ｄ
期

  Ｐ
８

須
恵

器
長

頸
壺

-
-

-
-

-
15

3 
【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

灰
胴

～
口

縁
部

破
片

。
肩

部
に

ヘ
ラ

記
号

か
？

内
外

面
自

然
釉

。
頸

部
は

外
折

、
口

縁
部

に
向

け
て

外
傾

す
る

。
外

面
の

頸
部

と
肩

部
の

境
界

付
近

に
リ

ン
グ

状
の

隆
帯

を
形

成
。

S
B

21
6ｄ

期
Ｐ

８
、

S
K

P
31

4、
M

B
51

、
M

B
53

、
M

F
54

、
M

G
53

、
M

G
54

、
M

I 5
5グ

リ
ッ

ド
出

土
遺

物
接

合
。

9
S

B
22

4 
Ｐ

３
２

土
師

器
　

坏
9/

10
10

/ 1
0

13
.2

 
5.

9 
5.

3 
17

7 
【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

：
回

転
糸

切
り

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

口
径

が
楕

円
形

に
歪

む
。

10
S

B
22

4 
Ｐ

３
２

土
師

器
　

坏
9/

10
10

/ 1
0

11
.8

 
4.

0 
5.

3 
13

9 
【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

：
回

転
糸

切
り

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

浅
黄

橙
浅

黄
橙

口
縁

～
口

唇
部

内
外

面
の

一
部

に
タ

ー
ル

付
着

。

11
S

B
22

4 
Ｐ

３
２

土
師

器
　

坏
3/

10
10

/ 1
0（

14
.4

）
5.

4 
5.

7 
94

  【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
底

部
：

回
転

糸
切

り
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
浅

黄
橙

浅
黄

橙

12
S

E
20

２
土

師
器

　
坏

1/
10

10
/ 1

0
-

（
6.

0）
-

69
 【

外
面

】ミ
ガ

キ
→

黒
色

処
理

　
底

部
：

切
り

離
し

不
明

、高
台

【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
浅

黄
橙

黒
内

黒
土

師
器

。

13
S

E
20

４
木

製
　

篦
-

-
27

.5
 

8.
2 

3.
7 

89
 

-
-

移
植

ベ
ラ

の
よ

う
な

形
の

も
の

。
未

成
品

？

-
14

S
E

20
４

樹
皮

-
-

41
.1

 
3.

3 
0.

5 
11

 
-

-
曲

物
の

綴
じ

材
の

原
材

料
？

43

15
S

E
38

井
筒

曲
物

-
-

-
-

杉
材

。
内

面
の

一
部

に
黒

い
付

着
物

。
内

面
に

柾
目

に
直

交
す

る
切

り
込

み
。

16
S

E
39

５
須

恵
器

　
坏

3/
10

1/
10

（
13

.8
）（

6.
6）

4.
7 

54
  【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

底
部

：
回

転
糸

切
り

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

灰
白

灰
白

口
縁

～
口

唇
部

内
外

面
の

一
部

に
タ

ー
ル

付
着

。

17
S

E
39

木
製

　
杭

？
-

-
42

.2
 

3.
3 

3.
3 

54
 

-
-

先
端

に
向

け
て

不
規

則
な

削
り

で
尖

ら
す

。

18
S

K
08

土
錘

-
-

5.
4 

4.
1 

4.
3 

83
 

灰
灰

19
S

K
17

敲
石

-
-

8.
8 

5.
6 

3.
5 

18
3 

淡
黄

-
２

か
所

に
円

錐
形

の
凹

み
を

有
す

る
。

20
S

K
20

4
２

土
師

器
　

坏
1/

10
以

下
1/

10
（

13
.4

）（
5.

6）
4.

9 
24

  【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
底

部
：

回
転

糸
切

り
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
浅

黄
浅

黄

21
S

K
21

0
羽

口
-

-
（

13
.3

）（
6.

4）
（

6.
1）

22
 

黒
～

浅
黄

橙
黒

～
橙

羽
口

装
着

部
先

端
破

片
。

残
存

部
の

外
形

面
は

約
80

度
の

角
度

で
２

側
面

を
つ

く
る

。
先

端
部

に
は

磁
着

の
認

め
ら

れ
な

い
溶

解
物

が
付

着
す

る
。

26
と

同
一

個
体

か
。

22
S

K
21

5
土

師
器

　
甕

1/
10

以
下

-
（

19
.8

）
-

-
17

6 
【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　

橙
橙

胴
～

口
縁

部
破

片
。

胴
部

上
位

に
ヘ

ラ
記

号
「

九
」

？
。

胴
部

は
頸

部
に

向
け

て
内

彎
し

、
頸

部
で

外
傾

、
口

端
を

斜
め

内
側

に
僅

か
に

つ
ま

み
出

し
、

口
唇

部
は

外
傾

面
を

形
成

。
胎

土
は

粗
い

砂
粒

多
く

含
有

。

44

23
S

K
21

5
砥

石
-

-
9.

0 
4.

2 
2.

8 
11

9 
-

-
砥

面
４

面
。

24
S

K
22

1
土

師
器

　
甕

1/
10

以
下

-
（

26
.0

）
-

-
72

  【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
ケ

ズ
リ

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

浅
黄

橙
浅

黄
橙

胴
～

口
縁

部
破

片
。

胴
部

は
直

立
気

味
に

僅
か

に
内

彎
し

、
口

縁
部

は
外

反
す

る
。

口
端

を
直

立
気

味
に

つ
ま

み
出

し
、

口
唇

部
は

尖
り

、
外

傾
面

を
形

成
。

2 5
S

K
22

1
土

師
器

　
甕

1/
10

以
下

-
（

19
.4

）
-

-
98

  【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

→
ケ

ズ
リ

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

浅
黄

橙
浅

黄
橙

胴
～

口
縁

部
破

片
。

胴
部

は
頸

部
に

向
か

っ
て

内
彎

し
、

頸
部

は
外

折
す

る
。

頸
部

付
近

は
ヘ

ラ
ナ

デ
で

整
形

。
口

縁
部

は
内

彎
し

、
外

面
中

位
が

肥
厚

す
る

。
口

唇
部

は
内

傾
面

を
形

成
。

胎
土

は
粗

い
砂

粒
多

く
含

有
。

26
S

K
22

1
羽

口
-

-
（

10
.4

）（
5.

0）
（

5.
0）

14
9 

灰
オ

リ
ー

ブ
橙

羽
口

破
片

。
残

存
部

の
外

形
面

は
約

70
度

の
角

度
で

２
側

面
を

つ
く

る
。

21
と

同
一

個
体

か
。

27
S

N
28

羽
口

-
-

（
4.

7）
（

4.
9）

（
3.

9）
51

 
浅

黄
橙

に
ぶ

い
橙

羽
口

破
片

。
外

形
は

円
柱

形
。

28
S

N
11

2
土

師
器

　
坏

-
9/

10
-

-
-

52
 【

外
面

】ミ
ガ

キ
→

黒
色

処
理

　
底

部
：

回
転

糸
切

り
→

ヘ
ラ

ナ
デ

【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
浅

黄
橙

黒
内

黒
土

師
器

。

29
S

N
21

1ｃ
期

土
師

器
　

甕
1/

10
以

下
-

（
23

.4
）

-
-

13
1 

【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
橙

橙
胴

～
口

縁
部

破
片

。
胴

部
は

頸
部

に
向

け
て

僅
か

に
内

傾
し

、
頸

部
で

外
折

、
口

端
を

や
や

斜
め

内
側

に
つ

ま
み

出
し

、
口

唇
部

は
中

央
部

が
僅

か
に

凹
む

外
傾

面
を

形
成

。
胎

土
は

粗
い

砂
粒

多
く

含
有

。

30
S

A
21

4 
Ｐ

11
土

師
器

　
甕

-
-

-
-

-
93

  【
外

面
】平

行
タ

タ
キ

・
格

子
タ

タ
キ

　【
内

面
】平

行
・

格
子

当
て

具
明

赤
褐

浅
黄

橙

31
S

X
18

須
恵

器
　

壺
-

-
-

-
-

15
  【

外
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
　【

内
面

】ロ
ク

ロ
ナ

デ
灰

灰
オ

リ
ー

ブ
肩

部
破

片
。

ヘ
ラ

書
記

号
「

？
」

窯
印

か
。

32
S

K
P

32
7

鉄
滓

-
-

9.
0 

6.
0 

4.
8 

29
0 

-
-

側
面

の
破

面
部

分
の

一
部

の
み

が
弱

く
磁

着
す

る
椀

形
鍛

冶
滓

、
約

2/
3が

残
存

、
欠

損
部

分
は

鉄
分

の
再

利
用

か
。

33
S

K
P

33
4

須
恵

器
　

甕
1/

10
以

下
-

（
22

.4
）

-
-

16
7 

【
外

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　【
内

面
】ロ

ク
ロ

ナ
デ

　
灰

オ
リ

ー
ブ

灰
オ

リ
ー

ブ
頸

～
口

縁
部

破
片

。
頸

部
は

外
折

す
る

。
口

縁
部

は
外

彎
し

、
外

面
に

１
条

の
隆

帯
、

内
面

に
黒

色
の

付
着

物
を

有
す

る
。

口
唇

部
は

丸
み

を
帯

び
た

外
形

面
を

形
成

し
、

中
央

に
１

条
の

沈
線

を
有

す
る

。
S

K
P

33
4、

M
I 5

3、
M

K
53

グ
リ

ッ
ド

出
土

遺
物

接
合

。
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第
６

表
　

遺
構

外
出

土
遺

物
観

察
表

※
木

・
石

・
土

・
金
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　　第１節　放射性炭素年代測定および樹種同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

辻本崇夫・高橋　敦

　１　はじめに

　秋田県能代市前谷地遺跡は、米代川右岸に位置し、平安時代の遺構・遺物が検出されている。今回

の分析調査では、住居跡の炭化材、掘立柱建物跡の柱材、井戸跡の井筒曲物を対象として、遺構の構

築・利用年代を検討するために放射性炭素年代測定と、木材利用を明らかにするために樹種同定を実

施する。

　２　試料

　試料は、住居跡（ＳＩ19）のカマドから出土した炭化材（試料１）、井戸跡（ＳＥ38）の井筒曲物

と曲物合わせ目の綴じ材（試料２・３）、掘立柱建物跡（ＳＢ216）の柱穴（Ｐ３）から出土した柱材

（試料４）の合計４点である。放射性炭素年代測定は、試料１・２・４の３点、樹種同定は全点につ

いて実施する。

　３　分析方法

（１）放射性炭素年代測定

　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗

浄などにより物理的に除去する。その後HClにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等

アルカリ可溶成分を除去、HClによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う

（酸・アルカリ・酸処理）。

　試料をバイコール管に入れ、１ｇの酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内

を真空にして封じきり、500℃（30分）、850℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノー

ルの温度差を利用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2

と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラフ

ァイトを生成する。

　化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径１㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C－AMS専用装置

（NEC　Pelletron　9SDH－2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）

から提供されるシュウ酸（HOX－Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に

13C/12Cの測定も行うため、この値を用いてδ13Cを算出する。

　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした

年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986－2005 M Stuiver and PJ 
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Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

　暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730

±40年）を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来

的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、１年

単位で表している。いずれも木材を対象としていることから、北半球の大気中炭素に由来する較正曲

線を用いる。

　暦年較正は、測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が68％の確率で存在する範

囲、2σは真の値が95％の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、2σの範囲をそ

れぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

（２）樹種同定

　試料２～４は、剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の

徒手切片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の

混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の種

類や配列を観察する。試料１の炭化材は、自然乾燥させた後、３断面の割断面を作製して実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察する。各試料の観察で確認された特徴を現生

標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

　なお、木材組織の名称や特徴については、島地・伊東（1982）、Wheeler他（1998）、Richter他

（2006）を参考にする。また、日本産木材の組織配列については、林（1991）や伊東（1995, 1996, 

1997, 1998, 1999）を参考にする。

　４　結果

　同位体効果による補正を行った測定結果と樹種同定結果を表１、暦年較正結果を表２に示す。同位

体効果の補正を行った測定値は、試料１が1,230±20BP、試料２が860±20BP、試料４が1,220±

30BPである。一方、測定誤差をσとして計算させた暦年較正結果は、試料１がcalAD714～860、試料

２がcalAD1,167～1,211、試料４がcalAD724～864である。

　これらの木製品・炭化材は、試料３が樹皮で種類の同定には至らなかった。その他の試料は、針葉

樹１分類群（マツ属複維管束亜属）と広葉樹１分類群（ガマズミ属）に同定された。各分類群の解剖

学的特徴等を記す。

・スギ（Cryptomeria japonica  （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属

　軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩

材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔はスギ型で、１分野に２～４個。放射組織は単列、１～15細胞高。

・ガマズミ属（Viburnum）　スイカズラ科

　散孔材で、管壁は薄く、横断面では円形～やや角張った楕円形を呈し、ほぼ単独で散在する。道管

は階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は上下縁辺部が直立細胞となる異性、

１～４細胞幅、１～40細胞高。



－ 105 －

　　第１節　放射性炭素年代測定および樹種同定

第７表　放射性炭素年代測定および樹種同定結果

番号 遺構 器種等 状態 樹種
補正年代

BP
σ13Ｃ
（‰）

測定年代
BP

Code No.

試料１ SI19カマド 炭化材 炭化材 ガマズミ属 1,230±0.30 －24.08±0.30 1,220±30 IAAA－90799

試料２ SE38 井筒曲物 生木 スギ 860±20 －26.99±0.30 900±20 IAAA－90800

試料３ SE38 井筒曲物合わせ目綴じ材 生木 樹皮 ― ― ― ―

試料４ SB216  P３ 柱材 生木 スギ 1,220±30 －25.53±0.31 1,200±20 IAAA－90801

１）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。
２）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差δ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

第８表　暦年較正結果

番号
補正年代
（BP）

暦年較正年代 （cal） 相対比 Code No.

試料１ 1,231±23

σ

cal    AD        714    －    cal    AD        744
cal    AD        767    －    cal    AD        783
cal    AD        787    －    cal    AD        821
cal    AD        842    －    cal    AD        860

cal    BP    1 ,236    －    1,206
cal    BP    1 ,183    －    1,167
cal    BP    1 ,163    －    1,129
cal    BP    1 ,108    －    1,090

0.325
0.193
0.337
0.145 IAAA－90799

２σ
cal    AD        691    －    cal    AD        749
cal    AD        763    －    cal    AD        877

cal    BP    1 ,259    －    1,201
cal    BP    1 ,187    －    1,073

0.331
0.669

試料２ 863±22

σ cal    AD    1,167    －    cal    AD    1,211 cal    BP        783    －        739 1.000

IAAA－90800
２σ

cal    AD    1,051    －    cal    AD    1,081
cal    AD    1,127    －    cal    AD    1,134
cal    AD    1,152    －    cal    AD    1,224

cal    BP        899    －        869
cal    BP        823    －        816
cal    BP        798    －        726

0.062
0.008
0.930

試料４ 1,224±24

σ
cal    AD        724    －    cal    AD        739
cal    AD        771    －    cal    AD        827
cal    AD        839    －    cal    AD        864

cal    BP    1 ,226    －    1,211
cal    BP    1 ,179    －    1,123
cal    BP    1 ,111    －    1,086

0.149
0.610
0.241

IAAA－90801

２σ
cal    AD        694    －    cal    AD        703
cal    AD        706    －    cal    AD        748
cal    AD        765    －    cal    AD        883

cal    BP    1 ,256    －    1,247
cal    BP    1 ,244    －    1,202
cal    BP    1 ,185    －    1,067

0.022
0.198
0.780

１）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986－2005 M Stuiver and PJ Reimer）
を使用した。
２）計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）１桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいよう
に、１桁目を丸めていない。
４）統計的に真の値が入る確率はσは68％、２σは95％である。
５）相対比は、σ、２σのそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

　５　考察

　試料１は、住居跡（ＳＩ19）のカマドから出土しており、炭化していることから燃料材等に由来す

る可能性がある。年代測定では、calAD714～860の暦年代が得られており、樹種は落葉広葉樹のガマ

ズミ属であった。ガマズミ属は、落葉広葉樹林内に普通に見られる種類であることから、本遺跡周辺

に生育していた樹木を燃料などに利用した可能性がある。

　試料２と３は、井戸跡（ＳＥ38）の井筒曲物の側板（試料２）と綴じ材（試料３）である。側板の

年代測定結果は、calAD1,051～1,211である。側板はスギ、綴じ材は樹皮であり、スギの板を樹皮で

綴じていたことが伺える。スギは、木理が通直で割裂性が高く、板状の加工に適している。樹皮は、

種類不明であるが、用途を考えれば桜皮（サクラ属）や樺皮（カバノキ属）の可能性がある。

　古代～中世にかけての井戸材にスギが利用される例は、北遺跡や小鳥田Ⅰ遺跡等でも報告されてお

り（パリノ・サーヴェイ株式会社,2001,2005）、今回の結果とも調和的である。

　試料４は、掘立柱建物跡（ＳＢ216）の柱穴（Ｐ３）から出土した柱材であり、添付写真をみる限

りでは分割材が利用されている。年代測定結果は、calAD724～864で、試料１とほぼ同時期を示して
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いる。なお、試料採取位置が最外年輪ではないため、年代測定結果については木取り等も含めた評価

が必要である。樹種はスギであり、井筒と同じ樹種が柱材にも利用されていることが明らかとなっ

た。なお、秋田県内の調査事例では、小鳥田Ⅰ遺跡の古代とされるＳＢ208を構成する柱材が全てス

ギに同定されている（パリノ・サーヴェイ株式会社,2005）。

引用文献
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パリノ・サーヴェイ株式会社

辻本崇夫・矢作健二

　１　はじめに

　秋田県能代市前谷地遺跡は、米代川下流域右岸の沖積低地に位置する。この沖積低地の北側には、

約８万年前に形成された東雲Ⅲ面とされる河成段丘が広く広がっている（内藤,1977）。また、米代川

沿いの沖積低地の各所には毛馬内面と呼ばれる低位段丘の分布も認められており（内藤,1977）、本遺

跡周辺にもその分布は記載されており、付近の吹越などの集落はその低位段丘上に相当する。毛馬内

面は、毛馬内火砕流二次堆積面とされており（小池ほか編,2005）、十和田aテフラ（To－a）の噴火と

して認識されている平安時代10世紀初頭に起こった十和田カルデラの噴火（Hayakawa,1985）時に噴

出した火砕流が、米代川に流れ込んだことにより発生した洪水堆積物によって構成されている段丘で

ある。

　今回の発掘調査では、古代および中世とされる遺構や遺物が検出されている。今回の分析調査で

は、古代とされる住居跡の覆土中にテフラ（火山灰）とされる堆積物が検出されたことから、その砕

屑物の特徴を把握し、テフラである場合には、既知のテフラとの対比を行う。これにより、住居跡の

年代に関わる資料を作成する。

　２　試料

　試料は、古代とされる住居跡の覆土から採取された「ＳＩ19土壌サンプル」１点である。全体的に

は褐色を呈する砂混じりのシルト質土壌であるが、部分的に褐灰色を呈するより細粒のシルト質ブロ

ックが厚さ数㎜程度で認められる。分析の際は、褐灰色部分を対象とした。

　３　分析方法

　試料約20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。

　火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、

バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラス

であり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

　４　結果

　処理後に得られた砂分からは、微量の軽石と少量の火山ガラスが認められた。軽石は、最大径約

2.0㎜、白色を呈し、発泡は良好～やや良好である。火山ガラスは、無色透明の塊状の軽石型と繊維

束状の軽石型および無色透明のバブル型が混在する。さらに極めて微量の黒曜石片も認められた。

　なお、砂分の主体は、石英や長石などの鉱物粒と火山岩や凝灰岩、泥岩などの岩石片である。
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　５　考察

　検出された軽石および火山ガラスは、その特徴と前谷地遺跡の地理的位置、これまでに研究された

東北地方北部におけるテフラの分布（町田ほか（1981;1984）、Arai et al.（1986）、町田・新井（2003）

など）との比較から、To－aに由来すると考えられる。To－aは、前述したように平安時代に十和田カル

デラから噴出したテフラであり、給源周辺では火砕流堆積物（前述した毛馬内火砕流のこと）と降下

軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質テフラとして、さらに給源から離

れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されている（町田ほか, 

1981）。また、その噴出年代については、早川・小山（1998）による詳細な調査によれば、西暦915年

とされている。なお、上述した東北地方北部におけるテフラ分布により、秋田県北部では、To－aの噴

出の数十年後に中国と北朝鮮の国境に位置する白頭山から噴出した白頭山苫小牧テフラ（B－Tm:町田

ほか,1981）の降灰も認められている。B－Tmは、バブル型および軽石型の細粒の火山ガラスから構成

されるが、To－aの火山ガラスとは屈折率によって明瞭に区別される。今回の試料については、古澤

（1995）のMAIOTを使用した温度変化法により火山ガラスの屈折率を確認したところ、n1.500－1.506

の値を得ており、n1.520前後の高い屈折率を持つB－Tmの火山ガラスではなく、To－aの火山ガラスの

屈折率にほぼ等しい。

　今回の試料が採取された住居跡覆土におけるテフラの産状としては、軽石や火山ガラスなどのテフ

ラの本質物質は微量～少量であり、周辺の沖積低地の堆積物に由来する鉱物片や岩石片などが多かっ

た。したがって、試料が採取された覆土層は、To－aの降下堆積物ではなく、遺構周辺の土壌や堆積物

が流れ込んだものと考えられる。前述したように、周辺の沖積低地には毛馬内火砕流の二次堆積物の

分布もあり、軽石や火山ガラスはこれらの堆積物に由来する可能性がある。このことから、試料の採

取された住居跡の埋積はTo－aの噴出以降であることは明らかであるが、年代指標として評価するこ

とは難しい。
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　今回の前谷地遺跡の発掘調査では、竪穴住居跡１軒、掘立柱建物跡２棟、竪穴状遺構３基、井戸跡

４基、土坑77基、焼土遺構８基、柵列跡７列、溝跡３条、畦跡（道路状遺構）３条、柱穴様ピット65

基、性格不明遺構１基の計174基の遺構を検出し、遺跡は集落跡であることが判明した。集落跡の年

代を推定するものとして、次の３点が挙げられる。①調査区内の遺構から出土した遺物（炭化物と木

製品）の放射性炭素年代測定結果（第５章第１節参照）は西暦691～1,224年の範囲を示している。こ

のうち、掘立柱建物跡に遺存する柱材は西暦694～883年、井戸跡の井筒曲物は1,051～1,224年であ

る。②遺構の内外から出土した遺物は、大多数が10世紀を主体とする土師器・須恵器で、奈良時代は

皆無、中世はごく僅かである。③竪穴住居跡のテフラ試料の同定調査（第５章第２節参照）により、

竪穴住居跡の埋積は十和田ａ火山灰の降灰後であることが判明した。また、住居跡の堆積土から降灰

前には廃棄されていたと考えられる。これらのことから、遺跡は平安時代を中心として中世に続く集

落跡と考えられる。

　１　地形と集落の広がりについて

　既述のとおり、昭和39年頃に行われたほ場整備事業によって遺構構築時の生活面の表土は削平され

ている。遺構配置図に記された等高線でも明らかなように調査区内の高低差は最大約30㎝で、西調査

区中央の北側が緩やかに低くなっている。調査区の南側に隣接する現在の集落の比高と遺構の遺存状

態から、遺構構築時の表土下の地山上面の削平状況は現集落と接する調査区中央の南側が比較的深

く、北側方向に同心円状に浅くなっていると考えられ、削平による地形の改変は現在の集落跡から離

れるほど少ないものと推定する。発掘調査時には鍛冶関連遺物が比較的多く出土したＳＢ216を中心

に西調査区において水が湧く状態であったが、調査区に隣接する水田からの漏水やほ場整備事業等に

よる水位の変化によるものと考えられ、古代における環境は現在とは異なり、十分に生活ができる安

定した土地であったと考える。

　調査区の南側に隣接する現在の集落は、標高値が周辺の地形より僅かに高くなっている。本調査区

内からは竪穴住居跡が一軒しか検出されなかったが、当時の集落の中心は現在の集落下にある可能性

が高いと考えられる。

　２　遺構と遺物について

　本遺跡のＳＩ19は米代川左岸の沖積地にある仙子森遺跡（第２章第２節参照）の竪穴住居跡（11

軒）と軸方向、カマドの位置が類似し、そのうちの２軒は住居跡の規模、カマド規模や煙道部の構築

方法などにも類似性が認められる。仙子森遺跡は10～11世紀を中心とした集落跡であり、本遺跡ＳＩ

19は出土遺物から、仙子森遺跡とほぼ同時期の住居跡と推測される。

　第46図42は須恵器甕頸～肩部で肩部には「＊」のヘラ書記号が記されている。このヘラ書記号と同

一のものが本遺跡の北西約２㎞の東雲台地にあるトドメキ遺跡から採取されており、両者とも焼成が

不良である点に共通性がある。良質な須恵器でないことから広域に流通したものではなく、近隣一帯

での流通品の可能性があり、東雲台地を含む周辺に須恵器焼成窯の存在が考えられる。なお、本遺跡
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の南南西８㎞には10～11世紀の年代に想定される須恵器窯跡が十二林遺跡で検出されているが、出土

遺物の比較からは関連性を認めることはできなかった。

　本遺跡からは焼土遺構や鍛冶関連遺物であるフイゴ羽口や椀形鍛冶滓等が相当数出土している。残

りのよい明確な鍛冶遺構は検出されなかったが、本遺跡は生産遺跡の性格を持ち合わせた集落跡であ

ると考えられる。

　３　むすび

　米代川流域では平安時代でも９世紀前葉の遺跡は少なく、９世紀後半以降の遺跡が多い。十和田ａ

火山灰と白頭山・苫小牧火山灰降下前後（10世紀前半）の竪穴住居跡は本遺跡や大館跡、上ノ山Ⅱ遺

跡、十二林遺跡などで確認されている。同時期の住居跡を伴う遺跡は米代川両岸の段丘面に多く、集

落跡のいくつかは防御性の施設を持ち、さらに鍛冶関連遺構を伴う場合が多いことが知られている。

本遺跡と同様に米代川下流域の沖積地で鍛冶関連遺構・遺物が検出されたのは新大林Ⅰ遺跡のみであ

り、類例は少ない。当該時期の段丘上の集落跡と本遺跡や仙子森遺跡、新富根Ⅰ遺跡などの沖積地に

営まれた集落跡の立地上の違いは何を意味するのだろうか。これまで米代川下流域の沖積地では発掘

調査が実施された遺跡が少なく、今回の調査結果は、この地域における古代集落の変遷や人々の生活

の様子を知る上で貴重な資料になるものと考える。
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